
■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
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組
①

地

域
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く

り

支

援

課

情報の共有と迅速、ていねいなお客
様対応

B

情報の共有を徹底し、市民
等の相談、問い合わせに
対し迅速かつ、わかりやす
い言葉で対応する

週1回以上
年度末

定期的に打合せを実施し、課
(係)全員が統一した見解のもと
にお客様対応ができる

 
・報・連・相を徹底します。
・情報共有の意識の向上を図りま
す。

・週1回、課内打合せを行い、事務
事業の進捗状況や問い合わせ対応
などについて、情報共有や確認を行
なっている。
・各事業の目標達成に向け、関係各
課や各種団体と連携を図っている。

・担当不在時でも初期対応ができる
よう、引き続き課内の連携を図り、
必要に応じてミニ研修を開催する。
・制度や事業内容の充実のため、引
き続き関係各課や各種団体との連
携を図っていく。

・事務事業の打合せを随時行う
ことにより、事業の進捗状況や
お客様の問い合わせに対応でき
ている。
・関係各課、各種団体との連携、
協力により事業を実施できた。

週初めの打合せ、事業内容の確
認等、常に課内で情報を共有し意
識の向上を図った。

担当以外の業務も共有することによ
り、お客様へ迅速な対応ができ、サー
ビスの向上につながった。

重
点
取
組
①

地
域
づ
く
り
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援
課

地域づくり活動の推進 Ａ

地域の将来について話し合
い、身近な地域課題の解決
や地域の特性を活かした活
動を実践する地域運営組
織の形成

・地区会議　36地区
・地区交流センター　16
地区
・共助組織　10組織
・地域運営組織　1組織

年度末

地域運営組織の形成に向け、市
内全域においてワークショップを
開催

開催回数　36回

・既存団体と調整を図りながら、地
域運営組織の形成に向け、ワーク
ショップや先進地視察、セミナーを
開催します。
・地域づくり活動補助金や町内会活
動補助金等の各種支援制度を周知
し、活用を促します。
・職員地区担当制度や地区会議
ハード事業の対応スキームを見直し
ます。

・地域住民やＮＰＯなどの関係者と
協議・調整しながら、ワークショップ
の開催に向けた準備を進めている。
・各種補助金の申請状況
　地域づくり活動補助金
   　85件  22,060千円
　町内会補助金（活動）
　   51件  2,535千円
　町内会補助金（備品）
　   22件  2,542千円
　集会施設整備補助金
   　26件  9,247千円
・5/21担当者会議を開催し、今年度
の取り組みや職員地区担当制度な
どについて意見交換した。

・今年度はモデル的に3地区を選定
しワークショップを開催する。金沢地
区10/6、福地地区10/17、十文字西
地区11月以降に第1回ワークショッ
プを開催し、3月までにそれぞれ5回
程度を予定。
・各種補助金については、今後も周
知を続け、活用を促す。
・職員地区担当制度については、11
月に職員向けのワークショップを開
催し、制度のあり方について検討す
る。

ワークショップ　開催回数　11回
　内訳：金沢地区　4回
　　　　　福地地区　4回
　　　　　十文字西地区　3回

・セミナー開催（10/7地域づくり人材セ
ミナー、3/22管理職・副主幹級研修、
3/24よこての地域づくり自慢大会）
・先進事例研究、情報収集（6/5小規
模多機能自治の集い、11/1地域コミュ
ニティ創生シンポ、1/29小さな拠点全
国フォーラム、3/3ジチラボ）
・地区会議のあり方や職員地区担当
制度の検討（12/14～2/12、若手職員
プロジェクト5回）
・各種補助金申請状況（地域づくり活
動補助金114件28,316千円、町内会補
助金（活動） 79件3,624千円、町内会
補助金（備品） 24件2,874千円、集会
施設整備補助金 31件9,641千円）

・ワークショップは各地区の地域性やなり
たい姿に合わせ実施することが必要であ
り、全地域を画一的に行うべきではないと
判断し、実施地区を絞ってワークを行った
ため、目標値には届かなかった。
・開催回数は目標値に届かなかったもの
の、多様な団体、世代が集まり、地域の課
題や資源について話し合ったことは、地域
運営組織の形成に向け、一歩前進した。
・地区担当職員が協働について改めて考
え、地域と協働していくために行政がすべ
きことを考える機会になるとともに、地域
運営組織の形成に向けて、地区会議がど
うあるべきかを議論できた。
・各種補助金については、趣旨をご理解い
ただきながら、より多くの団体にご活用い
ただけるよう、今後も周知に努める。
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ふるさと納税制度の推進 Ａ

ふるさと納税を通じた横手
市の知名度の向上、横手
ファン拡大、地域産業の活
性化

①H29実績件数（見込
み）
　 38,160件
②Ｈ29実績額（見込み）
　 508,000千円
③返礼品提供事業者数
　 64事業者 (3/31現在)
④横手市応援市民登録
数
　 3,992人(3/31現在)

年度末

①件数　56,000件
②寄附額　7億
③返礼品提供事業者数
　  70事業者
④横手市応援市民登録数
    6,000人

・新規返礼品及び提供事業者の掘
り起こしを行います。
・返礼品提供事業者研修会、セミ
ナー等を開催します。
・ポータルサイトからの発信や広告
実施により、ＰＲの強化に努めま
す。
・「なべっこ遠足in東京」の開催な
ど、関係各課と連携した事業実施に
より、応援人口、交流人口の拡大に
努めます。

・件数13,661件／寄附額159,962千
円（H30.9月末）　前年比498.6％
・返礼品数・事業者数 266種・68社
（H30.9月末）
・応援市民登録者数 4,178人（fun通
信9月号送付時点）
・現在「さとふる」「わが街ふるさと納
税」「ふるさとチョイス」の3つのサイト
を利用し、ネット上のプロモーション
を含め各社と連携して対応。
・7月末に暑中見舞い葉書の発送で
PR。（主に昨年度寄附者へ11,300
通）

・寄附者との継続的なつながりを図
るため、10/7（日）「なべっこ遠足in
東京」を開催。
・11/24（土）25（日）浅草・まるごと
にっぽんで開催の物産展（魅力営業
課主催）にてふるさと納税相談・受
付ブースを設けPR。
・新聞、雑誌等への広告掲載。
・国の返礼割合見直し要請への対
応が必要となっており、10/19（金）
事業者説明会を開催して現状の4割
から3割への見直し作業を進める予
定。

H31.3月末実績見込み
①件数　62,000件
②寄附額　7億5千万円
③返礼品提供事業者数
　  68事業者（5増／1減）
④横手市応援市民登録数
    5,470人（fun通信3月号発送
時）

・従来の新聞や雑誌への広告掲載の
他、暑中見舞い葉書の直接送付や、
Facebook広告配信などを実施。
・市報6/1号で市民向けにもふるさと納
税の取り組みを紹介。
・首都圏でのイベント（なべっこ遠足in
東京、横手の響きフェア）にてPR及び
ふるさと納税申込受付を実施。
・事業者情報交換会や市内事業者団
体の会合の場でのPRを実施。
・返礼品数：291種　横手市物産団体
連絡協議会との連携やfun通信紙面に
より返礼品の取組のPR。

・数値目標は概ね達成し、返礼品を通じた
横手市の知名度向上、横手ファンの拡
大、地域産業の活性化につながった。
・一方で国の通達により返礼割合の見直
しが必要となり、12月末までに全ての見直
しを完了させた。見直し後は前年度数値を
下回っている面もあり、今後さらにPR等の
取組の強化が必要。
・返礼品提供事業者との連携は年々深
まってきており、事業者側からもふるさと
納税に対する積極的な取組が見られるよ
うになってきた。
・応援市民の増加は、ふるさと納税だけで
なく様々な形での横手市への応援につな
がっている。
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男女共同参画の推進 A
横手市男女共同参画行動
計画（第３次）の推進と意識
啓発

・横手市男女共同参画
行動計画（第３次）の実
績
・地方創生総合戦略の
実績

年度末

・男女共同参画に関する啓蒙イ
ベントの開催(年１回)
・ワークライフバランス推進事業
の実施(年３回)

・庁内各部署や秋田県南部男女共
同参画センター等との連携によるイ
ベントや研修会を開催します。
・男女共同参画推進協議会を開催
（２回）します。
・市報、市HP、かまくらFM等による
啓発を行います。
・市内中小企業向けワークスタイル
研修を実施します。

・Ｈ30.6.20　Ｈ30第１回地域連携ネッ
トワーク会議（県南部男女共同参画
センター）
・Ｈ30.6.26　Ｈ30第１回男女共同参
画推進協議会（市）
・9～10月　市報、市ＨＰ、ＦＭによる
ワーク・ライフ・バランスの啓蒙及び
講演会ＰＲ

・企業・管理職向け「ワーク・ライフ・
バランス講演会」開催（10/17）
・企業従業員向け「ワークスタイル
研修」の開催（11月～1月）
・県南部男女共同参画センターとの
連携による男女共同参画啓蒙イベ
ントの開催（2月）

①男女共同参画フェスティバル
の開催（3/2・県南部男女共同参
画センターとの連携）
②ワーク・ライフ・バランス講演
会の開催（10/17）
③ワークスタイル研修の開催
（1/23・2/6)
④地域連携ネットワーク会議参
加（6月・2月・県南部男女共同参
画センター）
⑤男女共同参画推進協議会開
催（6月・2月）

・ワーク・ライフ・バランス講演会、ワー
クスタイル研修の実施にむけ、包括連
携協議を結ぶ北都銀行、ファザーリン
グ・ジャパン東北と協議、調整および、
市内企業等へ周知を行った。
・市民委員20名による男女共同参画
推進協議会を開催した。
・県南部男女共同参画センターと協
議、連携を行い、各種啓発事業を実施
した。

・企業幹部（市役所管理職含む）向けの
「ワーク・ワイフ・バランス講演会」と一般職
員（市職員含む）に向けた「ワークスタイル
研修」と対象を分けて実施したことにより、
ワーク・ライフ・バランスの実現や働き方改
革、女性活躍の推進に繋げることができ
た。
・男女共同参画フェスティバルは、人を引
きつけるオープニングステージ、アトラク
ション、講演（講和）を合わせたトーク
ショーにより、集客を図りながら男女共同
参画について啓蒙することができたが、参
加者数を大きく伸ばすことはできなかっ
た。

重
点
取
組
④

地
域
づ
く
り
支
援
課

交通事故対策、防犯対策の推進 Ｂ
交通事故対策、防犯対策
事業の取り組み強化と見直
し

①毎年度、交通安全実
施計画を策定
②平成29年度交通災害
共済加入率12.0%
③よこて安全・安心メー
ルにより市からの情報
を随時メールで配信
④防犯協会、交通指導
隊、交通安全母の会を
運営

【Ｈ29年交通事故状況】
　 事故件数　188件
　 死者数　　　　6名
　 負傷者数　210名

年度末

①平成30年度交通安全実施計
画の策定と着実な推進
②昨年度を上回る交通災害共
済の加入率（加入目標13.0%）
③よこて安全・安心メールの円
滑な運用
④防犯協会の運営体制の見直
し

・30年度交通安全実施計画を策定
し、第10次交通安全計画の目標値
の達成に向けた活動を推進します。
・年間を通じて様々な場面で、交通
災害共済への加入促進を図りま
す。
・横手警察署などの関係機関と連携
しながら、安全・安心メールや横手
かまくらＦＭなどの各ツールを活用
し、交通・防犯情報を迅速に市民へ
伝達します。
・防犯協会の組織運営を円滑に行う
ため、内容が類似している地区会長
会議と総会の一本化を検討します。

・H30.9.20　横手市交通安全対策会
議を開催し、平成30年度横手市交
通安全実施計画を策定。
・交通事故死者数2名（昨年5名）、
交通事故負傷者156名（昨年167名）
・交通災害共済加入率　11.15%
・よこて安全・安心メール配信　28件
　うち緊急連絡要請　11件

・年末に向けて、12月1日号の市報
に交通事故防止の広報、ＦＭによる
呼びかけを実施。
・2月1日号の市報に交通災害共済
加入広報を掲載、ＦＭによる呼びか
けを実施。

・交通安全対策会議開催（9/20）
  交通安全実施計画作成（9/20）
・交通災害共済加入率
　 11.17％（Ｈ30年度実績）
・死亡事故ゼロ連続記録
　 1,500日（H30.6.28大雄）
   1,500日（H30.7.3十文字）
・Ｈ30年横手市内事故状況
　 事故件数　154件
               （前年比　34件減）
　 死者数　2名
               （前年比　4件減）
　 負傷者数　200名
               （前年比　10名減）

・交通安全対策会議の開催
・市報、FM、新入学児童説明会にて交
通災害共済の加入促進を実施。
・市報やＦＭ、チラシやポスターでの交
通安全対策の啓発や、指導隊による
パトロール、母の会による保育園など
への交通安全啓蒙活動を実施。

・交通安全対策会議については、関係機
関との連絡体制、交通安全遵守などを再
確認することができた。
・交通災害共済は全県的に加入率の減少
が続いており、加入促進の効果はなかな
か得られていないが、制度の運用につい
て見直す機会を設け、各地域課窓口の事
務マニュアルを策定した。（交通事故申請
15件、不慮の事故申請59件）
・防犯に関する安全安心メールを18件配
信した。
・前年と比較し、事故件数・死亡者数・負
傷者数が大幅に減少したが、引き続き交
通事故ゼロを目指して活動を展開してい
く。

重
点
取
組
⑤

地
域
づ
く
り
支
援
課

横手市交流センターY2ぷらざの適
正な管理運営

Ｂ
Ｙ2ぷらざ利用者へのサー
ビス向上とトラブル発生時
の対応の迅速化

過去の利用実績
（Ｈ29年度利用者数　31
万人）

年度末 利用者数　31万人

・にぎわい創出を維持するため、市
民ニーズを把握し、利用者サービス
の質を高め、リピーターを増やしま
す。（よこてイーストとの連携も行う）
・トラブル発生を未然に防ぐため、マ
ニュアルの再確認や状況に応じた
対応の一部見直しを行うなど、体制
の強化を図ります。

・利用者数　15万4千人（Ｈ30年9月
末）
・施設、設備の故障等のトラブルの
際、メーカー廃番などにより、オリジ
ナル状態に戻せない場合は、代替
え措置により、お客様ニーズに応え
ている。

・引き続き、にぎわい創出、利用者
増のためのサービス向上に取り組
む。
・施設、設備のトラブルについては、
オリジナルに復旧できない場合は、
より良い代替え措置により、お客様
ニーズに応えていく。

利用者数　279千人
　　　　　　　（H31年2月末現在）
対前年比　90.2%

・よこてイーストと連携したイベント等
の開催
・利用者からの意見を反映した運営
・不適切利用者への指導による正常
利用化

・前年比90％という結果になった。適切な
利用の促進と迅速な対応、サービス向上
により、利用者増を図っていく。

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標達成の状況【output・input】目標に対する活動（上半期レビュー）目標の内容

まちづくり推進部　地域づくり支援課 組織目標管理シート



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

生
涯
学
習
課

情報の共有と連携 Ｂ

生涯学習課・地域づくり
支援課・スポーツ振興
課・各地域課・各生涯学
習センター・各公民館
（地区交流センター）等、
関係機関における各種
事業等の情報の共有と
連携

各課、関係機関の担
当者における事業等
の情報共有及び連携
不足

年度末

・各地域の生涯学習・地域づ
くり関係者間で、共有フォル
ダ等を活用して他地域の事
業情報を共有する
・職員間による横のつながり
を強化し、協力体制の構築を
図る

・各地域の生涯学習関連情報を
収集、集約し、各関係者等へ情
報を提供（毎月）
・担当者会議の実施（年4回）

・共有フォルダを活用した関係者
間での情報共有を図った。
・生涯学習評価委員などの関係
者へ公民館報などを送付し情報
の提供を行った。
・館長、担当者会議の開催によ
り、情報共有に努めた。

・各種情報提供を継続して行う。
・次年度の各地区の事業実施日
や協力体制についての調整を行
う。

・各地域の生涯学習・地域づくり
担当者間で、他地域の事業情報
の共有を図った。
・館長、担当者会議の開催によ
り、職員間による横のつながりを
強化し、協力体制の構築を図っ
た。

・共有フォルダを活用した関係者
間での情報共有を図った。
・生涯学習評価委員などの関係者
へ公民館報などを送付し情報の提
供を行った。
・館長、担当者会議の開催により、
情報共有と協力体制の構築を図っ
た。

・事業情報の共有により、ニュース
ポーツなどのように全市的な広がりを
見せてきた事業が出てきた。
・事業情報の共有により子ども教室の
体験事業との連携が図りやすくなっ
た。

重
点
取
組
①

生
涯
学
習
課

市民協働による地域づくり拠点
（地区交流センター）の整備

Ａ
地区交流センター化の
推進

・Ｈ30年度から16館で
実施
・未試行（未実施）12
館に対しての組織体
制づくり支援

年度末

・16館の運営について評価、
検証を行い、課題等を次年
度へ反映させる
・地域の将来について検討す
る（地域住民によるワーク
ショップ等の開催）
・地域づくり支援課、各地域
課や地区会議と連携し、未実
施地区に対して組織づくりの
支援と情報提供を行う
・交流センターの情報提供

・職員や自主運営組織等との定
期的な協議の実施
・センター化検討地域局、地域づ
くり支援課、生涯学習課等による
合同会議の実施
・地区会議との連携により地域
住民との関わりを深め理解を得
る
・地域への情報発信と、他地区
への情報提供

・４月に公民館、地区交流セン
ター合同会議を開催した。
・７月から８月にかけて、各地区
交流センターと担当者の協議を
行い、事業の進捗状況や課題等
についての話し合いを行った。
・交流センターの受け皿となる地
域運営組織の形成に向け、ブ
ロックごとのワークショップ開催
の準備を行った。

・下期においても、各地区交流セ
ンターと担当者の協議を行い、
事業の進捗状況や課題等につ
いての話し合いを実施する。
・交流センターの受け皿となる地
域運営組織の形成に向け、ブ
ロックごとのワークショップを開
催する。

・各地区交流センターと担当者
の協議を行い、事業の進捗状況
や課題等についての話し合いを
行い、運営についての評価と検
証を行った。
・３か所で地域の将来について
検討するワークショップを開催し
た。
・４月と３月に公民館、地区交流
センター合同会議を開催し、情
報の共有を図った。

・４月に公民館、地区交流センター
合同会議を開催した。
・７月から８月にかけて、各地区交
流センターと担当者の協議を行
い、事業の進捗状況や課題等につ
いての話し合いを行った。
・交流センターの受け皿となる地域
運営組織の形成に向け、ブロック
ごとのワークショップを開催した。

・センター事業の実施館では、地域づ
くりに関する事業や地域課題の解決
のための事業への取り組みが増加し
た。
・センター事業未実施館については、
ワークショップの開催などにより、事業
の必要性を理解していただき、事業実
施に向けた意欲を高めることができ
た。

重
点
取
組
②

生
涯
学
習
課

学校支援活動の推進 Ｂ 学校支援活動の拡大
H29年度は3地区に地
域コーディネーターを
配置

年度末

・5地区に拡大
・継続実施3地区について
は、地域との連携・協働を図
る

・新たに2地区へコーディネー
ターを配置
・地区交流センターや公民館と
連携しての新規ボランティアの
発掘
・継続3地区について、学校と地
域が連携・協働できる活動の模
索、調整
・学校、コーディネーター、地区
交流センター、公民館などとの
定期的な打合せの実施
・コーディネーターのスキルアッ
プ

・新たに２地区へコーディネー
ターを配置し５地区に配置した。
・コーディネーターのスキルアッ
プを図るため、各種研修会を受
講していただいた。

・地区交流センターや公民館と
連携して新規ボランティアの発
掘に努める。
・それぞれの地区において、学
校と地域が連携・協働できる活
動の模索や調整に努める。
・学校、コーディネーター、地区
交流センター、公民館などとの
定期的な打合せを実施する。

・地域コーディネーターを５地区
に配置した。
・コーディネーターが派遣した地
域ボランティア数は、２７６名と
なった。
・地域と学校の連携・協働による
事業については、５事業を実施
した。

・地域と一層の連携を図るため、
コーディネーターが各公民館を訪
問し、自分たちの活動のPRや、ボ
ランティアが不足している学校活
動について人材確保の協力依頼
を行った。
・地区交流センター長と共にコー
ディネーターが学校を訪問し、連携
による地域事業実施を呼びかけ
た。
・コーディネーターや学校、地区交
流センターとの打ち合わせを毎月
実施し、またコーディネーター６名
による意見交換会も年２回行い、
現状と課題、対策などを協議した。
・研修に３回参加し、県内各地の
コーディネーター達と意見交換も
行った。

・コーディネーターが調整役となり、地
域と学校の連携・協働を推進すること
ができた。
・新たな地域人材を発掘し、学校活動
を支援したことで、地域で子どもを育
てる意識が一層深まった。
・研修に参加し、各地の事例を知り県
内のコーディネーターらと意見交換す
ることで見聞を広め、スキルアップを
図ることができた。

重
点
取
組
③

生
涯
学
習
課

秋田わくわく未来ゼミの推進 Ａ
秋田わくわく未来ゼミの
拡大

H29年度は市内10か
所で子ども教室を開
催

年度末

・16か所に拡大
・地域人材の活用と異文化交
流、豊かな体験活動により子
どもたちの健全育成を図る

・新規6か所を含むスタッフの確
保
・各教室の活動メニューづくり
・地区交流センター、公民館との
連携

・夏休みの子ども教室について
は、既設10か所、新規5か所の
開設。
・コーディネーターや教育活動推
進員のスキルアップを図るため、
各種研修会を受講。

・冬休みについては、新規地区
を1か所開設16か所で開催す
る。

・夏15教室、冬16教室で開催し
た。
・各教室の体験活動メニューに
ついても、地域独自の活動を取
り入れることができた。

・新規開設の教室において、スタッ
フの確保や事業への理解を求める
のに大変難儀したが、関係者の協
力により無事実施するとともに、関
係を構築することができた。
・研修会（南教育事務所主催）に計
2回43名が参加・受講し、各教室ス
タッフのスキルアップを図ることが
できた。

・参加人数は、夏352名（15か所）、冬
355名（16か所）。
・夏の参加率86.4％、冬の参加率
90.6％、平均参加率88.5％。
・新規教室が多く参加率の低下が心
配されたが、例年を上回る参加率を得
ることができた。

重
点
取
組
④

生
涯
学
習
課

横手市生涯学習推進計画第3次
計画における事業評価への取り
組みの強化

A

事業評価結果を翌年度
以降の事業へ反映させ、
事業品質の向上を目指
す

Ｈ29年度から第3次計
画がスタート

年度末

・生涯学習担当者会議の定
期的な開催による意見収集
と検証作業の実施
・生涯学習推進計画評価委
員会の開催
・事業の実地視察研修の実
施

・担当者会議における意見交換
（年5回）
・評価委員会議（実地研修含）の
開催（年4回）
・事業実績報告による検証
・評価結果の反映（翌年度）

・評価委員会議（４月、６月開催）
を開催し、評価のスケジュール
や評価方法を決定した。
・班編成を行い実地評価（５回）
を行った。
・通年で実施される事業以外
は、４半期程度で取りまとめを行
い評価を行った（４～５月分）。

・１１月には、上期実施事業のう
ち６～９月分の評価を行い、下
期実施事業と通年事業について
は年度までに評価を実施する。
・上期実施事業の評価について
は、翌年度事業に反映できるよ
う事業担当課へ情報の提供を行
う。

・評価委員会議（４・６・１１・３月
開催）を４回開催し、評価のスケ
ジュールや評価方法の決定と評
価を実施した。
・班編成を行い実地評価（９回）
を行った。
・通年で実施される事業以外
は、３回に分けて取りまとめを行
い評価を行った。

・４月と１１月の評価委員会では、
上期実施事業の評価を行い、下期
実施事業と通年事業については３
月に評価を行った。
・評価結果については、翌年度に
反映されるよう事業実施担当課へ
情報提供を行った。

・事業評価の実施により、事業の効果
を改めて検証し、実施事業の見直しに
つながった。
・参加者が固定された講座について
は、自主サークル化へ結びつけるきっ
かけとなった。
・準備及び調整不足により、担当者会
議を開催することができなかった。

まちづくり推進部　生涯学習課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

ス
ポ
ー

ツ
振
興

課 執務室内外の環境美化推進 B

スポーツ振興課に訪れる市
民やお客様が気持ちよく戻
れるように庁舎内外の環境
美化を推進

イベント関係の物品や書
類、ファイリング関連の収
納が未完成な部分が多
い。

年度末
限られた収納スペースに優先順を
つけながら整理整頓し、脱捨離も
行う。

①課みんなで協力して整理整頓を行う
②新しい資料等は決められた収納場
所に保管する
③不要なものは手続きを行って処分を
する
④収納スペース等の定期的な状況確
認

・4月と７月に課職員全員が協力
して定期的な施設内清掃の実施
を行った。
・必要な資料は決められた収納
場所へ保管移動し、不要な書類
等は処分をした。

・10月と2月にも課職員全員によ
る定期的な施設内清掃の実施
予定。
・収納スペースに限りがあるので
定期的な収納状況の確認を行
う。

限られた収納スペースに優先順
をつけながら整理整頓と脱捨離
を定期的に実施することが出来
た。

・4、７、10、12月に課職員全員にて
施設内清掃の実施を行った。
・必要な資料は決められた収納場
所へ保管移動し、不要な書類等は
処分をした。
・収納スペース等の定期的な状況
確認の実施。

・課職員が協力して整理整頓と清掃を
行うことで資料等の収納場所に関する
情報共有化が出来た。
・不要なものを処分し、収納スペース
等の確保が出来た。

重
点
取
組
①

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

運動習慣の定着化による
市民の健康増進支援

A
スポーツによる
市民の健康増進

平成２９年度スポーツ実
態調査の項目中、「市内
の成人が週１回以上ス
ポーツをする人の割合」
は46.4％であった。

年度末
市内の成人が週１回以上スポーツ
をする人の割合が、５０％以上とな
るよう支援する。

①スポーツ施設の定期的な無料開放
の推進
②健康の駅事業との連携
③スポーツクラブ、スポーツ推進委員と
の連携強化
④冬季の運動不足解消を支援
⑤バトミントンなど子供から高齢者が楽
しめるスポーツの紹介

・スポーツ施設の定期的な無料
開放について各地域体育施設
担当と協議をしたが実施まで
至っていない。
・冬季の運動不足解消と雪国文
化を子供たちにふれてもらうた
め赤坂公園スノーパーク（仮）構
想を検討。
・チャレンジデーにて健康の駅事
業と連携しらくらく体操の情報発
信ＰＲの実施。
・スポーツクラブ、スポーツ推進
委員との連携による事業展開
（友好都市スポーツ少年団交
流、グラウンドゴルフ大会など）。

・スポーツ施設のモデル的な無
料開放と、赤坂公園スノーパー
ク（仮）を実施。
・バトミントンアドバイザー（仮）事
業などを活用し、バドミントン普
及活動を行う。

市内の成人が週１回以上スポー
ツをする人の割合が５０％。

※Ｈ30年度調査結果はＨ31年度
に結果報告予定。

・スポーツ施設の定期的な無料開
放については実施には至らなかっ
た。
・冬季の雪国文化を子供たちにふ
れてもらうため赤坂総合公園ス
ノーパークを実施。
・チャレンジデーにて健康の駅事業
と連携しらくらく体操の情報発信Ｐ
Ｒの実施。
・スポーツクラブ、スポーツ推進委
員との連携による事業を展開。

・赤坂総合公園スノーパークでは期間
中（1/19～2/24）に1601名の来場で賑
わった。また、2/16に開催した赤坂総
合フェスタにも123名の来場があった。
・チャレンジデーにて健康の駅事業と
連携しらくらく体操の情報発信ＰＲや、
スポーツクラブ、スポーツ推進委員と
の連携による事業を実施することが出
来た。

重
点
取
組
②

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

ホストタウン事業の推進 B
インドネシア共和国との
ジュニアバドミントン交流

平成29年度は、スポーツ
交流に関する基本合意書
（MOU）に基づき、相手国
にてジュニア交流を実施
した。
以降、継続実施することと
している。

年度末
当市においてインドネシア共和国
バドミントンジュニアチームとの交
流を１回実施する。

①県スポーツ振興課及び県バドミント
ン協会と連携しながら、相手国とのス
ポーツ交流等を行う
②市関係部局と連携し、相手国との経
済交流の可能性を探る

・県スポーツ振興課及び県バドミ
ントン協会と協議し、横手市のホ
ストタウン事業を進めた。
・インドネシア共和国のジャルム
社と現地で打ち合わせをし、今
年度の青少年交流を横手市で
行いたい趣旨を説明した。
・東京のインドネシア共和国大使
館にて公使と面会し、青少年交
流の実現に向けて説明を行っ
た。

・引き続きジャルム社と交渉し、
青少年交流を横手市で行う予
定。また、横手市にジャルム社
職員が訪問した場合は、市関係
部局と連携し経済交流の可能性
についても打ち合わせしていく。

2月の雪まつり時期に横手市に
て横手市・インドネシア共和国バ
ドミントン青少年交流事業をジャ
ルム社ジュニアバドミントンチー
ムを招待し実施した。

2/15～2/21に横手市にてインドネ
シア共和国ジャルム社ジュニアバ
ドミントンチームを招待し、市内の
中学生並びに高校生、企業チーム
との合宿や、教育交流、雪国なら
ではの文化や遊びを体験していた
だいた。

今回、横手市が招待したインドネシア
共和国ジャルム社ジュニアバドミントン
チームからは、来年度に秋田県チー
ムをインドネシア共和国への招待する
ことを約束していただけた。

重
点
取
組
③

ス
ポ
ー

ツ
振
興

課 スポーツ施設の整備修繕・調査
分析

A
スポーツ施設等の予防修
繕を目的に施設状況の把
握と分析

市内スポーツ施設の計画
的な修繕等に関する優先
度などの調査や状況把
握、分析がされていない。

9月末

市内スポーツ施設の整備・修繕に
ついては、ＦＭ計画に基づき実施し
ていくため、調査と分析を実施す
る。

①市内スポーツ施設の建設年度、耐用年
数、状態などを調査しリスト化、図面化
②各施設管理者との協議またはヒアリング
の実施
③市関係部局との計画策定に向けた協議
④調査分析内容についての政策会議等へ
の報告

・各地区体育施設をすべて巡回
し、各担当とのヒアリングや耐用
年数や状態などを調査し台帳化
し、政策会議等への報告を行っ
た。
・廃止すべき施設に関して市関
係部局と協議しした。

・今後も台帳を活用し、廃止や利
活用すべき施設に関して担当と
協議し各施設の安全性を重視し
ていく。

市内スポーツ施設の現況調査と
分析台帳を整備し、政策会議に
て報告。

・各地域にあるスポーツ施設の建
設年度、耐用年数、状態などを調
査と各施設管理者への実態につ
いてヒアリングを実施。
・分析台帳を基に各地域局と検討
会議の開催。

・分析台帳をベースにして、今後の整
備計画等について関係課と協議する
段階になった。

重
点
取
組
④

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

円滑な指定管理者制度移行へ
の支援

B

社会体育施設（横手体育
館、横手武道館）につい
て、横手市体育協会を指定
管理者に指定する

7月1日に横手市体育協
会に社会体育施設（横手
体育館、横手武道館）を
指定するが、市民サービ
スが向上できるように支
援する必要がある。

年度末
指定管理者制度を導入から1年を
目途に市民サービス向上と経費削
減を検証し成果を確認する。

①横手市体育協会と定期的な打ち合
わせの実施
②管理運営に関するノウハウ等につい
ての情報交換を随時実施

・7月1日に横手市体育協会に社
会体育施設（横手体育館、横手
武道館）を指定する前に、適宜
に市体育協会と打ち合わせを実
施した。
・指定管理後も月１回の指定管
理月例報告会を開催し情報交換
を実施している。

引き続き、横手市体育協会と指
定管理月例報告会を開催し情報
交換を実施していく。また、利用
人数や利用料金が増加するよう
に市と協議して様々なＰＲ活動も
実施していく。

7月1日に横手市体育協会に横
手体育館と横手武道館を指定。

・指定管理後、月１回の指定管理
月例報告会を開催し情報交換を実
施。
・随時、備品チェックや修繕の状況
等について横手市体育協会と協議
を行った。

次年度も、横手市体育協会と指定管
理月例報告会を開催しながら、勤務
状況や利用促進等について連携して
推進していく。

まちづくり推進部　スポーツ振興課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

・情報共有と共通認識による伝
建事業の推進

B
・細やかな事業推進体制
の整備

・不定期ではあるが
事業調整会議は行わ
れている
・地域の団体や住民
との協働による事業
推進体制の整備が必
要

・年度末

・関係課との定期的な事業調
整会議が開催されている。
・関係団体や住民など、地域
内の情報共有が図られてい
る。

・工事内容、工程等において、ま
ちなみや来街者に配慮しなが
ら、定期的に調整会議を開催す
る。
・関係団体等への事業説明と意
見交換の場を設ける。

・4月26日（職員2名）、6月22日
（職員2名）増田地区景観まちづ
くり委員会に出席。（関係課：都
市計画課、増田地域課）
・4月24日（職員3名）、6月26日
（職員1名）、7月24日（職員3
名）、8月28日（職員3名）、9月25
日（職員3名）増田地区共同溝及
び水道工事調整会議に出席。
（関係課：都市計画課、水道課、
増田地域課）
・4月11日（職員3名）、7月17日
（職員1名）開催のまちなみ保存
会役員会に出席。
・4月26日（職員3名）開催のまち
なみ保存会総会に出席。

・まちなみ保存会の役員会には
今後も積極的に出席し、保存会
と市で情報の共有を図る。
・今後も共同溝及び水道工事調
整会議への出席を行い情報共
有に努める。

・景観まちづくり委員会に２回出
席
・増田地区共同溝及び水道工事
調整会議に９回出席。
・まちなみ保存会総会及び役員
会に３回出席、研修会にも参加。
・防災施設計画の打ち合わせで
関係機関等（消防・消防団・都市
計画課）との連絡調整を実施。

・景観まちづくり委員会に出席
　４月２６日、６月２２日
・共同溝等調整会議に出席
　４月２４日、６月２６日、７月２４
日、８月２８日、９月２５日、１０月３
１日、１１月２７日、１２月４日、１２
月２７日、２月２６日
・まちなみ保存会総会、役員会等
に出席
　総会　４月２６日、
　役員会　４月１１日、７月１７日、１
１月１５日、　２月７日（防災勉強
会）
　研修会　１０月２９日
　由利本荘市の「大門・本町まちづ
くり委員会」との意見交換会　３月
１０日
・防災施設に関する連絡調整の実
施
　９月１３日

・景観まちづくり委員会や共同溝等調
整会議では、関係各課と連携を図り、
施工者とも情報を共有することで、工
事の進捗状況等の情報共有を図るこ
とができた。
・まちなみ保存会との連絡調整をス
ムーズに行うことができた。
・保存会の役員の方々の防災意識が
高まり、防災勉強会の開催につながっ
た。
・今後保存会の役員と連携し、会員へ
の防災意識の啓蒙や防災部会の活
動の推進を図る。
・防災事業の推進にあたり、防災施設
の現場立合いを関係機関（消防・消防
団・都市計画課等）と行い、情報の共
有を図ることができた。

重
点
取
組
①

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

・増田重伝建地区の基盤整備事
業の推進

A
・建造物及び工作物の修
理修景
・防災施設等の整備

・21件（修理14、修景
7）実施済み
・重伝建地区防災計
画策定済み

・年度末

・修理事業３件を実施する。
・易操作性消火栓４基、
　耐震型防火水槽２基、
　地上式消火栓３基
　を新設する。

・所有者、設計者、施工者と定期
的に打ち合わせを行い、意思疎
通を図りながら実施する。
・水道課、建設課、増田地域課
等関係部署と連携し、事業を進
める。
・適宜、文化庁の指導を仰ぐ。

・修理事業3件について、2件は
着工済だが、1件は建造物の種
別変更の手続きに時間を要し、
着工が遅れている。
・耐震型防火水槽2基について
は、6月27日に契約審査会で審
議を受け、7月23日に請負契約
済。平成30年10月31日竣工予
定。
・易操作性消火栓4基と地上式
消火栓3基については共同溝工
事との調整に時間を要し、発注
は11月の予定。

・修理事業については、工事管
理を行う設計業者だけでなく、建
造物所有者、施工者も交えて打
ち合わせを行ないながら、遅延
なく事業を進める。
・易操作性消火栓、地上式消火
栓設置に関し、工事着工前にま
ちなみ保存会の役員等に説明を
行い協力を仰ぐとともに、早期の
完成を目指す。

・修理事業３件
　１件は１２月に事業完了。２件
は１月末に事業完了。
・修景事業１件
　２月末に事業完了。
・防災事業
　耐震型防火水槽２基は完成。
　易操作性消火栓４基、地上式
消火栓３基は３月２２日に事業完
了。
　易操作性消火栓の木枠３基も
３月２２日に事業完了。

・修理事業については、工事管理
を行う設計業者だけでなく、建造物
所有者、施工者も交えて打ち合わ
せを行った。
・設計業者、施工者等との現場打
ち合わせを８回実施。
　１１月５日、１１月１９日、１１月２６
日、１１月２７日、１２月６日、１２月
１４日、１２月２７日、１月１５日
・易操作性消火栓、地上式消火栓
設置に関し、工事着工前にまちな
み保存会の役員等に説明を行い
協力を仰いだ。

・修理修景事業
　まちなみ景観の魅力向上が図られ
た。
・防災事業
　消火機能の強化に繋がった。

重
点
取
組
②

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

・全国伝統的建造物群保存地区
協議会総会・研修会横手市大会
開催に向けた準備の推進

A
・横手市大会実施要項
決定

・歴史まちづくり課、
増田まちなみ保存会
による準備会が開催
され、大まかな日程
及び内容について協
議済み
・実行委員会設立済
み

・年度末
・横手市大会実施要項の決
定と実行体制を整備する。

・今年開催される大分県日田市
大会を視察する。
・まちなみ保存会や婦人会など
の住民団体と市関係部局で組織
するおもてなし部会、視察研修
部会を開催する。
・実行委員会を開催し、実施要
項について決定する。

・4月4日に第１回実行委員会を
開催。規約等を決定。（16名出
席）
・5月22日に第1回合同部会を開
催。（21名出席）
・5月29日～6月1日第40回全国
伝建協総会研修会日田市大会
に参加（一般7名、市役所5名参
加）。
・7月13日に第2回合同部会を開
催。（22名出席）
・8月22日に第3回視察研修部会
を開催。実際の視察コースを部
会員で回る。
・9月19日に第4回視察研修部会
を開催。視察コースの最終確認
と分科会の開催場所について協
議。

・全国伝統的建造物群保存地区
協議会事務局（岐阜県高山市）
との連絡を密にし、横手市大会
の体制を盤石なものにする。（※
全体的な日程、開催の内容、開
催場所等。必要により現地での
打合せも行う。）
・11月の全国伝建協協議会役員
会において開催日程が決定とな
るため、日程決定後に実施要項
(案）を実行委員会に提案する。
・11月までに各部会で基本事項
を決定し、実行委員会に図る。
・大分県日田市（Ｈ30年度開催
市）の収支決算の確定時期にあ
わせ事務引継を行い、横手市大
会に反映させる。

・実行委員会や部会を開催する
とともに、伝建協事務局である高
山市との連絡調整を行い、開催
要項を発送した。

・実行委員会の開催
　４月４日、１１月２８日
・視察研修部会の開催
　５月２２日、７月１３日、８月２２
日、９月１９日、１０月２３日、１１月
２１日、１２月１９日、３月２０日
・おもてなし部会の開催
　５月２２日、７月１３日、１１月１５
日、３月１８日
・前年度開催地との引継ぎ
　１月１０日、日田市との引継ぎを
実施。

・伝建協総会の参加者募集までは完
了したので、今後は受け入れる地元
の態勢整備を行う。

重
点
取
組
③

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

・建築基準法緩和条例の制定 A
・建築基準法緩和条例
の制定

・国土交通省東北地
方整備局と事前協議
済み

・年度末
・修理事業を推進するため、
建築基準法緩和条例を制定
する。

・建築住宅課の指導を得なが
ら、国土交通省東北地方整備局
と協議を行い、年内に大臣承認
を得る。
・条例案を3月議会に上程する。

・5月24日市建築住宅課（特定行
政庁）と第1回目協議を行った。
・5月28日建築基準法緩和条例
の制定に向け文化財保護課と協
議。
・7月3日開催の市伝建審議会に
緩和条例の進捗を報告。
・7月18日に歴史まちづくり課と
文化財保護課で協議を行う。
・8月3日市建築住宅課（特定行
政庁）と第2回目協議を行った。
・8月6日に東北地方整備局と第
1回目の協議を行った。
・9月12日に建築基準法緩和に
関するまちなみ調査を文化財保
護課と実施。
・9月18日県建築住宅課と第１回
目の協議を行った。
・9月27日に市建築住宅課（特定
行政庁）と第3回目の協議を行っ
た。

・建築基準法の改正があり、詳
細が平成31年4月頃でなければ
わからない改正項目もあるた
め、関係機関との協議を行いな
がら、緩和に対する準備を進め
ていく。なお、国や県との協議の
中で、当初に予定していた条例
案の3月議会上程が困難と考え
られるため、スケジュールの見
直しを行う。
・10月4日に道路管理者（県）と
の協議を行う予定。
・10月18日に東北地方整備局と
の第2回目の協議を行う予定。
今後も継続的に行う。
・特定行政庁（市建築住宅課）と
の協議を行う。

・１２月２１日に開催した伝建審
議会の意見を受けて、再検討を
行っている。

・特定行政庁（市建築住宅課）との
協議
　５月２４日、８月３日、９月２７日、
２月１４日
・秋田県建築住宅課との協議
　９月１８日
・東北地方整備局との協議
　８月６日、１０月１８日

・３月議会への条例案提出を目標とし
ていたが、建築基準法の改正（平成３
１年６月）との関係から、整合性を持た
せるため提出しなかった。
・伝建審議会から、伝建地区内での緩
和条例の在り方を再考するよう意見
が出された。

まちづくり推進部　歴史まちづくり課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

まちづくり推進部　歴史まちづくり課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】

重
点
取
組
④

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

・横手市歴史的風致維持向上計
画の策定

A
・横手市歴史的風致維
持向上計画

・三省庁協議を8回実
施済み
・庁内コア会議（課長
会議6回、担当者会
議9回）実施済み
・法定協議会1回開催
済み

年度末

・横手市歴史的風致維持向
上計画の認定を目指す。
・認定記念シンポジウムを開
催する

・三省庁協議及びコア会議を継
続して実施し、関連部局等との
調整を行いながら認定を目指
す。
・法定協議会を開催し計画内容
の調整を行う。
・歴史的風致の維持向上に向
け、計画に位置付けた事業実施
について関係部局との協議を行
う。
・シンポジウムを開催する。

・4月12日、6月3日法定協議会を
開催
・4月23日3省庁協議を実施
・4月4日関係課長及び担当者会
議を開催
・歴まち計画のパブコメを、4月末
から1カ月間実施し、6月25日に
国へ申請、7月11日に認定を受
けた。
・8月24日事業実施関係部署と
の協議を実施

・新規事業や事業の進捗につい
て、課長及び担当者会議（コア
会議）を開催し、関係部局との調
整を行う。
・事業進捗に係る法定協議会を
開催し、評価を行う。
・認定記念シンポジウムの開催

・計画の三省庁からの認定　7月
１１日。
・７月１１日に３省合同の認定書
を受領した。
・３月２日には、認定を記念した
シンポジウムを開催した。

・三省庁協議の実施　4月23日
・法定協議会の開催
　４月１２日、６月３日、３月２日
・関係部署との協議
　４月４日、８月２４日、１１月７日、
２月１９日
・歴史まちづくりに関する講演依頼
への講師派遣　　３回

・歴まち計画の認定により、歴史まち
づくりの第１歩を踏み出した。今後は、
計画に掲載されている各種事業の計
画的な実施に向けて、関係部署との
関係を強化していく。

重
点
取
組
⑤

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

・横手市歴史文化基本構想の策
定

A
横手市歴史文化基本構
想の策定

・歴史文化基本構想
策定作業スケジュー
ル
【H30年度】事前把握
【H30～31年度】調査
事業
【H30～32年度】構想
の策定（随時、策定
委員会開催）、シンポ
ジウム等の開催
【H32年度】情報発信

・年度末

歴史文化基本構想の策定に
向けた基礎調査の完了
・既存調査データの把握
・基礎データの調査結果によ
る不足分の悉皆調査を実施
・策定委員会の開催、庁内検
討会の開催
・住民への周知を行う。

・各市町村史、国・県や民間団体
の調査報告書などの調査データ
等の把握や分析を行う。
・悉皆調査（十文字、平鹿地域）
・まちあるきワークショップ（平
鹿、雄物川、大森、十文字、山
内、大雄）を開催する。
・横手市歴史文化基本構想策定
委員会を設置する。
・悉皆調査などで得られた成果
について、地域住民を対象に中
間報告会を開催する。

・歴史文化基本構想の策定に係
る策定委員会を設置し、6月3日
に1回目の策定委員会を開催
・6月4日、9月26日策定委員会調
査部会を開催
・事前把握として市内各地域の
市町村史の基礎データをリスト
化した。
・基礎データの不足部分につい
ての悉皆調査を委託した。
・まちあるきワークショップを3会
場で述べ9回開催し、住民が大
切にする文化資産を調査した。

・策定委員会を2回、調査部会を
1回する他、関連課による庁内検
討会により、構想の策定、活用
について検討する。
・引き続き調査データのリスト
化、悉皆調査を行う。
・まちあるきワークショップで得ら
れた資産を図及びリスト化する。
・Ｈ30年度中に得られた成果を
報告する中間報告会を開催

・歴史文化基本構想の策定に向
けた基礎調査（事前把握）を完
了し、悉皆調査及び取りまとめを
実施した。
・悉皆調査
　湧水地点７０か所、河港跡地２
０か所の調査を実施。
・まちあるきワークショップ
　市内６地域、２２地区のワーク
ショップを実施。
・総合把握
　上記の調査を踏まえ、これまで
の市の調査で得たデータも取り
まとめながら、およそ2,700件の
歴史素材を把握。
・平成３０年度の成果を報告する
中間報告会を３月２日に開催し
た。

・策定委員会の開催
　６月３日、１０月３０日、３月２日
・調査部会の開催
　６月４日、９月２６日

・まちあるきワークショップにより、地区
のキャッチフレーズが考案され、地域
住民が持っている地区のイメージを把
握することが出来た。
・中間報告会の開催により、250名の
参加があった。
・来年度も開催し、歴史素材の把握に
努める。



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

増

田

ま

ん

が

美

術

館

事

業

室

気持ちよく働ける職場環境 Ｂ
職員の姿勢と職場の居
心地

特別意識していない 年度末 情（心の交流）の通った職場

・気兼ねなく、それぞれの抱える
業務課題を相談できる
・プライベートなことでも話題にで
きる

・来年度の増田まんが美術館開
館準備のため、業務は煩雑に
なっているが、よりオープンな会
話を通してより仕事がしやすい
環境になっている。

・準備も最終段階を迎えるが、多
忙な時こそ思いやりの心を大切
に業務にあたる。

・意見を出し合い、様々な考えを
認め合える。

・毎朝、職員個々のスケジュール
や協力体制を確認しあった。

・年度末は個々の業務に追われ、全
員で共有できない部分が増えた。進
捗が鈍ったことは反省しなければなら
ない。

重
点
取
組
①

増

田

ま

ん

が

美

術

館

事

業

室

あきた未来づくり協働プログラム
横手市プロジェクト関連事業の
推進と実施

Ｂ
・横手市プロジェクトの推
進と大規模改修工事

・平成27年度策定の
横手市プロジェクトと
大規模改修工事を継
続

年度末

・横手市プロジェクト構想実
現に向け推進会議を開催す
る
・年内に全ての工事を完了す
る

・横手市プロジェクト推進会議を
開催し、ソフト事業を中心に取組
について協議を行う
・外構外装等工事の発注

・外構外装工事を発注した。
・平成29年度から展示工事を継
続している。

・横手市プロジェクト推進会議を
開催し、リニューアルオープンの
概要や新年度予算について説
明する。
・外構外装工事、展示工事を完
了する。

・11月末ですべての請負工事を
完了した。
・横手市プロジェクトの推進。

・予定どおり全ての工事を終えた。
・横手市プロジェクトアドバイザー
検討会を開催した。

・請負工事の完了に伴い、内部の展
示作業や企画展の構築などに着手。
・横手市プロジェクトの進捗状況を説
明し、アドバイザーから助言や指導を
いただいた。

重
点
取
組
②

増
田
ま
ん
が
美
術
館
事
業
室

魅力あるまんが美術館の実現と
ＰＲ戦略の策定

Ａ

・マンガ活用実施計画
・原画収蔵の増加
・移動企画展の開催
・ＰＲ戦略の策定と事業
実施

・平成29年度末の原
画収蔵累計167,761
点
・デジタルアーカイブ
累計49,847点

年度末

・平成30年度原画収蔵20,000
点、デジタルアーカイブ
15,000点
・増田の町並みや県外でのＰ
Ｒを兼ねた移動特別企画展
等の開催
・ＰＲ戦略に基づき事業実施

・マンガ活用実施計画の策定
・大部数収蔵漫画家との収蔵交
渉
・増田まんが美術財団と連携し
た事業推進
・プロデューサーへのＰＲ戦略策
定委託

・増田まんが美術館収蔵原画
アーカイブ化及び原画収蔵業務
を委託した。
・増田の町並みで「安齋肇の世
界展」を開催した。
・マンガ活用事業実行委員会を
立ち上げ仙台市でＰＲ企画展を
開催した。
・横手市マンガ活用アドバイザー
に京都精華大の吉村副学長と
バリュークリエーターの佐藤真一
氏を委嘱し、打合せをしている。

・増田まんが美術館収蔵原画
アーカイブ化を行う。
・ＰＲ戦略の策定をうけ、マンガ
活用実施計画を策定する。
・マンガ活用事業実行委員会主
催で、東京でのＰＲイベントを開
催する。
・作家交渉と大部数収蔵を行う。

・故土山しげる氏の原画約
35,000点を収蔵。
・10.17～11.14横手城でＰＲ展示
を開催した。
・12.28～12.30東京タワーかまく
らイベントで原画の展示とＰＲを
行った。
・2.9～2.11大曲イオンを会場に
漫画家を招聘しＰＲイベントを開
催した。
・3.22渋谷でプレス発表、ﾄｰｸｲﾍﾞ
ﾝﾄを開催した。

・漫画家ご遺族との収蔵交渉。
・関係課との連携。
・台湾旅行ｴｰｼﾞｪﾝﾄ商談会や函館
での秋田県観光ＰＲ横手ブースへ
の出展
・まんが美術館でのアーカイブ作
業再開

・原画収蔵累計200,000点を超えた。
・原画の収蔵累計が・まだまだ足りな
いが、まんが美術館が認知されてきて
いる。横手市内の盛り上がりに力を注
ぐ必要がある。
・大曲イオンや東京タワーなどでのお
客さんの反応が良かった。

重
点
取
組
③

増

田

ま

ん

が

美

術

館

事

業

室

増田まんが美術館のリニューア
ルオープン

Ａ
・工事完了後の増田まん
が美術館

・工事の継続により休
館中

年度末
・工事完了後、年度末まで建
物内の展示構築を行いリ
ニューアルオープンに備える

・増田まんが美術財団の体制確
立
・増田まんが美術館事業室と増
田まんが美術財団の連携強化

・増田まんが美術財団にリ
ニューアルオープン準備補助金
を交付した。（財団では研究員の
雇用等準備を進めている）
・増田まんが美術財団職員との
合同ミーティングを開催した。

・増田まんが美術財団と協力し
て館内の詳細構築作業を行う。
・増田まんが美術財団の体制確
立への協力。

・増田まんが美術財団での職員
雇用や開館に向けた体制が整っ
た。

・細部に渡って増田まんが美術財
団と協議を重ねた。
・増田まんが美術財団の職員が類
似施設で研修を受けた。

・体制の整った増田まんが美術財団と
協力して、館内の構築作業や運営協
議などが順調に進んだ。

組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容

　まちづくり推進部　増田まんが美術館事業室　

目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

横
手
地
域
課

職場環境と業務効率の向上 Ａ

執務室内に置いてある
簿冊の使用頻度を確認
し、定期的に使用しない
簿冊の保管場所を変更
する

定期的に使用する簿
冊とそうでないものが
同じスペースに置か
れている

年度末

○執務室内で占有している
簿冊置き場のスペースを現
在よりも縮小し、現況簿冊数
２０％削減（移動）を目指す。

○簿冊置き場の占有面積の
縮小により、簿冊を探す作業
が減少することで職場環境と
業務効率の向上を図る。

○各係で使用している簿冊数を
洗い出し、すべてに複数のシー
ルを張り付け、1度使用したら1
枚シールをはがすようにする。

○この作業を計画的に実施する
ことで各簿冊の使用頻度が見え
てくる。

○簿冊の背表紙に斜めラインを
記入し整列を向上させる。

○各係で使用している簿冊に複
数のシールを貼り、1度使用した
ら1枚シールを剥がす取組みを
実施。

○簿冊の背表紙に斜めラインを
記入。整列の向上をラインで促
進する取組みを実施。

○取組みから3か月以上触れて
いない簿冊の移動。

○上半期の取組みで簿冊が整
然と並ぶようになるが、まれに正
規の位置に収められない場面が
ある。更なる工夫を盛り込む必
要がある。

○執務室内で占有している簿冊
置き場のスペース面積
20,960㎝2に対して
削減面積5,712㎝2
→27.2％削減
目標を達成した。

〇公用車運行日誌等が整然と
整理されている。

○各係で使用している簿冊に複数
のシールを貼り、1度使用したら1
枚シールを剥がす取組みを実施。

○簿冊の背表紙に斜めラインを記
入。整列の向上をラインで促進す
る取組みを実施。

〇簿冊置き場の占有面積の縮小によ
り、簿冊を探す作業が減少することで
職場環境と業務効率が向上した。

〇簿冊が整然と正規の位置に置かれ
ることにより、煩雑さが解消されて使
いやすさが向上した。

重
点
取
組
①

横
手
地
域
課

正確で迅速なお客様対応と誘導
の実現

Ａ

条里南庁舎に入っている
農業委員会や教育委員
会を訪問した市民の方を
効率よく丁寧にご案内す
る

口頭での案内が殆ど
であり、経験年数や
職員個人により説明
の仕方に若干の差異
がある。

年度末

どの職員が対応しても正確で
分かりやすい案内を実現し、
もって接客態度を高めて市民
満足度の向上を図る。

○これまで以上に言葉遣いや身だ
しなみに気を付け、進んで来庁した
お客様に声をかける。

○目的の部局までの誘導ラインを
壁・床等に表示する。

○簡易的なアンケート用紙と回収箱
を設置しお客様の満足度を確認す
る。

○月に数回、係員同士による身
だしなみチェックを実施するほ
か、接遇に関するテーマでミー
ティングを実施。

○目的の部局までの誘導ライン
を床等に表示。正面玄関の案内
パネルを更新。さらに誘導ライン
上に目的の部局を表示する。

○簡易的なアンケート用紙と回
収箱を設置。住民票等申請に来
られたお客様にお待ち頂く時間
を利用してアンケートの記入を
促す取組みを実施。

○接遇については現状の取組
みを継続し、更に精度を高めて
いく。

○様々なお客様がお出でになる
ので、より丁寧にわかりやすいご
案内を心がける。

○アンケート回答200件を目指す
→H29.10～H30.3来客実績408
件。今年度下半期見込みを400
件とし、およそ半数の来庁者に
回答して頂けるよう努力する。

〇お客様に対する丁寧な言葉遣
いはもちろん、清潔感のある身
だしなみを継続している。

〇正面玄関の案内表示板の文
字を大きく見やすいレイアウトに
更新。

〇正面玄関から3色のラインテー
プを床面に使用して各部署への
誘導を図った。

〇簡易アンケートを実施し36枚
の回答を得る。→目標達成でき
ず。

〇係員同士による身だしなみ
チェックを実施。常に市民に見られ
ているという意識の醸成を図る。

〇専門業者の意見を踏まえ、より
わかりよい表示方法を検討。最低
限の予算で最大限の効果を求め
る。

〇窓口に簡易的なアンケート用紙
と回収箱を設置。住民票等申請に
来られたお客様にお待ち頂く時間
を利用してアンケートの記入を促
す取組みを実施。

〇回収した３６枚のうち「大変わかりや
すかった」「わかりやすかった」との回
答が２３枚あったことから、庁舎を訪れ
た６割以上の方が誘導ラインを高く評
価して下さった。

〇職員の対応についても「大変良かっ
た」「良かった」と答えた方が30名お
り、全体の83％を占めた。

〇回答200件は目標を高く設定しすぎ
た。併せてもっと積極的にアンケートを
促せば良かった。

重
点
取
組
②

横
手
地
域
課

新規町内会向け補助金の周知・
利用を推進します。

Ａ

横手市地域づくり活動補
助金・町内会等活動補
助金・町内会等整備補
助金・集会施設整備費
補助金を横手地域各町
内会の利活用推進

本年度よりの事業であ
り4/1からの周知を行っ
たもので、各町内会に
周知を行うとともに町内
会の利用を推し進め
る。

年度末
横手地域全２３０町内会のうち
1/4～1/3の利活用がなされるよ
う推進する。

・地区会議で町内会長を中心とした
住民への説明会の実施。

・各公民館報を活用し住民への周
知。

・補助金の利用状況の周知により利
活用の理解を深める。

・5/8～6/21の期間で横手地域９
地区会議で補助金説明会を実
施。

・6～8月発行の各公民館報を活
用して住民への周知を図った。

10月時点での実績（申請数）
町内会活等動補助金
17件
地域づくり活動補助金
40件
町内会等備品整備補助金
6件
集会施設整備費補助金
11件
計　　74件（15,641,140円）

※申請に至っていない相談
2件

・今年度の目標とする件数に達
しているが申請期間及びイベン
ト開催時期を考慮すると今後の
伸びは期待できるものではな
い。
・新年度になってからの説明会
であったため、利用者も苦慮な
さっているようであり、来年度の
利活用増に向けた説明会を再
度、年明けに開催したい。

10月時点での実績（申請数）
町内会活動等補助金　　　17件
地域づくり活動補助金　　40件
町内会等備品整備補助金　8件
集会施設整備費補助金　 12件
計　　77件（15,995,249円）

・横手地域全９地区会議で説明を
行った。
町内会長（代表）を中心とした住民
への説明会の実施。

・地区会議「での説明終了後であ
る６月以降の各公民館報に補助金
情報の掲載をし住民への周知。

・当課では町内会活動等補助金の
受理を行うが、他の補助金につい
ても説明を行った。

・横手地域全２３０町内会のうち1/4
（57件）～1/3（77件）の目標は達成さ
れた。

・今年度は平成30年3月議会終了後
の住民説明であったため、住民側でも
町内会総会などが終了しているなど、
多くのハードルがある中でも目標が達
成できた。31年度についても補助金が
概ね同様となることが予想され、31年
度の活用についても促している状況で
ある。

重
点
取
組
③

横
手
地
域
課

道路・公園施設等の適切で事故
ゼロの維持管理を遂行します。

Ａ

①
道路の適切な維持管理

②
公園施設・街路樹の適
切な維持管理

①
・H29道路瑕疵事故件
数
　　12件
・H29除雪作業事故件
数
　　 0 件
・H29除雪作業への要
望、苦情件数　990件

②
・H29公園内施設利用
による事故件数
　　 0 件
・H29公園維持管理作
業事故件数
　　 3 件

年度末

①
・道路管理瑕疵事故の減少と、
除雪作業事故ゼロを目指す。
・要望、苦情に対しては、出来る
だけ発信者と現地で立合い詳細
の把握に努め、的確な対応を行
う。

②
安全確保のため修繕箇所の早
期発見、維持管理作業時の安
全確認の徹底により事故ゼロを
目指す。

①
・週2回、3班体制で道路パトロール
を実施し不備箇所の早期発見に努
め、速やかに修繕を行う。
・毎月初めにグループウェア（全庁
掲示板）に道路不備箇所について
情報提供のお願いを掲載し、不備
箇所の早期発見に努め、速やかに
修繕を行う。
・直営班毎に作業前の危険予知、
安全・点検確認活動の周知徹底を
行う。
・パンク事故が多発する融雪期に
は、除雪委託業者と連携しポット
ホールの早期発見に努め、速やか
に修繕を行う。
②
・遊具等の安全点検パトロールを定
期的に実施し、迅速・的確な措置を
行う。
・週2回の作業者との作業前ミーティ
ングを必須とし、日常作業において
の安全意識を高める。
・チェーンソー及び草刈講習会未受
講の作業員について受講を義務と
する。

①
週2回のパトロール強化と全庁
掲示板への情報提供願いの掲
載等を行い、不備箇所の早期発
見・修繕実施に努めたが、5月に
車両パンク事故1件と9月にマン
ホール損傷による人身事故1件
が発生した。

②
公園の施設利用による事故は無
かった。また、公園管理作業に
関する事故もゼロであった。

①
引き続き可能な限りパトロールを
強化し、情報提供願いの掲載を
継続しながら不備箇所の早期発
見・迅速対応に努める。

②
安全点検パトロールを継続実施
して公園内の事故防止に努め
る。
作業前のミーティング（危険・注
意事案の相互確認等）の徹底
と、作成した草刈作業について
の安全作業マニュアルに沿って
作業実施することで事故ゼロの
継続に努める。

①
・H30道路瑕疵事故件数
　　2件
・H30除雪作業事故件数
　　 1 件
・H30除雪作業への要望、苦情
件数
     520件

②
・H30公園内施設利用による事
故件数
　　 0 件
・H30公園維持管理作業事故件
数
　　 0 件

①
・週2回、3班体制で道路パトロール
を実施し不備箇所の早期発見に努
め、速やかに修繕を行った。
・穴ぼこが多発するタイミングに合
わせグループウェア（全庁掲示板）
に道路不備箇所について情報提
供のお願いを掲載し、職員から提
供があった個所について確認し、
対応した。
・建設課が穴ぼこ情報提供に関し
て市報掲載、またインターネットに
よる穴ぼこ情報提供依頼を行い、
寄せられた個所について確認し、
対応した。

②
・チェーンソー及び草刈講習会未
受講の作業員について可能な限り
受講させ、改めて安全作業につい
て意識付けをさせた。
・毎日行っている作業前後ミーティ
ングに担当職員が適宜出席し、作
業方法について意識共有をした。
・安全点検パトロールを実施し、不
備箇所の発見に努めた。

①
・前年度より道路瑕疵事故件数が減
少した。
・除雪作業事故が1件発生した。安全
確認を徹底し、改めて作業事故の減
少を目指す。

②
・公園作業事故がなく、「安心して使え
る公園」を提供することができた。

目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】

まちづくり推進部　横手地域課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

増
田
地
域
課

分かり易く、親切丁寧な窓口対
応

B
来庁者にとって、機能的
で親しみのもてる市役所

執務スペースが２階
にあり、対応窓口や
職員が見えにくい。

年度末

・行政サービスを受ける際の
安心できる効率的な動線を
確保、案内する。
・関係各課と情報共有し、親
切な庁舎案内をする。

・来庁者へ積極的なあいさつと
声掛けを行う。
・担当不在時の対応について、
報・連・相を徹底する。
・１階に分かり易い案内表示を設
ける。（イベント、会議等）

・来庁者への声掛け、案内を積
極的に行った。
・不在時の対応や連絡について
はメモ等紙に残して伝達すること
を心掛けた。
・トイレの表示案内を改良し、迷
わない動線づくりに配慮した。

・来庁者への声掛けを継続し、
気持ちよく行政サービスを享受
できる環境をつくる。
・随時来庁者の動線や要望に配
慮し、案内・掲示方法の見直しを
行う。

1階みんなのトイレ：ベビーキー
プ、おむつ交換台
2階男女トイレ：ベビーキープ
相談室：休憩・授乳室機能付加
上記にかかる表示を設置した。

・庁舎改修後のトイレ等に新たな表
示を設置した。
・朝の打合せによる情報共有、伝
達を確実に行った。
・来庁者への声掛けを励行した。

 ベビーキープ設置などを表示したこと
により、乳幼児を伴って庁舎に訪れる
方の便宜を図ることができた。
 来庁者への声掛け、係内の情報共有
により、来庁者への対応が円滑に行
われた。

重
点
取
組
①

増
田
地
域
課

FM計画に基づく施設の適正配
置の推進

B
FM計画登載内容の着実
な遂行と、適時適正な
ローリング

市の施設を自治会の
集落会館又は物置と
して使用しているが、
老朽化により支障を
きたしている実態が
ある。

年度末

使用実態に即し、施設が適
正に配置、管理運営されてい
る。

譲渡・廃止の決定　４施設
地縁団体認可　３自治会

5月以降　随時
・自治会の意向確認（譲渡）
・地縁団体認可申請の支援
・施設修繕要望等の取りまとめ
9月
・平成31年度予算要求

・自治会館譲渡（地縁団体認可
含む）完了：１施設
・意向確認済み：要譲渡１施設
　※Ｈ31年度施設修繕（純単独
工事）予算要求
・意向検討中：２施設

・Ｈ31譲渡予定施設の集落説明
会（11月）、準備事務を実施す
る。
・地縁団体認可に向け支援す
る。
・譲渡検討自治会へ、引き続き
助言や支援をする。

平成31年度に吉野会館の改修
工事実施及び自治会への譲渡
が確定した。

・自治会役員及び地域住民への説
明会を実施した。
（11/20,12/7,3/3）
・地縁団体認可にかかる準備事務
を支援した。

　新年度予算に吉野会館改修工事費
を計上し、会館譲渡に係る吉野自治
会地縁団体認可準備も完了した。
　来年度実施の会館改修工事により
集会施設の長寿命化が図られ、活発
な自治会活動が期待できる。

重
点
取
組
②

増
田
地
域
課

地域住民に親しまれる増田庁舎の
利活用

Ａ
増田庁舎の有効利活用
と地域の活性化

・厨房、貸事務所の入
居がなく、庁舎の十分
な活用ができていない。
・フリースペース機能は
定着し、利用者が増加
し庁舎に活気が生まれ
ている。

年度末

１階の各スペースが有効活
用され、地域住民に親しま
れ、世代を超えた交流と活気
がある庁舎となる。

利活用方針の検討・決定
・総務省との調整
・商工会等企業関係者、地域活動
団体、福祉法人等への要望調査と
総括
・利用方針の決定と庁内合意に向
けた協議

・住民主体の打合せ、イベント、
展示等へのフリースペース貸し
出しにより、庁舎を有効利用して
いる。
・小中学生、親の送迎を待つ高
校生などのフリースペース利用
が、地域の安全確保につながっ
ている。

・総務省から回答を得られない
状況であり、今後の利用検討が
進んでいない。
・機構改革を見据えた、施設利
用の方向性を引き続き検討す
る。

・総務省から、リノベーション工
事にかかる国庫金（委託料）の
返還が生じないことを確認した。
（H31.11）
・担当レベルの庁舎利用案をま
とめた。

・随時、総務省との協議を実施し
た。
・他庁舎（平鹿庁舎、Y²プラザ等）、
他機関の利用状況について情報
収集した。

　課内の利用方針（案）をまとめたが、
関係部署との調整が未了のため、市
としての方針を確定し、実際に利用す
るまでは至らなかった。
　組織再編をも考慮して平成31年度
中に利用の具体化を目指す。

重
点
取
組
③

増
田
地
域
課

施設の適正管理 Ａ 改修計画の作成

・体育施設(体育館、
野球場、スキー場、
ニュースポーツ広
場)・3地区交流セン
ター(亀田、西成瀬、
狙半内)の改修計画
作成

年度末

・各施設毎の年度別改修計
画の作成
・財政課等関係機関との情報
共有

・各施設の改修箇所の洗い出し
・優先順位の確定
・財政課等関係機関との協議

・各施設の改修箇所洗い出しと
見積徴取を行っている。

・各施設の見積額を取りまとめ
し、優先順位を確定する。
・財政課との協議を行う。

・各施設の洗い出しと見積もり徴
取を行った。
・担当レベルでの優先順位を付
けた一覧表の作成を行った。

・参考見積を関係業者に依頼。
・施設の担当者等と協議をし、優先
順位を付けた。

　担当レベルでの改修計画（案）まで
は出来たが、関係部署との連絡調整
ができなかったため、改修計画の作成
までには至らなかった。

重
点
取
組
④

増
田
地
域
課

4地区交流センターの組織体制
の強化

Ａ
4地区交流交流センター
の課題の洗い出しと情
報提供

今までの地域セン
ター事業は、イベント
型が多かったが交流
センター化に伴い地
域課題の洗い出しと
解決のための組織の
見直し

年度末

・イベント事業の見直し
・地域課題の洗い出し
・今後、地域課題を地域で解
決できる体制を確立していく

・4センター情報交換会開催
　　　　年2回開催
・センター便りの発行
　　　　年4回発行

・7/13に第1回合同連絡会を開
催した。
・各地区交流センターの運営組
織に地区会議部門を設置した。
・センター便りを2か月に1回の
ペースで発行している。

・第2回目の合同連絡会を2月に
開催する。
・地区会議部門の中で地域課題
の洗い出しをするための会議を
開催する。

・事業の内容を検討し、実施し
た。
・地域課題解決のための組織を
立ち上げた。

・地域課題解決につながるイベント
を実施した。
・地域課題等について、アンケート
を実施した。

　それぞれ、地域のイベントを通して
問題点(後継者不足、地域防災等)に
ついて改めて再考する機会となった。

重
点
取
組
⑤

増
田
地
域
課

一社）増田町観光協会との連携
強化

B
指定管理施設や各種行
事の運営の役割分担の
明確化

協会事務局と地域課
担当部署との役割分
担や協力体制が明確
でない。

年度末
観光協会と地域局との役割
分担が明確となり、相互連携
が図られている。

・調整会議を年に3回（6月・8月・
12月）開催する。
・市の他部署の情報把握に努
め、必要に応じて協会に情報提
供していく。

・4月と8月に調整会議を開催し、
観光行事に向けた準備や今年
度の観光協会運営に関して意見
交換した。
・地域課で把握した関連情報を
適時提供した。

・下期の観光行事や冬季の施設
管理上の注意等を中心に、下期
の調整会議を開催する。
・情報提供を継続する。

・調整会議としては1月と合わ
せ、年3回開催した。
・市の他部署や観光案内に関連
する情報を提供した。

・調整会議に加え、イベント等の事
前打合せも実施した。
・新年度予算に関する協議を別途
実施した。

・イベントの打合せを含めると、連絡調
整の機会は確保できた。
・新年度予算に関して観光協会の理
解を得るに至っておらず、協議を継続
する必要がある。
・引き続き、他部署の情報提供に努め
る。

重
点
取
組
⑥

増
田
地
域
課

指定管理施設の適切な運営 B
事務の適正化と利用者
へのサービス向上

市との協議が不十分
なままで運営される
場合がある。

年度末

各種手続きを含めて協定書
を遵守した施設運営に努め、
利用者へのサービス向上が
図られている。

・三セクにあっては四半期毎に
開催する調整会議において、営
業の推移や必要な事務手続き
の実施状況を確認する。
・三セク以外の法人にあっては、
適時調整の場を設けて適切な施
設運営を確保する。

・7月に調整会議を開催した。
・三セク以外の指定管理施設
は、現地訪問等により適切な運
営を確認している。

・次回調整会議を10月に開催す
る。
・指定管理事業者の上期の経営
状況及び下期の見通しを確認す
る。

・三セク調整会議は、農繁期の
開催を見送って年3回開催した。

・下期は10月と2月に調整会議を開
催し、上期実績と下期見通し、次
年度予算に向けた課題などを整理
した。
・三セク以外の指定管理施設は、
現地訪問等により適切な運営を確
認した。

・三セクにあっては事前協議等が徹底
されており、今後も適正な手続きで利
用者へのサービス向上に努める。
・三セク以外の施設においてもサービ
ス向上に向けた運営に努める。

目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】

まちづくり推進部　増田地域課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

増

田

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

市民に親しまれ信頼される窓口
対応の確立とサービスの提供

Ｂ 窓口業務全般

執務スペースが１・２
階に分散されている
ため対応が困難な状
態である。限られた職
員数で効率の良い窓
口対応を実現する。

年度末
１階窓口を有効なサービスエ
リアに確立します。

・地域局内の連携と情報共有の
徹底を図る。
・専門用語を使わず、わかりや
すい言葉で説明する。

・執務スペースが分散されてい
る状況でありながら、可能な範
囲内で１階窓口対応とサービス
の提供をした。
・課内業務に限らず、増田地域
のイベント等の総合案内も行っ
た。

身近で親しみやすい対応を実施
し、市民に信頼される窓口を継
続する。

執務スペースが分散されている
ため来庁者へ不便をかけないよ
う、適切な聞き取りと素早い判断
で対応した。

・週四日開庁し、課内業務に限ら
ず、地域局内の総合窓口的な対応
で幅広い案内をした。
・来庁者に対して専門用語を使わ
ず、わかりやすい言葉で説明した。

・来庁者に対し、身近で親しみやすい
信頼される窓口対応ができた。
・今後も継続し定着させたい。

重
点
取
組
①

増

田

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

職員の情報共有と窓口対応につ
いてのスキルアップによる来庁
者に不便をかけない

A

職員が互いの担当業務
について情報とスキルを
共有することで、担当者
が不在でも来庁者に不
便をかけないようにする

課、係を越えた窓口
対応（市民サービス
課業務の共有化、他
課への案内）

通年
・待ち時間の短縮
・クレーム発生ゼロ
・窓口対応マニュアルの更新

・来庁者への明るく爽やかな挨
拶の励行と積極的な声掛けと速
やかな対応に取組む
・『窓口対応マニュアル』の見直
し・整備により効率的な業務を行
う

10/18現在、クレーム２件発生
その他はおおむね実施できてい
る
マニュアルに関しては随時見直
しを実施している

発生したクレームに関しては対
応策を実施済み
マニュアルに関しては引き続き
見直しを行い、必要があれば更
新を実施

10/18以降クレーム発生なし
現在のところ見直しが必要なマ
ニュアルなし（制度改正等による
ものを除く。）

来庁者への明るく爽やかな挨拶、
積極的な声掛けを実施

次回来庁時迷わず必要な窓口へ行く
ことのできる来庁者が微増

重
点
取
組
②

増

田

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

環境美化活動の充実 Ｂ

環境美化推進員の意識
向上と、集落内の不法投
棄巡回への取り組み促
進。

・環境美化推進員の
新旧の引継ぎ不足
・環境監視委員4名で
の不法投棄巡回

年度末

・環境美化推進員に対する研
修会の開催（年１回以上）
・各集落での集落内不法投
棄巡回活動の実施指導（全
集落）

・環境美化推進員としての役割
や美化活動等の説明
・ゴミ処理施設への視察。
・不法投棄巡回活動への取り組
み指導。

・新規に環境美化推進員になっ
た方へ手引きを配布し活動内容
についての周知を図った。

・環境美化推進員の新旧の引継
ぎ不足を解消するため、推進員
の活動内容の調査を実施した。
新年度に統一した活動方針を示
し、より一層の活動の強化を図
る。

・推進による不法投棄巡回が行
われるようになった。
・雪解け後の3月中にゴミ処理施
設の視察研修を実施。

・環境監視員と協力し、不法投棄
が発生する地区の推進員へ巡回
の呼びかけを行った。

・環境美化推進員の役割を周知したこ
とにより、ごみ集積所管理やごみ排出
マナーの向上が図られた。
より一層の活動強化のため、定期的
に研修会の開催を継続する。

重
点
取
組
③

増

田

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

健康寿命延伸のため、正常血圧
が保てるよう指導の拡充をする

Ｂ

勤務者アンケートおよ
び、がん検診時の血圧
測定により、Ⅰ度高血圧
以上で、高血圧未治療
者に対し、訪問等での血
圧再測定と必要に応じ
保健指導や受診勧奨を
行う。

Ｈ２９年度　勤務者ア
ンケートおよびがん
検診で、Ⅰ度高血圧
以上で未治療者１０３
人

年度末 訪問等で１００％実施

①Ｈ２９年度勤務者アンケートと
Ｈ３０年度がん検診の血圧値に
より、Ⅰ度以上高血圧者の抽出
により対象者の選定をする。
②対象者が決まったら、訪問等
で血圧測定をし、保健指導をす
る。

対象者を抽出し、現在保健師３
名にて訪問等により状況把握、
指導している。

引き続き実施
対象者91人に対して、60％実
施。

担当地区ごとに、訪問や電話によ
り現在の状況を確認し、必要に応
じ保健指導を実施した。

年度途中で産休職員がいたこともあ
り、現在、目標値まで達成できていな
い。
年度末まで、目標値達成のために、訪
問や電話等で状況把握と指導を継続
していく。

重
点
取
組
④

増
田
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

増田町が大好きと思える保育の
充実を図る
　～人・自然・農作物を通して～

Ｂ

・地域交流を通して豊か
な心情を育む保育実践
・地域に向けた元気力の
発信

・小中高との交流体
験
・地域団体との交流
（共助運営体・地域の
方との農業体験）
・地域行事への参加
（敬老会・施設訪問・
蔵見学）

年度末

・小・中・高との交流体験（年
３～４回）
・地域団体との交流（年２回）
・地域行事への参加（年４回
以上）

・幼少連携事業（保育体験・授業
体験）
・児童・園児相互訪問交流
・増高生との食農体験
・地域行事に参加し、「ますだっ
子」の元気な笑顔を届ける

・地域の自然や人と関わる保育
を推進し、地域交流を通して豊
かな心情を育む保育の実践がで
きた。
 ■増小との交流会（4月上旬一
年生との交流、7/3運動会予行
見学、9/8学習発表会見学）■
中学生との交流（5/7、8職場体
験）■増高生との交流（5/25さつ
ま芋植え、6/18職場体験、9/21
運動会参加）■地域行事への参
加（9/20増田地区敬老会、9/21
りんごの里敬老会）

・小学校との連携
意見交換、研修の機会を設け
『幼児期の終わりまで育ってほし
い姿』を共有するなど円滑な接
続に努めていく。

狙半内共助体との交流、蔵見学
を引き続き継続していく。

・小学校との連携では、綿密な
打ち合わせのもと活動している
ことで、新たに梵天制作の誘い
を受けるなど活動の場が広がっ
ている。
・今後、ひな祭りの蔵見学や地
元天下森スキー場でのソリ遊び
を予定している。

各年齢での取り組みや情報をリア
ルタイムで発信することで、親子の
会話ができ喜びや感動を家族と共
有できている。
・地域交流便り年2回発信
・外部研修報告会の実施
・新要録に向けての勉強会

・保護者アンケートでは、「今後も地域
の方との交流も図りつつ、自然豊かな
増田らしく伸び伸びとした保育をお願
いしたい」とのコメントが数件寄せられ
た。今後も色々な世代と交流を図り、
農業や自然体験を継続していきたい。

目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】

組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容

　　まちづくり推進部　増田市民サービス課　　



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

平
鹿
地
域
課

地域に信頼される窓口業務の確
立と職場の連携強化

Ａ

・窓口業務全般
・課・局の枠にとらわれ
ず職員が連携して業務
にあたる。

・全員が複数の業務
に対応をする。
・情報の共有化を図
る。

年度末まで

・地域住民からの多種多様な
要望等に対応できるようにす
る。
・係内はもちろん関係各課と
の情報の共有化を密にし、周
知を図る。

・来庁者等への丁寧な対応や担
当不在時の報・連・相の周知徹
底
・連携して業務にあたり業務改
善、検討課題に対応できるよう
にする。
・局、係内の業務を相互に協力
しあえる関係づくりの推進及び
情報の共有化を図る。

・情報共有については、課長・係
長会議や回覧板で周知してい
る。加えて課内で声掛けを行っ
ている。
・地域局全体で取り組んだイベン
ト等
　あやめまつり（6/23～7/1）
　地区敬老会（9/2～9/3）

・降雪期を迎えることから、除雪
の要望苦情等に対応できるよう
報・連・相を徹底する。
・職員個々の目標が達成できる
よう、協力し合える職場環境の
醸成を推進する。

・戸惑っている来庁者に対し率
先して声をかけ、担当窓口への
誘導や対応が行われている。ま
た、住民からの要望により現場
に赴いた際は、丁寧な説明がで
きている。
・イベント等への動員について
は、地域局全体で協力して取組
んだ。また、課全体で協力して業
務にあたっている。

・報連相を徹底し、課内での情報
共有に努めた。
・課長係長会議により地域局内の
情報共有に努めた。
・理解しがたい要望に対しては、
チームでの説明に徹した。

・各職員は担当として業務を遂行しな
がらも、守備範囲を課や地域局へと範
囲を広げてきている。

重
点
取
組
①

平
鹿
地
域
課

旧平鹿庁舎解体工事の完了と
跡地の利活用の検討

A
①旧平鹿庁舎の解体
②旧平鹿庁舎跡地の利
活用策

①進捗率　０％
②地域内各団体の代
表による利活用検討
会を開催し、意見・提
案を集約した。

年度末まで

①旧平鹿庁舎の解体工事完
了
②ＦＭ計画との整合性を図り
つつ、利活用検討会議(仮称)
としての利活用策の方向性
を検討

①旧平鹿庁舎解体工事
・４月：設計業務委託の起工
・５月：旧庁舎備品整理及び処分
・８月：解体工事の起工
②利活用検討会議（仮称）にお
いての提案をもとに利活用策の
方向性を協議する。

①旧平鹿庁舎解体工事
・実施設計完了
・旧庁舎の備品譲渡会を２回実
施
・解体工事の起工
②利活用検討会議
　方向性を協議する委員会を立
ち上げ8/21に実施した。

①旧平鹿庁舎解体工事
・解体工事の実施についての周知
（チラシの配布、立看板の設置）
・解体工事の実施（Ｈ30.11～Ｈ31.3
月まで）
②利活用検討会議
　　建設委員会での方向性を利活用
検討会議に報告する。

①旧平鹿庁舎解体工事
　解体工事の完成
②利活用検討会議
　市へ要望書を提出

①旧平鹿庁舎解体工事
　工事の事前周知や交通誘導員
配置により現場周辺での事故や苦
情もなく無事に完了した。また、適
切な工程管理で完成予定日より２
日早く完成した。
②利活用検討会
　検討会議での意見をとりまとめ、
市に対しコニミュニティーセンター
を建設することに関する要望書を
提出した。

①旧平鹿庁舎解体工事
　老朽化による危険な建築物が解体
されたことにより、近隣住民に安心感
が得られた。
②利活用検討会
　今後は検討会議委員と一緒に浅舞
街部住民も加わり、旧平鹿庁舎跡地
利用について色々な事例をあげなが
ら地域に必要なものは何かを協議検
討していく。

重
点
取
組
②

平
鹿
地
域
課

吉田及び醍醐地区交流センター
の独自運営に向けた各運営協
議会の組織強化

A

・吉田及び醍醐地区交流
センターの2年目の運営
指導
・吉田及び醍醐地区交流
センター運営協議会組
織の強化

・地区交流センターの
運営が2年目となる。
・交流センター事業が
以前からの生涯学習
事業に特化している。
・運営協議会委員の
事業への参加がな
い。

年度末まで

・吉田及び醍醐地区交流セン
ターにおける生涯学習事業を
継続実施する。
・運営協議会と事務局が共に
協力して進めていく組織とす
る。

・吉田及び醍醐地区交流セン
ターの事務指導、運営指導を適
宜行う。
・事業実施ごとに運営協議会委
員に通知し、参加を促す。

①随時交流センターと連絡を取
り合い、連携を図り事業を進め
た。
②運営協議会委員に通知し、参
加を促したことにより事業への参
加者があり効果が見られたが、
まだ浸透の余地がある。

①吉田及び醍醐各交流センター
の事務監査（10月、3月）を行う。
また、各交流センターと随時、連
携を図りながらスムーズな作業
を進める。（前期同様）
②運営協議会の事業であること
の意識を定着させるため、参加
及び協力要請を通知するととも
に、会議の場でも協力要請す
る。

①10月、3月の事務監査を行い、
事業の連携を図り、事業を進め
た。
②下期も事業ごとに運営協議会
委員に通知し、継続的に参加要
請を行ったことにより、以前より
委員の参加者が増えた。

①年2回の事務監査を行い、ス
ムーズな作業に努めた。
②下期も上期同様に協力要請の
通知や会議の際にも協力要請し
て、自分たちの事業という意識を
植え付けた。、

①年2回の事務監査により、各交流セ
ンターと随時連携を図り、スムーズな
作業運営を進めた。
②年度当初より、運営協議会委員とし
ての意識が高くなってきており、来年
度も今まで以上の周知を図る。

重
点
取
組
③

平
鹿
地
域
課

魅力ある地域資源を活用した産
業・観光の推進による地域の活
性化

Ａ
・地域特性を活かしたイ
ベントを充実し、地域の
賑わいの創出を図る。

○各イベントのH29来
場者数
・あやめまつり 6.5万
人
・浅舞八幡神社祭典
  1.4万人
・槻の木光のファンタ
ジー 0.8万人

年度末まで
・各イベントの来場者数を5％
増加させる。

・新たなイベントを企画して来場
者数の増加を図る。
・地域住民、地元中高校生等に
よるイベントボランティアを積極
的に活用し、協働の地域づくりに
繋げる。

・各イベントの来場者数
「あやめまつ」 6.7万人
「浅舞八幡神社祭典」 1.5万人

・今後開催するイベントの市報、
ホームページ等での積極的な
PRと、槻の木光のファンタジー
事業について、各地域のイルミ
ネーション事業との連携を図るこ
とで、来場者アップに繋げる。

・上半期のイベント入場者数は
概ね目標を達成したが、「槻の
木光のファンタジー」 は0.8万人
と昨年度と同数であった。

・あやめまつり期間中の新たなイ
ベントとして、JR秋田支社、横手駅
の協力による「ミニSL乗車体験」
や、臨時列車「秋田駅長号」の運
行などにより、来場者アップに努め
た。

・各イベントの来場者は、期間中の好
天や、新たなイベントの開催により昨
年度よりアップとなった。
・来年度は更なる集客アップに繋がる
よう各イベント内容の充実と、情報発
信の強化を図る。

重
点
取
組
④

平
鹿
地
域
課

安全・安心な地域環境の推進 Ａ

・道路、水路、公園施設
の適切な維持管理
・各地域からの苦情、要
望に対する迅速且つ的
確な対応

○道路、公園施設で
の事故防止
・H29道路瑕疵事故 0
件
・H29公園瑕疵事故 0
件
○苦情、要望等の処
理に対する市民満足
度の向上

年度末まで

・道路、公園施設内での瑕疵
事故0件
・苦情、要望内容の的確な把
握と、迅速で適正な作業の実
施

・道路、公園施設の安全パトロー
ルの頻度を上げ、修繕箇所の早
期発見と、迅速な作業により事
故防止に努める。
・依頼者との現地立会いを早期
に実施し、現場状況の詳細な把
握と適正な作業に努める。

・通常パトロールと、建設部との
合同パトロールの実施により、修
繕箇所の早期発見と迅速な作業
を行った。
・市民からの要望、苦情は現地
確認、立会いを早期に行い、緊
急性の高い箇所から順次作業を
実施した。
・浅舞公園利用者の安全確保の
ため、台風被害による倒木処理
と、施設の安全点検で指摘を受
けたステージのブロック塀の撤
去について迅速に対応した。

・地区会議要望の地域課対応箇
所は11月末まで作業を完了させ
る。
・冬期間の道路パトロールを強
化して、瑕疵事故0件を達成させ
る。
・公園内の樹木、施設等の安全
パトロールを継続して来園者の
安全確保に努める。

・道路、公園内の瑕疵事故 1件
・地区要望箇所の地域課対応分
は11月末で完了

・通常パトロールの他、建設部及び
市民からの情報提供により、道路
の不具合箇所の早期発見、迅速な
修繕作業に努めた。
・地区要望、市民からの要望苦情
に対しては、緊急性の高い箇所か
ら順次作業を行った。

・昨年10月道路の不具合が原因によ
る車両事故が発生した。また今年度
は雪解けが早く、道路の穴ぼこが原
因による車両のパンク事故が発生し
やすいことから、パトロールの強化に
よる不具合箇所の早期発見、迅速な
補修対応に努める。

重
点
取
組
⑤

平
鹿
地
域
課

地域に親しまれる市営温泉施設
「ゆっぷる」の運営

Ｂ
・地域密着型交流施設
の推進
・利用者数の維持増加

①年2回実施している
自然散策会の平成29
年度参加者数は、71
人であった。
②地元園児を対象と
した自然体験学習で
は、春のほだぎへの
植菌作業、秋の収穫
祭を実施した。
③平成29年度の売店
売上げは、年間1,020
万円（上半期：531万
円、下半期：489万
円）で過去最高額と
なった。

年度末まで

①自然散策会参加者50人程
度で2回開催する。
②自然体験学習の継続実施
と一般来館者への事後周知
を行う。
③年間の売店売上げについ
て前年度並の維持、増加を
めざす。魅力ある品揃えで、
利用者数の維持増加という
目標との相乗効果を図る。

①これまでの参加者に対して個
別通知を発送する。また、フロン
トへのチラシの設置や館内への
ポスター掲示などで告知を行う。
②地元地縁団体や地区会議、保
育園等関係団体との連携で開催
する。
③旬の地元産果物や山菜のほ
か、売れ筋商品の適期発注、来
館者への商品説明と宣伝を積極
的に行う。

①6月10日実施の自然散策会
は、これまでの参加者へ個別通
知を発送するとともに、フロント
へのチラシ設置やポスター掲示
による告知を行い、44人の参加
を得て開催できた。
②6月7日実施の自然体験学習
は、醍醐保育園年長園児26名を
対象として、ほだぎへの植菌作
業を行い、その様子写真をゆっ
ぷる館内に設置した展示コー
ナーにより広く周知を行った。
③季節ごとの地元産果物や山菜
をメインに仕入を行うとともに、
商品説明の表示を工夫したこと
で、上半期の売上金額は464万
円となり、おおむね前年同期の
水準を維持することができた。

①秋の自然散策会を10月8日に
実施予定であり、これまでの参
加者への個別通知と館内へのチ
ラシ掲示により参加募集を行う。
②醍醐保育園年長園児を対象と
した自然体験学習の「秋の収穫
祭」は10月23日に実施を予定。
③冬期間は品物が極端に少なく
なるため、それまでに果物類の
品揃えを充実させて売上増加を
図る。

①参加者数は1回目44人、2回目
42人であり、目標人数にほぼ達
した。
②醍醐保育園年長児を対象とし
て、6月7日に植菌体験、10月23
日に収穫体験・収穫祭を関係団
体と連携のもとで実施することが
できた。また、ゆっぷる施設内に
活動写真展示コーナーを設けて
来館者への事業周知ができた。
③今年度2月末までの売店売上
額は897万円で、3月末までの売
上見込額は960万円で目標の
94％となり前年度並を維持でき
た。

①これまでの参加者に対し個別通
知を発送し参加啓発を行うととも
に、フロントへのチラシ設置を行っ
た。
②地元地縁団体、地元保育園との
連絡調整を行った。活動写真の展
示コーナーを設置し、秋の収穫体
験・収穫祭は「よこてれび」へ掲載
した。
③旬の地元産果物を主体として適
期発注を行い、商品説明を充実さ
せた。

①今年度の実施で11年間22回の実施
となり、開催を待ち望んでいる常連さ
んが増えている。
②地元保育園の恒例行事として定着
しており、交流施設としての役割が確
実に浸透している。
③新鮮な果物等の提供により来客者
の満足度を高めることができた。

まちづくり推進部　平鹿地域課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

平
鹿
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

地域住民に信頼される業務体制 Ｂ
・市民サービス課の業務
全般

・業務内容の複雑
化、多様化の傾向に
ある。

年度末

・市民の要求に的確に対応で
きるよう業務の知識・技術の
レベルアップを図る。

・課及び係内の情報共有やコミ
ニュケーションを図る。
・各種研修に参加し、スキルアッ
プを図るなど自己研鑚に努め
る。
・本庁及び多地域局との連携強
化を図る。

①課内、係打ち合わせで、窓口
対応の事例や注意点等を情報
共有した。
②能力開発研修や業務関連研
修などに積極的に参加し、職員
個々のスキルアップの向上に努
めた。
③業務打合せや協議を通じて、
関係本庁各課や他地域局との
連携強化、協力体制が図られ
た。

①会議・行事・研修等で係内全
員が不在となる場合など、他係
がフォローできるようコミュニケー
ションを大事にして、引き続き課
内及び係内の情報共有と連携
強化を図る。

・市民の要求に的確に対応でき
るよう業務のレベルアップや他
担当業務のフォロー技術のアッ
プを図った。

①課内、係打ち合わせによるコミュ
ニケーションをとり、情報共有の機
会を多くした。
②業務関連研修などに積極的に
参加し、職員個々のスキルアップ
を図った。
③業務打合せや協議を通じて、関
係する本庁各課や他地域局との連
携強化、協力体制を図った。

課内全員で他の係業務をフォローす
ることができ、来庁したお客様にご迷
惑をかけない体制を図ることができ
た。

重
点
取
組
①

平
鹿
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

住民目線に立った、迅速かつ正
確な信頼される行政サービスの
提供

B ・窓口業務全般

・各担当、係が連携し
業務を行っている。
・案件によっては対応
職員にスキル差があ
る。

年度末

・係員全員が複数の業務を
同様にこなせるようにする。
・来庁者の待ち時間を短縮す
る。
・クレームの発生をゼロとす
る。

・来庁者への明るく爽やかな挨
拶と積極的な声掛けを励行す
る。
・速やかに柔軟な姿勢で対応す
る。
・職員が互いの担当業務につい
て情報とスキルを共有する。
・各種研修に参加しスキルアップ
を図る。

①窓口の対応が、地域局、市役
所全体の印象となることから、各
部局と連携し、来庁者に満足い
ただける情報提供ができるよう
心がけた。
②昨年11月から新庁舎に移った
ことで、来客者が戸惑わないよう
に積極的な声掛けと親切な案内
を心がけた。
③戸籍・住基・税務研修に積極
的に参加して、個々のスキル
アップを図った。

①来庁者への明るく爽やかな挨
拶と積極的な声掛け・親切な案
内の励行を継続する。
②2･3月の申告相談従事による
課員の減少と住民異動繁忙期
が重なることで来庁者に不便を
掛けることがないようにマニュア
ルの整備・スキルアップ等更なる
工夫を必要とする。

・職員が互いの担当業務につい
て情報とスキルを共有したことに
より、係員全員が複数の業務を
ほぼこなせるようになった。ま
た、来庁者の待ち時間を短縮さ
せた。
・積極的な声掛けと親切な案内
を実施したことによりクレームは
なかった。

①来庁者への明るく爽やかな挨拶
と積極的な声掛け・親切な案内の
励行実施。
②2･3月の申告相談従事による課
員の減少と住民異動繁忙期が重
なることで来庁者に不便を掛ける
ことがないように個人個人のスキ
ルアップと協力体制を図った。

・各担当、係が連携した業務ができて
いる。
・対応職員のスキル差が縮小され、窓
口対応がスムーズになっている。

重
点
取
組
②

平

鹿

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

様々な福祉手続きに対する対応
の向上

Ｂ
・来庁者への速やかな手
続き

係員が外勤等で不在
が多く、窓口対応者
が限られる。

年度末
・各種福祉業務の手順を係
内で共有し、多岐にわたる手
続きに適切に対応する。

・業務マニュアルを見直しする。
・業務に対する職員の情報共有
を図る。

①業務に関わる研修へ参加しス
キルの向上を図った。
②来庁者の手続きが二度手間
にならないよう課内で情報共有
し対応した。
③既存マニュアルの見直しを
行った。

①福祉制度の改正により提出書
類等も変わるため、常に制度に
沿ったマニュアルとなるよう整備
する。
②継続して情報の共有を図り、
マニュアルも用いながら最小限
の時間で適切な対応を行う。

・担当者が不在でも、係員が手
続きと説明を行えるよう、情報共
有とマニュアルの整備を行った。

・制度の説明等で時間が10分以上
かかりそうなときは、予めかかる時
間をお伝えする等、来庁者側に
立った対応を行った。

・窓口対応へのクレームがなく、クレー
ム対応に費やす時間がなくなった。
・係員が担当以外の業務を理解するこ
とで、各相談に対しての対応力が深
まった。

重
点
取
組
③

平
鹿
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

健康寿命延伸を目指した健（検）
診体制の構築

A
・市民が安心して受診し
やすい健（検）診体制

健（検）診方法に地域
差がある。

年度末

市民が安心して受診できる健
（検）診体制の確立
・地域に合わせた巡回・施設
健（検）診の選択
・総合健（検）診の拡充
・受診の選択制の拡充

・H３１年度健（検）実施計画を作
成する。
・市民への周知として市報、回覧
板等へ掲載する。
・電話問合せへの対応を統一す
る。

①平成３１年度の健（検）診につ
いて、年度経過（受診人数等）を
踏まえ、医師会及び健（検）診委
託先と綿密に調整を図りながら、
受診される市民に有益で無理の
ない日程の確保を行っている。
第一の周知として10/15に変更
のチラシについて全戸配布を実
施した。

【これからの予定】
①３１年１月に実施される健康調
査票において具体的な健（検）診
内容の提示説明
②２月１５日に胃がん検診を同
時に受診できる予約健（検）診に
ついて具体的な案内を実施（全
戸配布チラシ）
③電話問合せについて対応の
統一及びわかりやすい説明を実
施する。

平鹿地域の変更内容である、胃
がん検診の会場（ゆとり館→平
鹿病院）については窓口や℡問
い合わせで丁寧に説明を行い市
民に理解を得られている。検診
申し込みについてはH31年度995
人（H30年度1,053人）で0.5％程
度の減であった。

H31.1.10発送の健診調査票に全市
健（検）診日程を世帯に同封し郵送
2/15に予約健診（特定健診と胃が
ん検診を同日実施）について全戸
配布し専用の回線で受付を行っ
た。3/15は保存版として全市日程
（特定健診・がん検診）をA３判で全
戸に配布　いきいきサロンや講座
等で、保健師が直接説明を行い周
知・啓発を徹底した。

周知活動及び啓発活動について、市
民の皆様から理解を得られており、特
定健診及びがん検診の受診券を発送
後についてもクレームや問い合わせ
等は見られない。

まちづくり推進部　平鹿市民サービス課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度 組織目標管理シート

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】 成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

雄
物
川
地
域
課

スケジュール管理の徹底 B
・円滑な業務の執行と市
民サービスの向上

・スケジュール表の作
成

年度末 ・スケジュールの実践と実現

○PDCAサイクルの繰り返しによ
る業務改善
・スケジュール表作成（様式の見
直し）⇒実践⇒実績入力⇒振り
返り⇒翌年度の業務へ反映

・スケジュール表の様式を新た
に作成し、個人毎に実績を入力

・個人毎に作成したスケジュール
表を係単位に集計し、最終的に
は課全体のスケジュール表とす
る

・年間のスケジュール表を作成し
たほか、イベント等の実施につ
いては翌年度の参考となるよう、
反省点等を入力した

・課内打合せ等でスケジュール表
作成について定期的に周知指導し
た

・各自年間業務の流れを把握し、振り
返りを行うことにより、翌年度の業務
へ反映させることができる
・事務引継ぎの際の添付資料となり、
後任者のスムーズな業務遂行を図る
ことができる

重
点
取
組
①

雄
物
川
地
域
課

みんなが燦くまちづくり A
・市民が主役のまちづく
り

・市主導から住民と行
政の協働したまちづく
り

年度末

・雄物川地域の5つの地区会
議と5つの地区交流センター
を主とした新たな地域づくり
組織の展開とリーダー人材
の育成

・5つの地区会議の充実
・5つの地区交流センターの設立
と円滑な運営
・新設された地域づくりに係る補
助金制度の活用

・5つの地区交流センターとの事
業委託契約の締結
・地区会議の開催（福地・館合・
大沢　各2回）
・地域づくり活動補助金申請件
数
(地域づくり活動補助金 9件、町
内会等活動補助金 2件、集会施
設整備費補助金 2件)

・市職員の地域活動への参加
・地域の現状・課題、資源の洗い
出しや地域と行政の連絡調整
（ワークショップの開催）
・地域づくり活動補助金第3期申
請へ、公民館報等での補助事業
の周知

・地区会議の開催（館合5回・福
地4回・大沢3回・里見2回）

・地域づくり活動補助金申請件
数
(地域づくり活動補助金 10件、町
内会等活動補助金 2件、集会施
設整備費補助金 3件)

・福地ワークショップの開催
（10/17、11/14、12/12、1/16）

・新たな補助金制度への移行とし
て、地区会議への説明会を開き、
各地区会議正副議長、地区担当
職員へ情報の共有を図った
　また、地域住民・各集落等へは、
生涯学習センター報及び各公民館
報で周知を図った
・各地区交流センターと情報共有
を図りながら、委託事業の円滑な
運営を行った

・地区交流センター事業も2年目に入り
計画に沿った事業を展開しており、地
区会議との連携についても合同で会
議を開催する取り組みを行い、運営協
議会等の組織一体化への推進が図ら
れた

・新補助金制度には申請時期があり、
観桜会なと4月上旬の事業計画ができ
なない期間があった。開催時期・申請
回数等、1年目を振り返っての検討が
必要である

重
点
取
組
②

雄
物
川
地
域
課

市民サービス向上のための公共
施設の整備促進

A
・雄物川庁舎等整備事
業の推進

・老朽化した
　雄物川庁舎
　福地ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
　道路管理ｾﾝﾀｰ車庫
等

年内
・適正な施設への建替え・解
体工事を実施するための実
施設計完了

●雄物川庁舎
　○設計プロポーザルの実施
　・7月～2月　設計業務
　・6月～9月　地質調査業務
　・5月～6月　測量業務
　・7月～10月　地中熱採熱調査
　○検討委員会の開催
●福地コミュニティセンター
　・5月～10月　設計業務
●道路管理ｾﾝﾀｰ車庫等
　・9月～11月　設計業務

●雄物川庁舎
　5/16　用地測量業務契約
　7/19　建設工事設計ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞ
ﾙ
　8/8　 建設工事設計業務契約
　9/10 地質調査業務契約
　9/10 地中熱採熱調査業務契
約
●福地コミュニティセンター
　6/4　建設工事実施設計契約
●道路管理センター車庫等
　9/6　解体工事設計業務契約

●雄物川庁舎
　造成工事設計の契約
　次年度予算要求額の算定
●福地コミュニティセンター
　次年度予算要求額の算定
●道路管理センター車庫等
　次年度予算要求額の算定

●雄物川庁舎
　測量設計等が完了し、H31年
度実施予定の造成工事、建設工
事費等の予算要求済み

●道路管理センター車庫等
　測量設計が完了し、H31年度
実施予定の解体工事費等の予
算要求済み
　
●福地コミュニティセンター
　H31年度実施予定の建設工事
費等の予算要求済み

●雄物川庁舎
　関係機関及び関係各部署と協
議・検討をしながら、下記の業務に
ついて計画どおり実施した
　用地測量業務契約
　　　 5/16～6/29
　建設工事設計ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ
　　　 7/19
　建設工事設計業務契約
　　　 8/10～3/14
　地質調査業務契約
　　　 9/19～12/14
　地中熱採熱調査業務契約
　　　 9/10～12/14
　庁舎あり方検討委員会の開催
　　　 11/26
　庁舎周辺施設の整備計画検討
●道路管理センター車庫等
　解体工事設計業務契約
       9/7～11/15
●福地コミュニティセンター
　実施設計業務契約
　     6/5～1/31

●雄物川庁舎
　計画どおりH31年度から32年度まで
の期間で庁舎建設予定

●庁舎周辺施設の整備計画
　庁舎及び雄物川体育館周辺の施設
整備計画の検討を行い、将来的な雄
物川地域の構想を策定することによ
り、効率的・計画的な施設の運営を図
ることができる
　※ただし、H32年度に建設を予定し
ていいた道路管理センター車庫等に
ついては、除雪機械格納庫との一体
的な整備等を含めて検討した結果、
最適地が確定するまでの間、建設を
保留することとした

●福地コミュニティセンター
　H31年度建設予定　5月～11月

重
点
取
組
③

雄
物
川
地
域
課

安全で安心して暮らすことができ
る地域環境

A

・市民満足度

・危険個所の早期発見と
早期改善

・市民要望（除雪、破
損、掃除、苦情等々）

・公共施設の老朽化
（道路、橋、建物等）

年度末

・要望への対応による市民満
足度の向上

・公共施設の管理不備による
事故及び作業事故ゼロ

・市民要望への的確で迅速な対
応及び履歴の整理

・道路、河川、公園、施設のパト
ロール強化とチームミーティング
の実施

修繕等要望21件、修繕必要箇所
2件発見
・側溝破損に関すること8件
・路面破損に関すること5件
・カーブミラー破損に関すること2
件
・その他8件　　以上全て解決済
発注工事
・区画線補修　19,632ｍ完了
・舗装補修工事2件　832㎡完了

上期の取組において、事後の処
理等に不備等がなかった。下期
についても継続する

修繕要望等33件、ﾊﾟﾄﾛｰﾙでの
破損個所発見7件
・側溝破損に関すること14件
・路面破損に関すること11件
・カーブミラー破損に関すること7
件
・その他8件　以上全て解決済
発注工事
・区画線補修　19,632ｍ完了
・舗装補修工事2件　832㎡完了

・ﾊﾟﾄﾛｰﾙを強化し危険個所の早期
発見に努めた

・市民からの通報やﾊﾟﾄﾛｰﾙ中に発
見した破損個所等には、すぐにカ
ラーコーンやバリケードを設置し危
険の周知をし、迅速に修繕等の対
応をした

・ﾊﾟﾄﾛｰﾙを強化したことにより、道路
や各施設の不具合を早期に発見する
ことができ、事故の発生を未然に防ぐ
ことができた

・迅速な対応によりその後の苦情等も
無かった

重
点
取
組
④

雄
物
川
地
域
課

災害に強いまちづくり A
・災害時における対応及
び消防施設の充実

・自然災害（地震、大
雨、大雪、強風等）
・人的災害（火事、事
故等）

年度末

・有事の際の災害初動対応
及び消防団活動

・消防施設の整備充実

・定期的な災害初動マニュアル、
緊急連絡網の確認や災害時初
動訓練、消防訓練の実施

・軽積載車の導入、更新
・ポンプ小屋新築
・次年度以降に改修等整備が必
要な施設の把握

・災害時初動訓練の実施
・消防訓練の実施
 5/23雄物川庁舎防災訓練実施
　土のうづくり講習会実施
　小型ポンプ操法講習会実施
・軽積載車の導入、更新⇒発注
済
【導入】第１分団第１部、第３分
団第３部、第５分団第１部
【更新】第３分団第２部
・ポンプ小屋新築⇒発注済
 第１分団第１部、第５分団第１部

・次年度以降に改修等整備が必
要な施設の把握

・計画していた災害時初動訓練
及び消防訓練実施のほか、職員
による小型ポンプ操法の講習会
を実施した

・消防施設の導入及び更新につ
いて、すべて計画通り実施した
・消防団を通じて情報収集を行
い、次年度以降に整備が必要な
消防施設を把握した

・災害時初動訓練の実施
・消防訓練の実施
 5/23雄物川庁舎防災訓練実施
　土のうづくり講習会実施
　小型ポンプ操法講習会実施
・軽積載車の導入、更新
【導入】第１分団第１部、第３分団
第３部、第５分団第１部
【更新】第３分団第２部
・ポンプ小屋新築
 第１分団第１部、第５分団第１部

・計画的、継続的な訓練の実施によ
り、有事の際の初期活動を円滑に行う
ことができる

・消防設備の充実により、体制の整備
と強化が図られる

まちづくり推進部　雄物川地域課

難易度
(ABC)

目標項目課室
所名

№



■平成30年度             まちづくり推進部 雄物川市民サービス課 組織目標管理シート

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

雄

物

川

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

市民に信頼される確実なサービ
スを提供

B
市民サービス課業務全
般

・地域局全体の事
業、業務の把握と丁
寧な窓口対応。

通年

・来庁目的の把握に努め、地
域局内の情報収集に努め
る。
・住民に理解してもらえる対
応をする。
・主担当者不在でも、副担当
が主担当の意識を持って業
務に当たる。

・地域局内の連携と情報共有化
の推進。
・専門用語など使わずに、わかり
やすい言葉で説明する。
・主担当と副担当の連携を密に
し、情報共有に努める。

・研修会参加による知識の習得
に努めた。
・局内打合せ会議の内容を職員
が共有し、地域局内外の情報を
得ることで、市民からの問い合
わせに迅速に対応した。

・担当職員不在時の業務対応マ
ニュアルの作成。
・情報共有のため係内定例ミー
ティングの継続実施。

・各種研修会へ積極的に参加し
た。
・担当職員不在でも対応可能と
なった。

・各種研修会への参加による技
能・知識の習得。
・実践的な来客対応マニュアルの
作成。
・情報共有のための継続的なミー
ティングの実施。

・本庁と地域局との事務の平準化が
図られ、来客者へ迅速丁寧な対応が
できた。

重
点
取
組
①

雄

物

川

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

8050（はちまるごーまる）世帯の
増加に伴う見守り体制の強化推
進

※8050：80代の親と50代の子

Ａ

・8050（はちまるごーま
る）世帯を見守り対象と
する（調査時106世帯）。

・見守りが必要と思わ
れる高齢者とその子
だけの世帯の把握が
出来ていない。

年度末

・対象世帯確定後、福祉担当
職員と保健師が一緒に全世
帯を訪問する。
・支援が必要と思われる世帯
へ、支援メニューを提示し、よ
り良い生活が送れるよう見守
る。

・12月までに対象全世帯を訪問
する（目標月15件）。
・ケース毎に検討会を開催し、関
係機関と連絡調整しサービス提
供に繋げる。

・対象世帯抽出作業及び事前調
査を実施した（66世帯）。そのう
ち緊急を要すると思われる世帯
には、優先的に訪問し、各種支
援に結びつけた（4世帯）。

・年末まで、全世帯訪問する。

・12月中に調査終了。
当初対象66世帯
当面は問題なし　　　　　43世帯
見守り必要世帯　　　　　13世帯
要支援世帯　　　 　　　　　2世帯
訪問不可　     　 　　　　　 8世帯
（入院中1世帯、入所中2世帯他）
生保申請済　      　　　　　3世帯

・支援の必要性を確認するため、
保健師と福祉担当職員で訪問。
・不在の時でも、会えるまで訪問し
た。
・台帳を作成し、情報を共有できる
ようにした。

・緊急を要すると思われる世帯には優
先的に訪問し、各種支援に結びつけ
た。
・台帳上問題なしの世帯についても、
今後も見守りを続ける。
　また、新たな対象者を抽出し、訪問
調査台帳に加える。

重
点
取
組
②

雄

物

川

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

公共施設の解体及び譲渡 Ａ
・旧館合保育所の解体、
・在宅介護支援センター
の譲渡

・旧館合保育所は利
用見込みがなく、維
持管理費がかかって
いる。
・在宅介護支援セン
ターは建物の修理費
がかかっている。

年度末

・地域住民の理解を得ながら
解体作業を進める。
・社会福祉協議会への在宅
介護支援センターの譲渡を
進める。

・解体工事の設計、契約、完成
検査を行う。
・社会福祉協議会との協議を進
めながら、関係部局との連携を
図り、譲渡契約につなげる。

・旧館合保育所解体工事は7月
に着工。工事車両の通過道路等
の説明を地域住民にし、また小・
中学校を通じ児童へ周知し、事
故なく作業を進めてきた。9月末
に建物の解体が完了。
・在宅介護支援センターの現状
と課題について、関係部局と協
議を行った。

・整地後、完了検査を予定してい
る。
・関係部局との協議を継続して
行う。

・旧館合保育所解体工事完成検
査(11/16に実施)
・在宅介護支援センターの今後
の利用方針については、高齢ふ
れあい課が行うこととなった。

・今後利用する地域住民と解体跡
地の整地状況確認した。
・在宅介護支援センターの所管に
ついては、健康福祉部と協議。

・旧館合保育所の解体は、地区住民
や業者の協力のもと、事故もなく完成
することができた。跡地に関しては、
地域住民が利用方法を検討してい
る。
・在宅介護支援センターの所管課と今
後の在り方について、検討していく必
要がある。

重
点
取
組
③

雄

物

川

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

健康寿命延伸のための生活習
慣病予防推進

Ｂ
要受診対象者、および企
業で働く社員も取り込ん
だ生活習慣病予防教育

29年度
・地域内企業2か所に
健康教育を実施。（85
人参加）
・住民健診要受診者
受診率（25.6%）

年度末

・新たに1か所増やし、3企業
の社員に生活習慣病予防教
育を実施する。
・住民健診の結果、要受診の
方を対象に健康教育を実施
し、受診率の向上を図る。
（30％以上）

・実施企業への説明と日程調
整、内容の検討。
・要受診対象者の選定および健
康教育の実施。未受診者に対し
ては訪問し受診勧奨に努める。

・新規１企業で、健康教育を実施
した。
・９月までの健診結果から受診
者の選定を行った（要受診者：37
人）。

・残り２企業に対し今後実施予
定。
・要受診者への訪問と健康教育
を実施する予定。

・生活習慣病予防教育を3企業
136人に実施した。
・要受診者への訪問は実施済。
健康教育・・・運動編は継続中で
栄養編は3/18に実施し、29名参
加。
・要受診者37人のうち3月19日現
在、受診者11人、受診率30％。

・企業の都合に合わせた日程で実
施
　9月　54人、12月 70人、3月　12人
・要受診対象者へ個別通知といろ
いろな機会をとらえて声掛けを行っ
た。

・地域内3企業を対象とした健康教育
は企業で働く市民への健康管理の目
的で行ってきたが、企業側からも要望
があり、定着してきている。また、保健
業務のPRになった。
・要受診者への健康教育の運動編は
冬期間なこともあって参加者が多く、
対象でない方の参加も増えており、効
果的な健康教育となった。

目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】

難易度
(ABC)

目標項目課室
所名

№

目標の内容



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

大
森
地
域
課

　お客様ファースト B

　お客様への丁寧な対応
と、各種相談等お客様の要
求に対してお客様の立場で
物事を考え、説明する。

これまでも丁寧な対応
を心がけ実践している
が、更に充実させ続け
る。

通年

①マナー（服装・言葉づかい）に
気をつけ、相手の要求に適切に
対処し、市民から信頼される職
員となる。

②電話は３コール以内でとる。

③お客様をカウンターでお待た
せしない。

①職員同士の協力体制及び情報共
有の充実を図る。

②職員の身だしなみ等、お客様に
不快な念を起させない、来客対応時
のマナーに注意する。

③各種研修会等へ積極的に参加
し、各自の資質向上を図る。

機会あるごとに身だしなみ、お客さ
ま対応のあるべき姿を伝えた。

電話は、係内しか代理応答が出来
なかったが、システム修正を依頼
し、どの係の電話でも代理応答でき
るようにした。

研修に参加しやすいように声掛けを
した。

これからも服装、言葉づかいには機
会あるごとに話をし、あるべき姿を
伝えていく。

いろいろな研修に参加するように、
また出来るように声をかけ、各自が
業務スケジュールを管理し、研修に
参加できる時間をつくるようにする。

打合せを実施した。

外部研修に手を挙げる職員が不在
であった。

伝達事項は課長・係長会議の場で伝
え、他自治体の不祥事が発覚した時
は、間を置かず直ちに伝えた。

内部研修には、参加した職員はいた
が、外部で実施される研修（自治研修
所）には、参加者不在だったので、次
は参加するように、面接時に伝えた

お客様対応については、引き続き来庁者
への気配りを心掛けて業務に当たる。

各自、年度初めに年間スケジュールを立
て、研修等に望む。

重
点
取
組
①

大
森
地
域
課

芝桜の再生を図る Ａ

　芝桜がネキリムシの食害
の影響と補修植栽した部分
が、昨年の大雨により土砂
流出のため、全体の大部
分が開花できない可能性
がある。
　今後も芝桜の再生を目指
す。

　現在、多くの苗が被害
に遭っている。

年度末

①枯れた苗を除去し、補植す
る。

②ネキリムシ被害を防止する。

③土が流出した部分へ芝桜に
適した土の補充

①緩斜面を集中的に植栽を行う。

②ネキリムシ対策として適期に殺虫
剤を散布する。

①これまでに、土を補充しながら約
3,500ポットを補植し、ネキリムシ用
の殺虫剤を１回散布した。

②新たな試みとして、芝桜の苗を畑
やプランターに植え、株を大きくして
から植栽することとし、現在2,000株
を試植している。

①降雪期までに、殺虫剤を１回散布
する。

②防草シートを張り、雑草を抑え、
来年度の補植へ備える。

①芝桜の苗2,000株を畑等に植え、
冬越ししている。

②雑草を抑えるため、花びら模様の
一部に防草シートを張った

除草の徹底、新たな植栽箇所につい
ては、複数回の除草剤散布を行い、散
布後は、職員とシルバー人材センター
員で除草シート張りを行った。

苗畑に植えた芝桜の根付きは、来年度移
植してみなければわからないが、結果を
見て、来年度の取組みに反映する。
冬季間は、雪のため芝桜の生育状態を見
ることが出来ないので、秋までしっかり、
除草や生育状況を見て手をかけていく。

重
点
取
組
②

大
森
地
域
課

　グリーンツーリズム事業及び都市
農村交流事業を通じて、地域の元
気づくり及び大森の魅力発信を図る

Ａ
　グリーンツーリズム推進
協議会による農作業体験
受入事業の推進。

　Ｈ25受入実績：548人
  Ｈ26受入実績：548人
  Ｈ27受入実績：851人
　Ｈ28受入実績：849人
　Ｈ29受入実績：622人

年度末

　農作業体験受入人数が、昨年
は著しく落ち込んだ。当地域の
魅力を発信するとともに、原因を
探り、過去受け入れ実績の最高
である851人を目指す。

　横手市グリーンツーリズム連絡協
議会及び農業振興課との連携強化
を図るとともに、大仙市のあぐり耕
房とも連絡を取りながら、受入れの
拡大を図る。

春から多数の学校や団体を受け入
れした。

農家と密な打合せを行い、受け入れ
に不備がないようにした。

今年度の事業を検証し、来年度に
向けた取り組み方法、周知方法を
考え、拡大に向けた検討会を実施
する。

今年度は、昨年の受け入れ実績値
を上回る754人であった

相手方から連絡があった時、受け入れ
出来るよう、日程調整を行った。受け
入れ農家と連絡を密に協議した。

今年度目標は達成できたが、問題点とし
て、受け入れ農家が増加していない。ま
た、受け入れ農家が高齢化になって来て
いる。
今後は、他地域も含め、新たな受入れ農
家を増やす必要があると思われる。

重
点
取
組
③

大
森
地
域
課

大森リゾート村整備構想の実現 Ａ

　地域資源である大森リ
ゾート村の魅力アップのた
め、整備構想を実現化す
る。

　整備構想の内容が具
体化した。

年度末
　整備構想に関して、市計画へ
の登載または予算化する。

　関係団体と連携を図りながら、市
関係課と協議・調整を進める。

・関係課との協議を進めたものの、
大森プール以外の市営プールが休
業しており、市営プールの今後の方
針が決まらないと協議を継続できな
い状態にある。

・市営プールの方針が決まり次第、
関係課との協議を再開する。

・大森テニスコート整備に関する事
業費を来年度当初予算に計上し
た。

・大森プール廃止に関する条例を３
月議会に上程した。

・市長査定後、大森テニスコート整備
に関する方針を政策会議、総務文教
協議会に諮った。
・大森プールを休止することについて、
大森地域連絡会、大森小学校、大森
保育園、南部シルバーエリアに説明
し、了解をいただいた。

プールの廃止条例、予算を認めていただ
いたので、31年度から大森テニスコートの
整備に向かっていく。

重
点
取
組
④

大
森
地
域
課

安全・安心なまちづくり B

①消防団及び関係機関と
連携し火災の抑制を目指
す。

②交通事故の抑制と交通
死亡事故ゼロ日の継続。

①無火災日数の数字を
延ばしていく。

②交通死亡事故ゼロ日
の継続（4/4現在、3,066
日）

年度末
①H30年4月22日火災発生

②交通死亡事故ゼロ

①消防団や火災予防婦人会と連携
し、火災予防の啓蒙に努めます。

②大森地区交通安全対策協議会や
交通安全母の会などの団体と連携
し、交通安全の啓蒙に努めます。

４月の火災後、分署・消防団による
管内パトロールの実施と防災無線
による「火の用心」を呼びかけした。

関係団体と協力し、交通事故防止
のための啓もう活動を行った。事故
はあったが交通死亡事故ゼロは継
続中である。

消防団や交通安全母の会などの関
係機関と連携し、パトロール、呼び
かけを行い、無火災、交通事故の防
止に努める。

4月18日車両火災
4月22日住宅火災発生

防災行政無線を用い、さまざまな機会
で交通安全や火災予防について、呼
びかけし啓蒙活動を実施した。

交通死亡事故ゼロが継続されていること
により、交通事故に対する意識が高まって
いる。今後も、関係団体と連絡を取り合
い、地域一体となって交通安全の啓蒙に
取り組んでいく。
火災は、これくらいなら、といった不注意に
よるものが要因となっているため、空気が
乾燥し始めたら防災無線などで、周知を
図る。

重
点
取
組
⑤

大
森
地
域
課

さくら荘の安定的な運営
Ａ

　昨年は著しく売上高が減
少した。原因を探り解消す
るとともに、経常経費は削
減し、営業費用の増を目指
す。

前年度の営業利益
年度末

　資本的収支を除いた営業収支
の黒字を目指す。

①季節毎の新たなプランを企画し、
インターネットやフリーペーパー等の
媒体を使いプランの周知に努める。

②デジタルサイネージなどの新たな
電子媒体の活用を目指す。道の駅
等にパンフレットを置くようにする。

③研修会や他の施設などから「接
遇」を身につける。

季節ごとのプランを企画し、HPやFM
のCMを通じプランの周知に努め
た。

お客様に喜んでもらうための施設を
目指し、従業員一同で改善のため
の打ち合わせ会を実施した。

プランや催しものを企画し、チラシ
HP等を活用し「さくら荘」の周知に努
める。

毎日実施しているミーティングを通
じ、「接遇向上・改善事例」の情報共
有を図る。

「改善」に向けての話し合いをする。

昨年の営業成績を上回ることが出
来た

業務改善に向けた、ミーティングを実
施した。利用していただいた、お客様
へお礼状の発送を行った。
お客様に喜んでいただけるように、四
季折々の料理プランを企画した

機会あるごとに、従業員の意見を聞くきっ
かけになった。また、従業員も聞かれるこ
とに備えるために様々なところに目配りを
するようになった。

重
点
取
組
⑥

大
森
地
域
課

住みよい暮らしができる地域づくり
Ａ

　昨年の大雨により被害を
受けた個所の１日も早い復
旧を目指す。

①降雨時のパトロール
の徹底

②判断不明の場合は現
場へ足を運ぶ

③課題発生時は早期解
決

年度末

　通常業務の他に多種多様な業
務が発生する。災害業務に対し
チーム一丸となって課題解決
し、地域住民の元の生活を取り
戻す。

①情報共有・報連相の徹底

②スケジュール管理

③降雨が続いた場合、早めのパー
トロール、また雨量情報だけを鵜呑
みにするのではなく、職員の目によ
る目視確認の実施。

④課員の健康管理

雨が続いた時は、河川や昨年災害
が発生した箇所を確認した。

住民から電話連絡があった時は、
現場へ足を運び、情報の確認を
行った。

多量の雨、強風の翌日は、4班に分
けパトロールを実施した。

自分の目、足で現場の確認を行う。

連絡があった時は、直ちに確認に
行く。

災害の情報は課内で共有する。

４回の避難所設置指示

県工事説明会への出席

多雨の時は、昨年の災害被害箇所と
河川のパトロールを実施した。

避難所開設の指示が出たときは、直ち
にマニュアルに従い設置した。避難所
待機職員が足りない場合は、市民
サービス課と協議し、配属させた。

複数回避難所が開設されたことにより、
細々とした諸問題を見つけ、対応すること
が出来た。
３１年度避難所が開設された場合、３０年
度を踏まえ対応する。

まちづくり推進部　大森地域課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

大
森
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

住民に信頼される窓口対応の確
立

A
・明るく元気なあいさつ
で、わかりやすい窓口対
応をする。

・各係、担当ごとに連
携した窓口対応

年度末

・混雑時のイライラの解消を
します。
・地域住民に理解してもらえ
る窓口対応に努めます。

・お客様への声かけを励行しま
す。
・丁寧な聞き取りによる親切な対
応をします。
・専門用語を使用しない分かり
やすい説明をします。
・全員で問題点を話し合い、業務
マニュアルを見直しながら課題
を共有します。
・研修参加による個々のスキル
アップを図ります。

・毎朝ミーティングを行い、課内
の情報共有を図った。
・利用者の年齢等を考慮し、わ
かりやすい言葉づかいで応対し
た。
・業務の問題点を全員で話し合
い、改善対策を共有した。
・窓口研修等に参加（25回）し、
職員の資質、業務等のスキル
アップを図った。

・窓口において、利用者への積
極的な声かけを行い、業務を迅
速に行う。
・今後も、業務の問題点を話し合
い、改善対策を共有する。
・今後も、研修会に積極的に参
加し、個々のスキルアップを図
り、研修会で得た情報を職員間
で確認する。

・来庁者に対して積極的な声か
けと丁寧な対応が以前よりもで
きた。
・係内での連携がスムーズにと
れyており、主担当が不在でも来
庁者への対応時間の短縮が図
られた。

・窓口対応等で特異なケースが
あった場合、係内で事例検証、対
策等検討を行い、窓口対応の向上
に努めた。
・職員それぞれが研修等に参加し
自己研鑽を図り、業務遂行の成果
に努めた。

・職員が複数の業務を遂行できるよう
になり、短時間で適切な窓口対応がで
きた。

重
点
取
組
②

大
森
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

健康寿命延伸のための健診体
制を目指す

Ｂ
・市民が受診しやすい健
診体制を目指す。

現在各地域局で健診
を実施しており、市民
は居住地域の健診日
程で受診している状
況。

平成30年12月
市民が受けやすいように他
の地域の健診日程も周知し
勧奨します。

・婦人科検診は大雄地域と３日
間合同で実施し、大森地域以外
でも受診できるようにします。
・骨粗しょう症検診を雄物川、大
雄、大森３会場いずれでも受診
できる旨を市民に周知します。
・健診未受診者に市の追加健診
を受診するよう勧奨します。

・大雄地域が実施する平鹿病院
の婦人科検診に大森の住民も
受診できるようにし3日間で１９人
が受診した。
・骨粗しょう症検診を雄物川、大
雄、大森３会場いずれでも受診
できるよう市民に周知し大森の
住民は雄物川会場で1人、大雄
会場で３人受診した。

　
・健診未受診者に市の追加健診
を勧奨し２９人が申込みしてい
る。
・H３１年度に実施する予約健診
についてチラシを10/1号に全戸
配布し周知した。

・大雄地域が実施する平鹿病院
の婦人科検診に大森の住民も
受診できるようにし3日間で１９人
が受診した。
・骨粗しょう症検診を雄物川、大
雄、大森３会場いずれでも受診
できるよう市民に周知し大森の
住民は雄物川会場で1人、大雄
会場で３人受診した。
・健診未受診者に受診勧奨し追
加健診を30人が受診した。

・婦人科検診は大雄地域と３日間
合同で実施し、大森地域以外でも
受診できるようにした。
・骨粗しょう症検診を雄物川、大
雄、大森３会場いずれでも受診で
きるよう西部で共通の通知とした。
・健診未受診者に市の追加健診を
受診するよう周知した。

・婦人科検診は昨年より５人多い１９
人が受診した。
・骨粗しょう症検診は、今まで１日のみ
で都合の悪い方は受診できなかった
が別日程があることで受けやすくなっ
た。
・市の追加健診は、仕事等で平日受
診できない方にとってはいい機会と
なった。

重
点
取
組
③

大
森
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

高齢者一人暮らし世帯等の訪問
及び見守り世帯の把握と支援の
継続

Ｂ

・高齢者一人暮らし世
帯、高齢者のみの世帯
を民生委員、保健師、福
祉担当の３者で訪問の
継続を行う。
・見守り世帯のリストを情
報更新しながら、支援策
を継続して探る。

・高齢者一人暮らし世
帯の訪問を実施す
る。
・地域民生委員や社
協等と情報共有を図
りながら見守り世帯
の状況を把握する。

年度末

・高齢者一人暮らしの全世帯
訪問を実施します。
・要見守り世帯の状況が深刻
化、複雑化する前に相談に
応じ、不安解消を図ります。
・内容に応じて関係機関への
紹介等支援策を講じます。

・訪問時期を１１月として、雪寄
せ支援等高齢福祉事業利用へ
とつなげていきます。
・民生委員による地域活動を通
して住民動向を把握し、問題の
早期発見につなげます。
・見守りが必要との情報を得た
場合は、随時保健師と福祉関係
者が連携し巡回を行いサポート
します。

・7月に実施した高齢者世帯調査
（高齢ふれあい課）の結果と民生
児童委員からの情報を基に対象
者の抽出を行った。対象者126
名

・民生児童委員と日程調整を行
い個別訪問を実施する。11/12
～11/14予定

・対象者126人について、訪問を
実施した。

・11月12日～14日（3日間）の日程
で民生児童委員、福祉係の2人体
制で126人について訪問を実施し、
健康状態、心配事等について聞取
りを行った。健康状態に関しては
後日保健師が直接指導、又は医
療機関受診を勧める。その他心配
事等については、関係機関へ支援
を依頼する。

健康状態については、保健師からの
指導等により安心が得られた。その他
の心配事も解決への道筋がつくなど
安心が得られた。

重
点
取
組
④

大
森
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

地域に開かれた保育所をめざ
し、家庭や地域と連携しながら、
交流を深める場をつくる。

Ｂ
・地域住民との交流の充
実を図る。

・子どもたちよる地域
とのかかわりづくりの
実施。

年度末

・地域の行事に積極的に参
加し交流を深め、地域住民と
交流しやすい環境を構築しま
す。

・職員一人ひとりが地域の伝統
行事に対する理解を深め伝統行
事伝承の一助になるよう努めま
す。
・老人福祉施設を訪れるなど、多
世代との交流を行っていきま
す。。
・地域の方々と多く接し、地域の
保育園として園児を通して地域
住民へ明るい話題を提供しま
す。

・老人福祉施設（2施設）を訪れ、
多世代との交流を図った。
・敬老会へ参加し、和太鼓を演
奏した。
・地域の方々と多く接することが
出来るように、地域の方たちが
集まる場へ出かけ交流を図るよ
うにした。

・新たに要望があった高齢者施
設を訪問し、利用者と園児の交
流を図る。
・全年齢の園児が交流できるよう
に保育所へ地域の方を招待して
交流を実施したい。

地域との交流
　・健康の駅、老人施設慰問
　・図書館見学・図書館体験
小学校との交流
　・保育士の学校体験
　・小学校教諭による保育士体
験
　・学習発表会予行見学
　・体験入学
　・アプローチカリュキュラムの見
直し
伝統行事・地域行事への参加
　・大森太鼓発表会(ひまわり太
鼓)
　・エリア雪まつり(ひまわり太鼓)
　・梵天親子楽しみ会

・地域交流の計画を見直し、参加し
やすい形を作った。
・伝統行事は毎年繰り返されること
でつながるので、職員間で引き継
ぎ、取り組みを続けている。
・小学校との連携、交流を行うこと
で就学の不安を少し解消できる効
果ができた。
・アプローチカリュキラムについて、
小学校の先生と話し合う場を近隣
保育所とともに設ける。

・老人施設の訪問、健康の駅などでの
地域のお年寄りとの交流ができた。参
加する年齢を広げたことで、ふれあう
機会も広がった。
・図書館見学、図書館体験を通して絵
本に触れる機会、既存の施設へ関心
を持たせることができた。
・小学校との交流の場や機会ができた
ことで、就学に向けた取り組みがス
ムーズに行えた。

まちづくり推進部　大森市民サービス課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

十
文
字
地
域
課

市民に信頼される業務の遂行と
係の連携強化

Ｂ
・職員の意識

・3係の連携

・市民の要望の多様
化

・職員全員が複数の
業務に対応

年度末まで

・市民の要望に迅速かつ適
切に対応できる

・職員全員が協力して業務を
遂行する

・各種研修会への積極的な参加
による職員の資質向上
・報、連、相の徹底
・定期的な打合せによる情報共
有
・係、個人のスケジュール共有
・課の問題、課題の共有

・職員研修等への参加を働きか
け、資質の向上を図った。
・係毎の定期的な打合せを励行
した。
・スケジュールの共有により係相
互の業務進捗状況の理解を図っ
た

・職員研修を申し込んだが抽選
洩れ等により全員が参加できな
かったので、下期においても積
極的な受講を働きかける。
・地域局内会議の内容を全職員
に周知し、課の事業進捗状況の
共有を図る。

・迅速、適切な電話、窓口対応を
行った

・行事、イベントを含め職員が一
丸となって業務の遂行にあたっ
た

・職員研修等の受講による職員の
資質向上
・スケジュールの共有による業務
内容の相互理解
・課、係の定期的な打合せ開催に
よる協力体制の構築

・お互いの業務を理解し、自分の担当
以外のお客様にも積極的に対応する
体制が構築できた。

・係を超えて業務を遂行する雰囲気が
醸成された

重
点
取
組
①

十
文
字
地
域
課

十文字地域多目的総合施設建
設事業の推進

Ａ
多目的総合施設の建設
工事の基本・実施設計

施設のおおまかな面
積と概算事業費を設
定

平成３１年２月まで
建設工事実施設計図書の完
成

・設計プロポーザルにより決定す
る業者への業務委託
・庁内や地域住民への説明
・設計図書を完成させるための
十分な設計協議

・各地区会議での整備概要説明
・各業務委託契約発注完了
・地域局庁内検討会開催
・関係部署との基本設計協議
・地域局だよりでの情報発信
・文化センター及び幸福会館利
用団体への利用状況アンケート
実施

・関係部署との設計協議
・文化センター及び幸福会館利
用団体への情報提供
・庁内及び議会への経過報告
・各委託契約完成図書の確認
・建設地についての開発行為協
議

建設工事実施設計図書の完成

・関係部署との設計協議
・文化センター及び幸福会館利用
団体への説明会
・住民説明会
・地域局だよりでの情報発信
・庁内及び議会への経過報告
・各委託契約各種資料の内容確認
・建設地についての開発行為協議

・平成31年度から始まる建設工事の
円滑な実施が可能となり、平成32年
秋完成のスケジュールで遂行していく
ことができる。

重
点
取
組
②

十
文
字
地
域
課

市民協働による地域づくり Ａ

・十文字西地区交流セン
ターの運営
・十文字、三重公民館の
交流センター化に向けた
取り組み

・自主運営により、既
存事業の実施
・地域住民主体の地
域づくりの必要性を
理解していない

年度末まで

・センター化2年目に当たり、
事業仕訳を実施し、新たな事
業等の取組への支援
・地域づくり支援課が示した
「目指す姿までの取組（過
程）」のSTEP1（現状把握と必
要性の周知）の実現

・運営協議会及びセンター長と
の協議、調整の実施と事業支援

・地区会議や地域関係団体を対
象にした説明会やワークショップ
等を開催

・西は計画通りの5事業実施
・事業アンケートを含め事業報告
の実施
・地域づくり支援課等とのワーク
ショップ開催協議
・十文字、三重公民館関係者と
の協議実施

・新規事業の開催に向け、運営
協議会及びセンター長との調
整・協議・支援

・十文字、三重公民館関係者の
ワークショップ視察

・当初計画通りの15事業実施。
・15事業へのアンケート及び事
業報告完了

・十文字・三重公民館関係者へ
のSTEP1（現状把握と必要性の
周知）の実現

・新規事業の開催に向け、運営協
議会及びセンター長との調整・協
議・支援

・十文字・三重公民館関係者によ
る全3回のワークショップ視察。

・事業実施後の振り返りが定着し、事
業の改善につながった。

・十文字・三重公民館館関係者の地
域維持運営意識の向上から懸案で
あった町民運動会の代替事業を実現
した。

重
点
取
組
③

十
文
字
地
域
課

「道の駅十文字」リニューアル工
事の推進

Ｂ
「道の駅十文字」リニュー
アル工事

建設基本設計の策定 年度末まで リニューアル工事の完了

・7月までに国、道の駅等と十分
な協議を行い、実施設計図書を
完成させる。
・9月以降の工事中も十分な打
合せを行い、作業事故等の発生
を防ぎ、工期延長等することが
無いように進める。

４月　実施設計発注
４～８月　設計打合せ　９回
８月　建築本体工事、
　　　 機械設備工事、
　　 　電気設備工事の
　　　 ３工事に分けて発注。

設計の完成が半月ほど遅れ、契
約までの間にお盆が入り、工事
着工が予定よりも１カ月弱遅れ
た。
今後、業者、道の駅と綿密な打
合せを行い、工期内の完成を目
指す。

工期内に完成

工事着工が予定よりも１カ月弱遅
れたが、業者、道の駅等との11回
に及ぶ綿密な打合せを行い、工期
内の完成となった。

業者、道の駅等との打合せの中でより
良い施設を目指し、いろいろな方法を
見出しながら当初計画以上のリニュー
アルにつなげることができた。

重
点
取
組
④

十
文
字
地
域
課

地域の安全確保 Ａ
・交通死亡事故ｾﾞﾛ日数

・年間火災発生件数

・交通死亡事故ｾﾞﾛ
1,400日達成
（H30.3.25）

・過去5年の年間火災
発生件数の平均　5.6
件(H25 8件、H26 3件、
H27 7件、H28 4件、Ｈ29
6件）

年度末まで

・交通死亡事故ｾﾞﾛ
　1,700日達成(H31.1.19)

・火災発生件数　　5件以内

・交通安全団体等と連携し、交
通安全思想の普及を図る。
・交通安全設備の確認
・消防団、消防署等と連携し、防
火思想の普及を図る。
・防火設備等の点検を行い有事
の際に備える。

・交通安全関係団体と連携し、
交通安全旬間を中心に各種イベ
ント、啓蒙活動を行い、交通死亡
事故ゼロを継続している。
・消防団、消防署、火災予防組
合と連携し防火思想の普及を
図っているが、これまで1件の火
災が発生。

・引き続き関係機関と連携し、イ
ベント、チラシ配布等を通じて冬
期間の交通事故防止を図る。
・今後、暖房器具の使用時期と
なるので引き続き防火思想の普
及を図り、火災予防に努めるとと
もに、消防設備の点検、防火水
槽・消火栓の除雪を行うなど消
防水利を確保する。

・交通死亡事故ゼロ継続中
（1,700日以上）

・火災発生件数２件

・交通安全協会等交通安全団体と
連携し、各種の啓蒙活動を行うとと
もに、近隣で大きな事故があった
場合には、チラシ等を配布して交
通事故防止に努めた。
・消防団、火災予防組合等と連携
し、防火思想の普及に努めるととも
に、有事に備え、消防水利の確保
に努めた。

・各団体の協力のもと、子供から高齢
者まで、交通安全意識の普及を図るこ
とにより、死亡事故の発生を防ぐこと
ができた。

・目標は達成できたが、２件の火災は
発生してしまった。また、うち１件は消
火活動にあたった消防団員が負傷し
てしまい、残念であった。

重
点
取
組
⑤

十
文
字
地
域
課

安全・安心して暮らせる地域環
境の確保

B
・道路、公園施設等の適
切な維持管理

【平成29年度】
・道路瑕疵事故　0件
・直営作業事故　1件

年度末まで
【平成30年度】
・道路瑕疵事故　　　0件
・直営作業事故　　　0件

・係を越えた体制で定期的な道
路パトロールを実施し、危険、修
繕箇所の早期発見と迅速な対応
を行う。
・作業事故をなくすため作業前
の喚起とﾋﾔﾘﾊｯﾄ体験の共有を
行う。

・月二回、係を超えた班編成によ
り道路パトロールを行う体制を昨
年から継続しており、道路及び
交通安全施設の確認を行い、危
険個所等の早期発見と修繕を
行った。(34ヵ所）

・現在の体制に加え、除雪期に
は除雪作業員が除雪パトロール
の際道路パトロールと修繕を併
せて行い、安全確保体制の強化
を図る。
・作業前の声掛けと終了後にそ
の日の作業状況とﾋﾔﾘﾊｯﾄ体験
の確認を行う。

・道路瑕疵事故　　0件

・直営作業事故　　2件

・係を越えた班編成による月2回の
パトロール体制を継続し、危険個
所等の早期発見、早期対応に努め
た。

・作業前の声掛けや、他地域での
事故状況の共有、ﾋﾔﾘﾊｯﾄ体験の
確認を行い、事故防止に努めた。

・道路パトロール体制を強化したこと
により、舗装や交通安全設備の不具
合を早期に発見し迅速な対応を行うこ
とにより、瑕疵事故の発生を未然に防
ぐことができた。
・作業員への情報提供や注意喚起を
十分行ったが、降雪初期の除雪作業
中に不注意による事故が発生してし
まった。

まちづくり推進部　十文字地域課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

十

文

字

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

市民に親しまれ、信頼される窓
口対応の確立

B
・来庁者への窓口対応
・職員個々のスキルアッ
プ

各係、担当ごとに連
携した窓口対応がで
きています。

年度末

職員全員が研修に１回以上
参加し、課内業務の恒常的
な申請書の記載、受付がで
きます。

・来庁者へ積極的に声掛けしま
す。
・窓口対応について情報を共有
します。
・課内勉強会を開催します。
・各担当業務のマニュアルを整
備します。

・積極的な声掛け、連携により適
切な窓口対応ができた。
・朝の打合せで職員相互のスケ
ジュールや情報共有を図った。
・担当内で窓口業務や申請書記
載の勉強会を実施した。

・今後も積極的な声掛けを励行
し、迅速・適切・親切な対応を行
う。
・申告時期の来客対応につい
て、限られた職員で効率よく対応
できるように、協力体制を充実さ
せる。
・担当内での情報共有を図り、自
己研鑚・研修参加を勧める。

・恒常的な窓口業務ではスムー
ズな対応が出来ている。
・１回以上の研修参加は、業務
や職員数の関係で参加できな
かった職員がいる。

・申告相談時期の窓口混雑時も、
来庁者への積極的な声掛けによ
り、苦情等もなく対応、処理でき
た。

・少ない職員数での窓口対応で、出張
や会議、年次等が重なると研修参加
も厳しくなる。昼休みも休む当番制を
とっているが、同様に厳しい状況であ
る。
積極的な声掛けや課内の協力体制だ
けでは解決は厳しい。

重
点
取
組
①

十

文

字

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

事務処理ミス、漏れ等の防止 B
工事や施設管理委託等
の契約事務の徹底

保育所、健康福祉セ
ンターの改修工事等
契約関係が多くあり
ます。

各契約完成検査時
まで

定期監査時「指摘事項なし」
を目指します。

・契約事務処理チェックシートの
確認を怠らない。
・複数名での書類確認の徹底
・関係機関との情報共有を図る。

・工事契約事務では、建築住宅
課へ相談や助言アドバイスを受
けながら進めた。
・書類の確認も複数の目でチェッ
クシートを確認しながら進めてい
る。

・保育所の冷暖房改修工事が本
格的に始まるので、専門的な部
分は建築住宅課からアドバイス
を受けながら早めの完成を目指
す。
・健康福祉ｾﾝﾀｰでは下期にも工
事契約があり、書類の漏れ等が
ないよう、また年度内完了できる
よう進めたい。

・係内で協力し複数人で書類確
認を行い、定期監査では「指摘
事項なし」と目標達成できた。

・契約事務チェックシートを使用す
る。
・契約事務関係機関、係内で情報
共有を図る。
・工事契約、施設年間契約の入力
ミス、チェック漏れを複数人で確認
した。

・係内で体制を整え契約事務処理を
することで協力の意識付けや情報共
有のいい機会となった。
・「指摘事項なし」の目標達成となった
が、今回の体制を他の事務処理にも
生かせるよう課内の協力体制を徹底
したい。

重
点
取
組
②

十
文
字
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

健康寿命延伸を目指した健（検）
診体制の構築

Ａ
住民が受診しやすい健
（検）診体制を目指す。

健（検）診の実施方法
に地域差がありま
す。

年度末

・他地域の健（検）診日程も周
知し、市民がどこでも早期に
漏れなく受診ができるよう拡
充します。
・骨粗しょう症検診の十文字
受診率
　　Ｈ29　65.6%　→　Ｈ30
70.0%

・骨粗しょう症検診を南部ブロッ
ク（増田・平鹿・十文字）で幸福
会館にて実施。３日間概ねどの
日程でも受診できる旨を周知し
ます。
・新健（検）診体制について市民
より理解して貰えるよう周知方法
を検討・徹底します。

・全戸配布まめまめ情報により
全市分の健(検）診日程を周知し
未受診者には他地域を勧奨中。
・骨粗しょう症検診受診率（6月
末）66.7%
9月横手地域の検診に2名依頼
中。今後西部地区（9月）にも受
診できる様調整する。

・追加健（検）診を10/28平鹿町
ゆとり館、11/3横手武道館、
11/4平鹿総合病院で実施予定。

・各地域局毎に新健（検）診体制
についてのチラシを10/15号で全
戸配布し市民への周知を図る。

・骨粗しょう症検診受診率
申し込み者　164人　受診者113人
受診率68.9%　　H29　65.9%
・追加健診受診者（10/28.11/3）での
特定健診受診者　44人　　総受診者
840人　　　　　　　　（最終受診率
65.0　%）　　　　　　　　　　　　　　・新
健（検）診体制において、10/15号の
チラシで周知したが十文字地域は
今年度と同体制の予定であることか
ら、市民からの問い合わせは現在
のところはない。

・全戸配布まめまめ情報により、骨
粗しょう検診未受診者には、横手・
西部地域の日程を案内し受診に繋
げた。　　　　　　　　　　　　・追加の
特定健診は未受診者に個別通知
し受診率の向上を図った。

骨粗しょう症検診はサクランボの収穫
時期と重なり、目標の受診率70%には
今一歩及ばなかった。

重
点
取
組
③

十
文
字
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

・元気いっぱい遊べる子ども

・職員の資質の向上
B

・改訂保育指針に基づい
た保育の充実

・幼児期の終わりまで
育ってほしい子どもの
姿について取り組みま
す。
・０～５歳児までの連続
した育ちを考慮します。

年度末

・いきいきと遊ぶ子どもを育てま
す。
・遊びや生活の中で言葉による
伝えあいができる子どもを育て
ます。
・健康的な生活をめざす子どもを
育てます。
・保育の専門性を高め保護者支
援の充実を図ります。

・子どもが主体的に遊びが展開
できるよう、発達に応じた環境を
整えていきます。
・所内の衛生環境を整え、健康
に気を付け、衛生習慣を身につ
けられるよう支援します。
・各種研修会に参加して所内研
修の充実を図り職員の資質向上
に努めます。
・保育所に関心をもっていただく
ように、保育所の取組みや連絡
等、情報を発信し、保護者の皆
様と情報共有します。
・必要に応じて保育相談､個人面
談を実施し家庭との相互理解を
深め、より良い子どもの成長を
支援していきます。

・所内研修では未満児・以上児
が改訂保育指針に基づき元気
いっぱい遊び、主体的に遊びが
展開できるような計画を立てて
実施している。
・読み聞かせ、友達や保育士と
の遊びの経験を通して情緒の安
定を図りながら、伝えあう楽しさ
を経験。
･インエンザ、ノロウイルス、RSの
感染症が発生してしまった。
・ほぼ全員が研修会に参加し知
識と専門性の修得に努めてい
る。8/28保育アドバイザーの要
請訪問、8/30横手支援学校の要
請訪問実施

・引き続き子どもの発達を考慮し
遊びの環境を整え、主体的に関
わっていけるよう取り組んでい
く。
・今後も毎日の読み聞かせ、季
節ごとの様々な経験を多く持つ
ようにする。
・これまで以上に子どもの体調
変化に注意し保護者と情報を共
有していく。嘱託医からの助言を
基に感染症のメール配信、保健
だより、掲示板で注意喚起を行
う．感染の蔓延を防ぐよう環境を
整える。11/22手洗い教室実施
予定
・研修したことを職員間で報告し
合い、研鑽に努め、保護者との
関係を高めていく。
12/5南教育事務所要請訪問、
2/5横手支援学校要請訪問予定

・計画に基づき所内研修を行うこと
ができた。未満児は保育士と一緒に
様々な遊びを経験し、友達への関
心も持てるようになり、語彙も増えて
きている。以上児はいろいろな経験
をすることで、主体的に活動ができ
るようになった。特に年長児は就学
を意識した保育をしていることで、協
同性、思考力が芽生えたり数や文
字への関心も見られ意欲的に生活
をしている。
・各年齢共、語彙が増え保育士や友
達とのコミュニケーションを活発にし
ている。
・11/22手洗い教室・1/15嘔吐物の
処理の仕方の研修を受けたことで、
子どもも職員も感染予防意識が高
まった。
・職員が各種研修を受けて情報や
専門性を高める努力をしている。毎
月、研修会報告を行い、皆で情報の
共有ができた。また専門機関と連携
しながら、子どもの成長を研修でき
た。
・親の思いを受け止め保育所での
様子を伝えながら、安心感や信頼
関係を築いている。

・所内研修の後の振り返りや今後
の課題を話し合う時間を作る。改
定保育指針に沿って計画が立てら
れているか指導計画の見直しを
行った。
・行事を通して成長を確認しあい、
子ども達が意欲を持てるような言
葉がけをしている。毎日、読み聞
かせの時間を確保し情緒や言葉
の発達に取り組んだ。
・保護者に保育だより・保健だよ
り、感染症のメール配信で情報発
信をした。
・各種研修会に参加したり、講師を
呼んで、職員が所内で研修を受け
られる機会を設定した。
・必要に応じて面談日を設け、保護
者と悩みや思いを共有し、子ども
のより良い成長ができるよう話し合
う。

・振り返りや見直しをすることで、職員
の意識統一ができ、保育の方向性が
同一化できた。
・上期に感染症が発生したことで、感
染症予防の意識が強くなり、皆で予防
や防止対策を出し合って下期に活か
すことができた。

まちづくり推進部　十文字市民サービス課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

山
内
地
域
課

来庁しやすい、風通しの良い組織風
土の確立

Ｂ
・職員の接遇マナーと資質
の向上

・お客様が来庁した際、
気づきが遅かったり、対
応が迅速でない。
・市民からの問い合わ
せへの対応がタイム
リーでない。

年度末まで

・全職員が常に総合窓口担当の
意識を持ち市民対応ができてい
る。

・業務に対する優先順位を的確
に判断でき、市民満足度が向上
している。

・意識づけを図るため、月毎に声掛
け担当となる係を決めて重点的に
取り組みます。（上半期）
・庁舎内の案内表示等を見直しま
す。
・課内ミーティング時に問い合わせ
等への対応を振り返ります。

・各係ごとに声掛け担当を決め
て来庁者への挨拶や案内ができ
た。
・2F公民館へのスムーズな誘導
を行うため、案内板を工夫した。
・課内ミーティング時に振り返り
を行い、いい悪いの状況を共有
した。

・業務多忙時においても親切な
来庁者への対応ができるよう
個々の意識向上を図る。
・各係への動線を分かりやすく表
示したり案内板を工夫したりす
る。
・取り組みへの振り返りを確実に
行う。

・来庁者に対して率先して声掛
けができるようになった。
・2F公民館への誘導がスムーズ
になった。

・上半期において、月毎に係り単位
で声掛け担当を決め、課内ミーティ
ング時に振り返りを行った。
・庁舎入口へ行事予定表（場所表
示）を掲示した。

・明るく元気な声で来庁者へ対応がで
きるようになり、業務においても円滑
に対応できた。
・公民館ホールや会議室へスムーズ
な誘導ができた。
・時折窓口を探す来庁者がいることか
ら、視覚（ライン表示）による誘導対策
を検討する。

重
点
取
組
①

山
内
地
域
課

交通安全・防火運動の推進 Ｂ
・管内における交通死亡事
故と火災発生件数

・平成29年11月18日交
通死亡事故ゼロ2,000日
達成《継続中》
・H29火災件数3件（H28
3件、H27 3件、H26 0、
H25 3件）

年度末まで

・交通死亡事故ゼロ継続と年間
無事故達成

・年間無火災達成

・交通安全関係団体及び地域住民
と連携し交通安全教室や研修会を
開催します。
・防災無線やチラシ等で住民に注意
喚起を行うとともに、注意警報情報
等を適時に提供します。

・死亡事故ゼロ継続中
・安全対策が必要な危険個所を
各地区ら聞き取り調査し、関係
機関に要望した。
・火災件数　ゼロ
・原野火災予防のため、空気の
乾燥する時期に防災無線で注意
喚起をした。

・「早めのライト点灯」を防災無線
で呼びかける。
・冬季の事故防止のため、高齢
者ドラーバー向けの安全運転講
習会を実施する（１月頃）
・大根の燻し作業時期に、防災
無線で注意喚起をする。

・Ｈ29年11月18日、交通死亡事
故ゼロ2,000日を達成し、なおも
継続中。 （年度末日数2,498日）
・年間無火災を達成した。Ｈ29年
11月1日の火災発生以降、無火
災継続中。

・防災行政無線を利用し、さまざま
なタイミングで交通安全や火災予
防の呼びかけを行った。
・春、秋の火災予防運動期間中
は、全地区をパレードし、防火運動
を行った。また、新たに火災予防組
合が実施した「火災予防啓発パ
レード」の活動を支援した。

・交通死亡事故ゼロの記録が更新さ
れていることで、住民の交通安全意識
が高まっている。
・年間無火災を達成したことにより、消
防団員はもとより住民の火災予防に
対する意識が向上し、継続につながっ
ている。

重
点
取
組
②

山
内
地
域
課

地域ささえあい活動の推進 Ａ
・自主防災組織の活動と地
区共助の推進

・H29防災訓練実施団
体数
10地区（13地区中）
・継続的に自主活動が
できていない地区　5地
区

年度末まで
・全13地区において自主的な防
災訓練ができている。

・区長連絡会議を開催して、自
主防災活動の重要性を引き続き
説明します。
・自主的な活動ができていない
地区を重点的に、参加しやすい
訓練項目を提案しながら、活動
をサポートします。

・９月末実施済　　３地区
・区長連絡会議で、各地区防災
訓練の実施を促した。
・未実施地区に対しては、文書
にて実施の重要性を伝えるとと
もに訓練内容を示しながら、再
度活動を促した。

・未だ、「自主的活動意識」が高
まっていない現状にある。
・区長会議で訓練実施状況を報
告し、活動内容等の情報共有を
図るとともに、活動事案を紹介し
ながら自主的な活動を促す。

・13地区中10地区で防災活動を
実施（実施率77％）
・6/3要援護者支援を伴う防災訓
練を上平野沢地区で実施した。
（参加者数69人）

・区長連絡会議（３回実施）の開催
の都度、区長に対して、自主防災
活動の継続の重要性を説明しなが
ら、訓練等の実施を促した。
・計画未実施の地区に対しては、
幾度なく訓練内容の提案を行いな
がら実施を呼びかけた。

・自主防災組織が全地区に設立され6
年が経過しているが、自主活動に対
する意識がまだ高まっていない。
・地区役員だけではなく、多くの住民
が、防災活動の重要性を認識し、自主
的な活動ができるよう新たな訓練項目
を提案するなど粘り強くｻﾎﾟｰﾄする必
要がある。

重
点
取
組
③

山
内
地
域
課

新たな地域づくり組織の確立 Ａ
・地区交流センター設立を
目指した取り組みの推進

・山内4地区会議
・交流センター準備委員
会等の発足にいたって
いない。

年度末まで

・地区交流センター化に向けて、
準備検討委員会が立ち上がり、
地域に合った組織の検討を行っ
ている。

・視察研修、ワークショップを開催
し、地域の現状、課題を洗い出しま
す。

・地区交流センター準備委員会
のメンバー（委員数）を区長会議
に諮り、決定した団体へ依頼文
を通知し及び公募により準備委
員メンバーを決定した。

・山内地域は区長制度が確立さ
れており交流センター化が必要
なのか問われるが、準備委員会
を開催し、委員への内容説明と
交流センター化を理解してもら
い、地域の現状や課題を洗い出
す。

・組織体制の確立を図り、準備
委員を決定した。（準備委員26
名）
1回目の地区交流センター準備
委員会を開催した。

・区長連絡会議（7/24）で新たな地
域づくり組織について説明し、準備
委員の人数を確定した。
・第1回準備委員会（1/30）を開催
し、委員への内容説明と今後のイ
メージや計画を説明した。

・平成34年度の地区交流センター試
行開始に向けての意識づけができ
た。
・H31年度にワークショップなどを開催
し、地域の現状や課題などを洗い出
し、地域に合った運営組織となるよう
検討する必要がある。

重
点
取
組
④

山
内
地
域
課

地域内情報の発信強化 Ｂ
・公民館報とは別に地域の
情報や行事、お知らせ等の
情報発信

・前年度までは元気の
でる地域づくり事業で地
域局通信を発刊した。
・防災無線で情報提供
している。

年度末まで

・定期的に情報発信ができてい
る。

・リアルタイムに防災無線による
情報発信ができている。

・区長、生涯学習奨励員、学校等と
連携を密にして情報収集します。
・生活安全面に危険を及ぼすクマ出
没情報などを防災無線により適時
発信します。

・元気のでる地域づくり事業「地
域局通信」廃刊に伴い、今年度
より自主作成した「さんない地域
局だより」を６月・８月の２回発刊
した。
・クマ出没情報や避難所設置情
報等を防災無線で周知した。

・地域局だよりは今年度から白黒で写
真が見にくいが、少しでも工夫を凝ら
し、更に地区住民へ分かりやすい内容
で、２ヶ月に１回の発刊を目標に、山内
地域の情報発信を継続していく。
・災害等が発生した場合は、状況を把
握し、速やかに情報を防災無線で発信
する。

・「さんない地域局だより」を自主
作成し、6月以降2ヶ月に1回発刊
した。（5回発刊）
・防災無線によるリアルタイムな
情報発信ができた。
（２２９回放送）

・各地区でのイベント等を区長、生
涯学習奨励員、公民館協力員等と
連携を密にして、情報収集を行っ
た。
・クマ出没や避難所開設状況を注
意深く把握し、情報取得後、速や
かに放送した。

・白黒印刷ではあったが、地域の旬な
話題や活動状況を発信でき、地域の
方々より喜ばれた。
・台風接近時（３回）に、避難所開所情
報を速やかに発信したことで、数人が
避難所を利用し、住民に安心を与える
ことができた。

重
点
取
組
⑤

山
内
地
域
課

『山内ブランド』の普及拡大と継続的
な生産体制づくり

A
・『山内ブランド』3品目の普
及及び生産・販売拡大

Ｈ29販売実績（見込）
・山内いぶりがっこ
　　　　　45,621千円
・山内いものこ
　　　　　35,565千円
・山内にんじん
　　　 　  1,845千円

年度末まで

販売目標
・山内いぶりがっこ
　　　　　　　　46,000千円以上
・山内いものこ
　　　　　　　　37,000千円以上
・山内にんじん
　　　　　　　　　2,000千円以上

・イベント開催や広報によるＰＲを強
化し、知名度アップを図ります。
・販路拡大のため、生産者及び本庁
関係各課と連携を強化します。
・いぶりがっこの継続的な生産確保
のため、生産作業の共同化や省力
化の検討を行います。

・いものこまつり（9/16）には、県
内外から約４万人の来場者があ
り、大いに山内いものこのＰＲが
図られた。
・山内いものこ品評会（9/28）で
は、19株の出品があり、表彰を
復活をさせたことにより、生産意
欲とPRの充実を図ることができ
た。

・山内にんじん、山内いぶりがっ
この出荷時期を迎えるにあたり、
イベントの開催や出張販売、マ
スコミの活用により、知名度アッ
プを図る。
・生産から出荷までに問題点や
課題を洗い出し、関係各課の協
力を得ながら、生産体制の確立
を目指す。

・山内いぶりがっこ、山内いもの
こは、昨年より上回ったが、山内
にんじんは、猛暑などの天候の
影響により減収となった。
販売実績
・山内いぶりがっこ  48,558千円
・山内いものこ        37,708千円
・山内にんじん         1,739千円

・品評会や各種イベント等を開催
し、マスコミなどに取り上げられる
ようPRを積極的に行った。特に、い
ぶりんピック（2/5）に小泉武夫東京
農業大学名誉教授を特別審査員
として招聘した。
・秋田市での出張販売や道の駅に
おいてフェアを開催した。

・山内ブランドのＰＲ等の取り組みによ
り、着実に効果が現れてきており、作
れば売れる産品とし定着している。
・生産者の高齢化による生産量減少
が懸念されており、引き続き、後継者
育成や新規就農、労働環境の改善等
を検討する必要がある。

重
点
取
組
⑥

山
内
地
域
課

安全・安心な地域の道路環境の推
進

B
・生活道路の損傷及び危険
箇所への対応

・H29対応不備に関する
苦情メール・手紙
2件（H28 0件）
・H29管理不備による事
故 2件（H28 0件）

年度末まで
・対応不備による市民からの苦
情電話、メール、手紙　0件
・管理不備による事故　0件

・道路パトロールを最低月１回実施
し、不良箇所を早期に発見します。
・市民要望に対して、迅速な現場確
認と必要な対応を行います。
・苦情・事故の検証を行い、原因を
把握し、作業員同士に情報を共有
し、適切な除雪作業を行います。

・道路パトロールの実施により、
管理不備による事故ゼロを達成
することができた。
・市民からの穴ぼこをはじめとし
た道路修繕の通報・要望等が50
箇所あったが、迅速に対応する
ことができた。

・これから降雪期を迎えるにあた
り、一層のパトロール強化をは
かり、道路不備箇所の早期発見
及びきめ細かな除雪を行う。
・市民からの通報及び要望に対
して、引き続き、現場確認、必要
な対応を速やかに行う。

・市民からの通報等には迅速に
対応し、対応不備に対する苦情
は無かった。

・不定期ではあったが、こまめな道
路パトロールを実施した。
・冬期間は除雪作業員によるパト
ロールを実施し、雪崩がおきそうな
危険箇所の排雪や道路穴ぼこ等
の解消を行った。

・昨年と比較し、積雪量、降雪量が少
なく、大きなトラブルなども無く、安全・
快適な道路環境の確保が図られた。

まちづくり推進部　山内地域課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

山
内
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

市民や地域に信頼される窓口業務
の確立

Ｂ
・窓口業務全般
・窓口対応事例やヒヤリ
ハット事例

・主に正副担当で対応
し、必要に応じ係間で
連携
・窓口対応のレアケース
や相談内容等の情報共
有が不十分なため、対
応時間にバラつきが生
じる

年度末

・係内、係間で連携して対応レス
ポンスの向上（待ち時間、処理
時間の短縮）
・窓口対応事例、ヒヤリハット事
例等の記録、情報共有を徹底
（共有事例：年間50件）

・来客への積極的な声掛け、案内誘
導を行います。
・日常的に係内、係間で連携すると
ともに、混雑時や税申告期などは係
を問わず窓口対応します。
・接遇マナーの向上、担当業務の習
熟、情報共有、書類整理などにより
対応時間の短縮を図ります。
・共有ファイルを活用して対応事例
や相談事例、ヒヤリハット事例を蓄
積し、定期的な確認により情報共有
する仕組みを確立します。

・混雑時を中心に係・職種を問わず
来庁者への声掛けを励行した。
・課内会議で週予定等の情報を共
有するとともに、必要に応じて係ごと
に打合せやレビューを行った。
・申請書類等の様式や保管場所を
点検整理し、対応時間の短縮を図っ
た。
・共有ファイルを活用して問合せや
レアケース、要改善事例等を共有
し、今後の活用方法を課内会議で
検討した。（23事例を蓄積、12情報
を共有）

・混雑時に限らず、来庁者への声掛
けや丁寧な対応を徹底する。
・課内会議等で継続して接遇マナー
や書類整理などを確認し合う。
・税申告相談期間は係を越えて体
制と対応を整え、窓口体制に支障を
来さないよう調整する。
・共有ファイルによる事例・情報の共
有を継続する。単に事例を入力する
だけなく、課内会議等を通じ周知・
徹底できる仕組みを確立する。

・係内、係間での連携と情報共有を
徹底し、待ち時間や説明内容に対
する不満やクレームはなかった。
・相談や問合せ、レアケースなどの
対応事例33件、業務上の要改善事
例17件を蓄積し、業務上の情報33
件を共有した。（計88件）
・毎週の課内会議で、新たな事例、
情報を確認し、情報の共有と定着が
図られている。

・混雑時を中心に係・職種を問わず来
庁者への声掛けを励行した。窓口が
手薄となる申告相談期間などは、係間
で連携して対応した。
・申請書類等の様式や保管場所を点
検整理し、対応時間の短縮を図った。
・共有ファイルを活用して問合せやレ
アケース、要改善事例等の情報を入
力・共有し、課内会議で事例や情報を
確認するとともに、必要に応じて課・係
単位で打合せやレビューを行った。

・気掛かりな事例や業務上共有すべき情
報を記録し、確認や検討することが習慣
化され、迅速な対応とレアケースに落ち着
いて対応できるなどの効果が見られた。
・事務ミスやヒヤリハット等の要改善事例
を確実に把握でき、同様のミスを防ぐ対策
を検討するなどの業務改善につながっ
た。
・事例・情報を入力して共有するだけでな
く、確認や活用の仕方を体系化し、事例や
情報の定着を図る必要がある。

重
点
取
組
①

山
内
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

環境美化推進員と連携した環境美
化活動の充実

Ｂ

・ごみの分別収集
･クリーンアップ活動
・花いっぱい運動

〔H29年度実績〕
・ごみ収集１回につき6
～7か所の未回収
・クリーンアップ：年2回
実施、計2,089人参加
・花いっぱい運動：取組
花壇数48か所、全県コ
ンクール応募8か所

年度末

・未回収ごみの減少
・クリーンアップ活動：年2回実
施、各回1,000人以上の参加
・花いっぱい運動：取組48か所、
全県コンクール応募10か所

・収集作業員と定期的に情報交換
し、ごみの分別や出し方の指導を徹
底します。
・春・夏のクリーンアップをチラシや
防災無線で広く周知し、活動への参
加を呼びかけます。
・花植え講習会の開催などで花いっ
ぱい運動への参加を呼びかけ、実
施箇所数を維持するとともに、全県
花だんコンクール応募を促します。

・収集作業員の情報から、対象の集
積所に注意喚起を促す看板等を掲
示した。
・回覧チラシや防災無線でクリーン
アップを周知し、春・夏ともに1,000人
以上が活動に参加した。
・花いっぱい運動に45か所の花壇で
取り組みがあり、全県花だんコン
クールの周知を図った結果10か所
の花壇が応募した。

・収集作業員との情報交換を密に
し、未回収ごみの減少に継続して取
り組む。
・次年度のクリーンアップ実施に向
けて、取組内容の確認、準備作業を
行う。
・次年度の花いっぱい運動実施に
向けて、改善点の洗出しと検討、花
苗の選定を行う。

・収集作業員の業務負担から各集
積所におけるごみの未回収の明確
な件数の把握が難しかった。
・クリーンアップ実績
　参加者　春：1,037人、夏：1,018人
・花いっぱい運動実績
　取組花壇：45か所、花壇コンクー
ル応募：10か所（山内中学校ほか施
設花壇の廃止、統合で花壇数は減
少したが、地区花壇は例年並みの
取組実績）

・未回収ごみの件数把握には至らな
かったが、ごみの分別不良や未回収
等の情報提供があった事案について
は、その都度集積所の巡回及び全戸
配布で注意喚起するなど迅速に対応
した。
・クリーンアップ及び花いっぱい運動に
ついては、積極的に周知を図り目標を
達成。次年度へ向けて準備作業を
行った。

・未回収ごみの件数把握については、収
集作業員からの報告方法の検討が課題
である。
・クリーンアップ及び花いっぱい運動は、
次年度の活動へつながる意識付けができ
た。
・全県花だんコンクールでは、特別優秀賞
１、優秀賞２、モデル花だん１、優良賞６の
好成績を収めることができた。

重
点
取
組
②

山
内
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

子育て支援ネットワーク活動の再構
築

Ｂ
・子育て支援ネットワーク委
員会活動の方向性

・山内中学校の閉校で
構成メンバーが変更と
なり、新たな枠組みでの
活動内容を検討してい
る
〔H29年度実績〕
全体会3回、情報共有3
回、啓発事業1回（子育
て講演会）

年度末

・新たな枠組みでの連携、情報
共有体制を確立
・主催行事の開催：2行事（啓発
事業含む）

・横手南中学校からもネットワーク委
員会の構成員に加わってもらい、活
動内容や情報共有の方法を再構築
します。
・外国出身保護者支援事業に取り
組み、子育てに関する悩みや不安
の軽減につなげます。
・啓発事業は対象や開催方法を見
直して開催します。

・6/1に横手南中学校を構成員に加
えての全体会を開催し、今後の活動
について話し合うとともに、統合後
の生徒の様子などについて情報交
換を行った。
・8/6に第1回外国人母親交流事業
として「茶話会」を開催し、2世帯の
保護者の参加による情報交換を
行った。
・啓発事業は子育て講演会として開
催することとし、11/7の実施に向け
て企画、準備を行っている。

・11/7子育て講演会を開催。講師に
Ｊ３ブラウブリッツ秋田・岩瀬浩介社
長と選手を迎え、講演会とサッカー
交流を行う。主な対象者は山内小
児童とし、山内小及び横手南中の
保護者、地域住民にも参加を呼び
かける。
・第2回外国人母親交流事業「茶話
会」の開催（１月）
・ネットワーク委員会の開催。
　（全体会１2月、3月予定）

・全体会を３回開催し、主催行事の
検討と実証のほか、中学校統合後
の生徒の様子や今後の方向性につ
いて情報交換を行った。
・子育て講演会：11/7に「ブラウブ
リッツ秋田岩瀬社長の講演会＆サッ
カー交流」を開催した。（参加者：150
人）
・外国人母親支援事業として「茶話
会」を２回開催し子育てに関して
困っていることについて把握するこ
とができた。また、学校での様子な
どについて情報交換を行った。

・新たに横手南中学校を構成員に加
え、全体会の開催：年３回（６・１２・３
月）
・子育て講演会：山内小学校、横手南
中学校保護者へのチラシ配布、市
ホームページへの掲示、山内地域全
戸へのチラシ回覧のほか、各団体を
通じた参加者の呼びかけを行った。
・「茶話会」の開催：年２回（８・２月）

・全体会では、中学校統合後の生徒の様
子や、山内地域の状況を情報交換しなが
ら、今後のネットワークの在り方や方向性
について引き続き協議を行っている。
・啓発事業は、対象を小学生に絞り、従来
とは異なる体験型の講演と交流会を開催
することができた。地域住民をどのように
巻き込んでいくのかが今後の課題。
・外国人母親支援事業は継続開催するこ
とにより打ち解けて話しができ、悩みを打
ち明けられるなど信頼関係が深まった。

重
点
取
組
③

山
内
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

健康寿命延伸を目指した健（検）診
体制の構築

Ａ
新たな健（検）診体制の方
向性

健（検）診方法に地域差
がある

年度末
住民が安心して受診できる健
（検）診体制を全市統一して確立

・H31年度の統一実施に向けて日程
や人員配置、健診方法等を検討し
ます。
・新しい健診体制を住民に理解して
もらえるよう、周知方法を検討し、周
知を徹底します。
・住民からの問い合わせに対し課全
体で共通した対応をします。

・健診実施体制の全市統一に向け
て成人部会での話し合いが行わ
れ、周知内容の統一を図った。
・変更点の周知のため、全市版と各
地域局版のチラシを作成（10月15日
に全戸配布）。

・山内民児協10月定例会で健診の
実施方法を説明し、意見を聴取する
とともに、地域内の周知に協力して
もらう。
・今後予想される問い合わせに対
し、課内で話し合い対応を統一す
る。
・健康の駅やいきいきサロン等で健
診の変更点について説明する。
・12月に実施する健診申込み調べ
の際に、改めて変更点を周知する。

・成人保健部会での話し合いを通
じ、全市統一実施の健診体制が構
築された。また、受診者の送迎が廃
止となるため、公共機関を使って健
診に来られるよう会場に公民館を追
加した。
・住民への周知については、民児協
の定例会や地域での健康相談等で
説明したことにより、住民からの理
解を得ることができた。
・住民からの問合せが来た場合を想
定し、課の情報共有シートを活用し
課全体で共通した対応できる体制
ができた。

・山内民児協10月定例会で健診の実
施方法を説明し、意見を聴取するとと
もに、地域内の周知に協力してもらっ
た。
・健康の駅やいきいきサロン等で健診
の変更点について説明し理解を得た。
・予想される住民からの問合せに対
し、課内で話し合い、情報共有シートを
使用し対応を統一した。
・１月に実施した健診申込み調べの際
に、改めて変更点を周知した。

・民生委員の協力や健康相談等、チラシ
による数回にわたる周知により、住民に
理解してもらうことができた。
・これまで苦情や問合せは届いていない
が、受診券の送付や健診時期が近づくに
つれて問合せが生ずること想定し、情報
共有シートの活用などにより課全体で共
通認識をもって対応していく必要がある。

重
点
取
組
④

山
内
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

保護者や地域に信頼される保育園
運営

Ｂ

・子どもの成長と安全に配
慮した保育
・保護者との信頼関係
・小学校との連携と地域と
の交流

〔H29年度実績〕
・職員会議及び所内研
修：月1回
・外部研修：1人2回以上
・保護者面談：1回（実施
人数20人）
・小学校との連携：年4
回
・地域交流：4回
・避難訓練、安全指導、
防犯訓練、安全点検：
月1回及び随時

年度末

・職員個々の能力向上と情報共
有により、保育の専門性を高め
るとともに、危機管理対策を徹
底し、安全で安心な保育を提供
します。
・職員会議、所内研修：月1回以
上
・外部研修：全職員2回
・保護者面談：1回（30人以上）
・小学校との連携：年4回
・地域交流：4回
・避難訓練、安全指導、防犯訓
練、安全点検：月1回以上

・所内・外部研修を通して、職員
個々のスキルアップを図ります。
・個人面談・育児相談を実施し、家
庭との相互理解を深め、より良い子
どもの成長を支援します。
・保育参観や学校行事への参加、
連絡会などの相互連携を行い、保
育と小学校教育との円滑な接続に
つなげます。
・地域行事への参加（敬老会等）や
農業体験などを通して、地域との交
流を図ります。
・危機管理対策の徹底とヒヤリハッ
トの活用を促進します。

・所内研修：6回（うち外部講師の訪
問研修1回）
・園外研修：延33回(対象職員12人)
・個人面談：35回、連絡帳及び送迎
時の子育てアドバイス：随時実施
・感染症情報：メール配信28回
・避難訓練、安全指導、防犯訓練：
各6回（うち自衛消防訓練1回）
・ヒヤリハットの活用：園内研修、朝
ミーティングで注意喚起
・地域交流：7回
・小学校との連携：2回

・家庭との連携の強化
・園内研修の充実
・資質向上のための園外研修派遣
・感染症情報随時　（予防の徹底）
・避難訓練、安全指導、防犯訓練の
実施：各月1回　講師を招いての訓
練2回含む）
・ヒヤリハットの活用及び事故、怪我
対策の強化（職員同士の情報共有
徹底）
・小学校との連携（交流会・連絡会
など）

・所内研修：12回（うち外部講師の訪
問研修1回）
・園外研修：延50回(対象職員12人)
・個人面談：35回、連絡帳及び送迎
時の子育てアドバイス：随時実施
・感染症情報：メール配信60回
・避難訓練、安全指導、防犯訓練：
各12回（うち自衛消防訓練1回）
・ヒヤリハットの活用：園内研修、朝
ミーティングで注意喚起
・地域交流：8回
・小学校との連携：4回

・個人面談のほか、連絡帳や送迎時
の随時相談に応じ、家庭との連携を強
化した。
・毎月の所内研修に外部講師を招くな
ど研修内容を充実させた。
・資質向上のため、園外研修に職員1
人2研修以上を派遣した。
・感染症情報を随時実施し、予防の徹
底を図った。
・避難訓練、安全指導、防犯訓練：各
月1回実施（講師を招いての訓練2回
含む）
・ヒヤリハットを活用し、職員同士の情
報共有の徹底による事故・怪我対策
の強化と対策の周知を行った。
・地域交流：恒例行事への参加に加
え、地域の農家の協力で、農作業体
験やいぶりがっこパック詰め、郷土野
菜を食べる会などの交流を行った。
・山内小学校との交流会、連絡会など
を実施して連携強化を図った。

・所内研修において各訓練の見直しと、危
機管理対策の職員の共通理解、ヒヤリ
ハットを活用した情報提供の成果があり大
きな事故や怪我は発生しなかった。
・職員が積極的に2回以上外部研修に参
加し報告しあうことで全体のスキルアップ
につながった。
・農業体験などを通じて地域に出向き交流
することで子ども達には貴重な経験になっ
た。来年度へもつなげていきたい。
・山内小学校との連携も以前よりスムーズ
にできている。今年度の良好な関係を維
持し、更に連携の機会を増やしていきた
い。

重
点
取
組
⑤

山

内

市

民

サ
ー

ビ

ス

課

快適な保育環境の整備 Ｂ
さんない保育園エアコン更
新工事の進捗管理

・設備設置から14年が
経過し灯油式エアコン
に不具合が発生
・使用中のエアコン消耗
部品が供給停止され、
故障への修理対応が困
難なため対策が必要

平成31年1月末
灯油式エアコンを電気式エアコ
ンに更新し、安全・安心に保育
できる環境を整備

・保育業務に支障を来さないよう、
保育現場と情報共有し、安全を確保
しながら工事を進め、厳冬期前の完
成を目指します。
〔スケジュール〕
・4月設計監理委託業務委託起工
・7月交換工事着手

・設計監理業務
　委託契約締結　4/26
　中間検査報告　6/26
・エアコン更新工事
　 起工伺　　　　　 6/29
　 契約締結　　　　8/6
　 着工　　　　　　　8/7
　 現場打合せ：4回実施(8/10～)

・10月電源設備工事、11月既存機
器撤去及び機器取り付けを行い、
降雪期前の作業完了を目指す。
・保育業務を実施しながらの工事と
なるため、安全確保と情報共有を徹
底し、事故なく工事を進める。

・さんない保育園エアコン更新工事
の完了届が平成30年12月17日提出
され、平成30年12月21日契約検査
課による完成確認検査の結果、合
格する。
・11月16日から試運転開始、引き渡
し後12月21日から本使用し、工期よ
りも早く使用可能となった。

・保育業務に支障を来さないよう、設
計監理者も交えて綿密に打合せを行
い、作業工程を適宜情報共有し工事を
進めた。（現場打合せ５回、その他随
時連絡調整）

・厳冬期前に完成することができ、保育環
境を維持することができた。
・地震等の安全を考慮し、室外機が壁掛
けから高置台の設置へ変更となり、降雪
時の除雪作業する必要が生じた。工期前
に工事が完成したことにより降雪時の状
況が確認でき、今後の雪対策について検
討していく。

まちづくり推進部　山内市民サービス課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

大
雄
地
域
課

市民に信頼される業務執行 B

・職員スキルアップ

・業務の見直し

Ｈ29年度
・自治研修受講率
　　　　　　　56.3％
・庁内研修受講率
　　　　　　　43.8％
・市民要望の多様化

年度末

Ｈ30年度
・自治研修または庁内研修
等受講率　100％
・１人１業務改善

・各種研修へ積極的に参加する
よう働きかけします。
・課内で研修報告会を開催し、
研修内容を共有し、業務へ反映
します。
・各業務の内容を検討し、廃止、
継続・（改善）、新規事業の見直
しをします。

・上期の自治研修または庁内研
修受講職員9人/15人　60％
・課員全員が1人１業務改善を設
定し取り組みを行った。

・下期の自治研修または庁内研
修受講職員　6人/15人　40％
・コンプラの時間を利用し研修報
告会を開催する。研修内容を共
有し業務に反映させるとともに、
個々のスキルアップにつなげる。
・設定した業務改善に取り組み、
検証と改善を行う。

・自治研修または庁内研修等
 受講率　100％
(自治研修受講数　9研修/15人）
（庁内研修等受講数　43研修/15
人）
・１人１業務改善への取り組みを
行っています。

・各種研修へ積極的に参加するよ
う働きかけを行うとともに、課内で
研修報告会を開催、研修内容を共
有し個々の業務へ反映しました。
・職員それぞれが各自設定した業
務改善（アイディア）を意識した業
務への取り組みを行いました。
 課全体での業務改善として会計
伝票のミスをなくすため研修会を
開催しました。

・積極的な研修への参加がみられ、
個々のスキルアップにつなげることが
できました。
・それぞれの職員が業務改善に取り
組んだことにより、事務事業の効率化
が図られ職員の意識改革につながり
ました。

重
点
取
組

①

大
雄
地
域
課

地域住民との対話による住みよ
い地域づくり

B

高齢者から若者まで、幅
広く意見交換をしなが
ら、住みよい地域づくり
の推進を目指します。

※住民自ら考え自ら行
動する意識を醸成しま
す。

H29年度
①集落座談会
　各集落、同一テーマ
による意見交換
②地域づくりワーク
ショップ
対象者：消防団

年度末

①集落座談会
　各集落自ら課題を考えてい
ただき、課題解決のため意見
交換
②地域づくり意見交換会の開
催
　対象者：女性層

①集落座談会の開催
・集落代表等による集落内点検
（巡回）の周知
・行政に対する要望書の取りまと
め
②地域づくり意見交換会の開催
・各年代による意見交換会の開
催

①集落座談会の開催
　8月10日～9月6日まで32会場
で開催した。
総参加者数220人
   （前年比91.2％）
意見交換数313件
   （前年比94.8％）

①要望事項に対する検討会を行
い、対応していくとともにH31年
の予算措置が必要な案件につ
いの検討等、事業仕訳を行う。
対応状況について集落代表者
や地域の皆様への周知を行う。
②地域課題の解決に向けた地
域づくり意見交換会（女性層対
象）を1月に行う。

①集落座談会の開催
　8月10日～9月6日まで32会場
で開催しました。
総参加者数220人
   （前年比91.2％）
意見交換数313件
   （前年比94.8％）
②女性目線による地域づくりや
防災に関する意見交換会を2月
23日に開催しました。
参加者20人

①取りまとめた地域課題を把握す
るとともに、要望事項に対する対応
を積極的に行っております。またそ
の結果を集落代表や地域の方々
に周知しております。
②地域づくりや防災に関し、先進
的な自主防災組織活動を行ってい
る団体を招聘し、女性目線による
関り方や意識の向上を目指した意
見交換会を開催しました。

①事前に地域の抱える課題を提出し
て頂き、市民が地域課題を自ら考え解
決する意識の醸成ができ、行政と共に
地域課題の解決に向け、各事業に反
映するなど住民ニーズに即した業務を
行うことができました。
②女性目線による意見交換会を開催
したことにより、地域づくりに女性の視
点を加え、幅広く地域づくりの仕組み
や環境づくを行うことができ、今後も多
様な視点での地域づくりを行っていき
ます。

重
点
取
組
②

大
雄
地
域
課

公民館の地区交流センター化に
向けた推進

Ｂ
地区交流センター設立を
目指した取り組みを進め
ます。

H29年度
・地区交流センター化
年次計画書の作成
・地域住民や各種団
体役員への説明会の
実施
・地区交流センターの
先進地視察の実施

年度末

・各種団体関係者へ地区交
流センターの必要性を説明し
ます。
・地域運営組織を構成する団
体を決定し組織体制づくりを
進めます。

・各種団体の会合へ出向き地区
交流センター化について説明し
ます。
・地域運営組織の準備会議を開
催します。

・各種団体会合での説明
　4/20～5/15　6団体（200人）

・集落座談会での説明
　8/10～9/6　32会場（220人）

・各種団体の会合や集落座談会
を通じ新たな地域づくりの方向
性と地区交流センター化の必要
性を説明してきましたが、まだ、
十分に理解されていない状況で
す。

・説明を継続し理解を深めていき
ます。

・地域活動に協力いただいてい
る各種団体のほか、これからの
地域づくりを担う子育て世代など
多種多様な団体からなる地区交
流センター準備組織を立ち上
げ、センターの果たす役割や実
施する事業について協議しま
す。

・各種団体総会や集落座談会で
説明を行いました。

・大雄地区交流センター準備委
員会を立ち上げました。

　

・各種団体での説明
　4/20～5/15　6団体（200人）

・集落座談会での説明
　8/10～9/6　32会場（220人）

・委員の募集
　12/1　　横手市ＨＰ
　12/1　　ちらし（地域全戸配布）
　12/1　　推薦依頼（各種団体）

・準備委員会の開催
　12/27　委員決定　　16名
　1/24　　第１回準備委員会
　2/19　　第２回準備委員会

・説明会参加者には「地区交流セン
ター」の必要性や事業内容を周知する
ことが出来ました。

・市内の現状や先進地事例などを説
明し地区交流センター事業を具体的
にイメージしてもらうことができました。

・日程の関係で説明会等に足を運べ
ない住民も多くいますのでＰＲ方法を
工夫し事業の周知拡大を図っていき
ます。

重
点
取
組
③

大
雄
地
域
課

「たいゆう緑花園」20周年記念イ
ベントの開催

B

休耕田を有効活用し、地
域住民に憩いの場を提
供します。また、イベント
等を開催して地域の活
性化を図ります。

Ｈ29来園者数
　3,300人

年度末
H30来園予定者数
　3,500人（前年度対比6％
増）

・20周年を記念したイベントを開
催し、子供からお年寄りまで楽し
める憩いの場を提供します。
・横手かまくらFM放送や市ホー
ムページなどの媒体を活用し
て、広く周知、広報を行い、集客
に繋げます。

・ドローンスクールの開催
　8月26日(日)に大雄農業者ト
レーニングセンターを会場に20
組の参加者でたいゆう緑花園の
PR等情報発信を目的として開催
した。それに併せ市内各所（横
手城、たいゆう緑花園、ホップ畑
等）をドローンにて空撮し、市
ホームページへ掲載した。
・パノラマフェスタの開催(来園者
500人）
　9月1日(土)にたいゆう緑花園を
会場に開催した。

※H30.9末現在来園者数5,091人
　（前年度対比54％増）

・たいゆう緑花園の関連事業を
次のとおり開催し、市ホームペー
ジの掲載などによりPRを図りま
す。

・押し花コンテスト
　たいゆう緑花園から摘んだ花
で作成した押し花のコンテストを
11月に開催します。また、コンテ
ストの結果を市ホームページに
掲載します。
・押し花作品展示
　押し花コンテスト作品展示を12
月から1月末日までゆとりおん大
雄に展示します。

・H30年度総来園者数6,039人
（前年度対比83％増）

・20周年記念イベント
　8/26　ドローンスクール
　9/1　パノラマフェスタ時のたいゆ
　　　 う保育園児オープニングダン
　　　 ス、夏野菜カレーの販売、
　　　 カメラ教室及び撮影会

・例年のイベント
　9/1　パノラマフェスタ（軽トラ市、
　　　　ブルーベリー苗木プレゼン
　　　　ト他）
　11/24　押し花コンテスト審査会
　12/1～　押し花コンテスト入賞作
　　　　　　品市ホームページ掲載
　12/1～1/31　押し花作品展示

※10/24　検討会（水管理問題、来
年度の管理人の確保等）

・マスコミ等によるPR活動の充実及び
市内各所をドローンで空撮し、市ホー
ムページに掲載したことにより、市内
外の子供からお年寄りの来園者が大
幅に増加しました。

・パノラマフェスタの際、農業ブランド
創造課、ゆとりおん大雄及び実験農
場が連携し、地産地消のメニューとし
て夏野菜カレーを販売し、地元野菜の
魅力アップに繋がりました。

重
点
取
組

④

大
雄
地
域
課

地域の拠点施設「ゆとりおん大
雄」の運営

Ａ

温泉経営の安定化を図
るため収支が黒字となる
施設運営に取り組みま
す。

Ｈ30年度予算
・営業収入（売上）
　　66,539千円

・営業費用
　　47,828千円

年度末

H30年度計画
・営業収入（売上）
　　67,900千円
　　※予算対比2％増

・営業費用の経費節減
   45,500千円
　　※予算対比5％減

・市のホームページやフリーペー
パーなどの媒体を活用して温泉
施設のＰＲを行います。
・スポーツ合宿や大会関係者の
宿泊営業を積極的に行います。
・お客様のニーズに合わせた料
理の提供をします。
・営業費用の節減に取り組みま
す。

・市の観光案内窓口である横手
市観光協会に入会し、同協会の
「ＨＰ」や「横手観光ガイド」に掲
載しＰＲを行った。
・スポーツ振興課等と連携し、各
種大会に参加するスポーツ団体
の宿泊営業を行った。
　H30（4～9月）24件
　　 　（前年比▲1件）
・営業収入（売上）
　32,691千円（達成率48.1％）
・営業費用
　22,775千円（達成率50.1％）

・関係機関と連携を図り、閑散期
の集客に努めます。
・引き続き、光熱水費等営業費
用の節減に取り組みます。
・忘新年会の営業を積極的に行
います。
・新メニューの提供に取り組みま
す。
・今後のイベント等企画
　1月　新春の集い
　2月　カラオケ決勝大会
　　　　 厚木市との交流事業
・営業収入（売上）
　35,209千円
・営業費用
　22,725千円

H30年度
・営業収入（売上）
　　65,712千円
　　（目標値比 ▲3％）

・営業費用の経費節減
 　 48,194千円
　　（目標値比 ▲6％）

・よりよい施設運営を行うため、支
配人や料理長との経営会議を3回
開催しました。
・横手市観光協会に入会し、同協
会の「ＨＰ」や「横手観光ガイド」に
掲載し広くＰＲを行いました。
・関係機関と連携し、スポーツ団体
や交流事業等「宿泊」の受け入れ
を積極的に行いました。
・カラオケ大会やお客様感謝祭な
どを開催し、新たなお客様の誘客
を図りました。
・従業員一丸となって節電に努め
ました。

・宴会等の利用者数は減少したもの
の、入浴者数が前年度比較4,167人
（8％）増加したことにより、概ね計画通
りの経営ができた。
・燃料費、光熱水費の単価高騰によ
り、見込みよりも経費が嵩んでしまっ
た。
・原価率低下への取り組みや宴会料
理のバリエーションなど、工夫が足り
なかった。

まちづくり推進部　大雄地域課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

大
雄
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

市民から信頼され、満足される窓口
業務の確立

A
市民サービス課の業務全
般

限られた職員数で、効
率よく、迅速に、適切な
サービスを提供する必
要があります。

年度末

・お客様の声を良く聞き、迅速で
的確な対応とニーズに合った
サービスの提供をします。
・課内全員が、課内業務の基本
的な受付や申請等ができるよう
にします。
・業務のチェック体制を強化し、
ミスのない業務執行につなげま
す。

・お客様に積極的に声掛けをし、明
るいあいさつと丁寧な対応をしま
す。
・毎週、課内ミーティングを行い、業
務の進捗状況について情報共有を
徹底し、協力体制を強化します。
・課内業務の基本的な申請、受付に
ついて勉強会を実施します。
・業務のチェック体制を見直し、事故
防止の徹底に努めます。

・お客様には、明るいあいさつと積
極的な声かけをし、窓口へのスムー
ズな案内と迅速なサービスの提供
を行っている。
・毎週、課内ミーティングを行い、業
務の進捗状況等について情報共有
を徹底すると共に、勉強会を実施し
し、主担当が不在でも適切な対応が
できるように協力体制を強化してい
る。
・ダブルチェックを徹底し、ミスのな
い業務執行を行っている。

・今後もお客様へ積極的に声掛けを
し、明るく丁寧な対応を行う。
・業務の進捗状況について、課内の
情報共有を徹底し、円滑な業務遂
行をする。
・協力体制を強化し、申告時期の限
られた職員数でも迅速で適切な来
客対応をする。
・ダブルチェックの徹底や声掛けな
どで、ミスのない業務執行をする。

・お客様には積極的に声掛けをし、
窓口へのスムーズな案内と、迅速な
対応を行っている。
・限られた職員数でも、課内の協力
体制を強化し、迅速で的確なサービ
ス提供に努めている。
・クレームや大きなミスもなく、確実
な業務執行ができた。

・お客様には明るいあいさつと丁寧な
対応を心がけ、積極的な声掛けを徹
底した。
・毎週課内ミーティングを行い、それぞ
れの業務の進捗状況について情報共
有を徹底した。窓口業務については勉
強会を行い、主担当が不在でもそれぞ
れの職員が対応できるように努めた。
・毎月のコンプライアンス活動で、業務
に対する意識向上を図るとともに、ダ
ブルチェックを徹底し事務ミス防止に
努めた。

・市民が安心して来庁し相談できる環境を
整え、迅速で的確な対応に努め、市民に
信頼されるサービスの提供ができた。

重
点
取
組
①

大
雄
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

自殺予防の強化 A
・自殺者数の減少
・地域住民の自殺予防への
関心を高める

大雄地域の自殺者数
H25：2人（80代男　50代
女）
H26：3人（30代・50代男
80代・女）
H27：2人（30代・80代
男）
H28：5人（50代男2人・
70代男2人　80代女）
H29：1人（40代男）

年度末

地域住民が、地域の自殺の現
状を知り、地域での自殺予防の
取り組みを考えることができま
す。

・団体（民生児童委員協議会等）を
対象としたゲートキーパー養成講座
を開催します。
・心の健康づくり講演会を開催しま
す。
・いきいきサロン、食改大雄支部総
会等で、心の健康づくりについての
健康教育を実施します。
・自死遺族への訪問等を行い、残さ
れた家族の心のケアに努めます。

自殺予防について、地域住民がで
きることを考える機会の提供に努め
た。しかし、今年も残念ながら、１名
の自殺者（60代男性）が出てしまっ
たため、遺族の心のケアを行ってい
る。
・4/17食改大雄支部総会時、自殺
予防についての講話を実施（参加者
14名）
・10/5心の健康づくり講演会（参加
者30名）
・自死遺族への面接を実施

これ以上の自殺者を出さないため
にも、引き続き地域での自殺予防の
取り組みが広がるよう機会を提供し
ていく。また、自死遺族への心のケ
アも継続していく。
・11/19（月）こころあったかコンサー
トの開催。
・民生児童委員と地域住民を対象と
したゲートキーパー養成講座を開催
予定。

自殺予防について、住民が自分た
ちでできることを考える機会の提供
に努めた。しかし、残念ながら今年
度も１名（60代男性）の自殺者が出
てしまった。

・4/17食改大雄支部総会時、自殺予
防についての講話を実施（参加者14
名）
・10/5心の健康づくり講演会（参加者
30名）
・11/19こころあったかコンサート
（小学生、一般市民200名）
・12/18ゲートキーパー養成講座
（受講者25名）

・横手市及び大雄地域の自殺の現状と特
徴について周知を図った。また、講演会や
ゲートキーパー養成講座を通じて、住民が
自殺予防について自分たちでできることを
考えてもらう機会の提供に努めた。しか
し、1名の自殺者が出てしまったため、遺
族の心のケアを行いながら、自殺予防へ
の取り組みを継続していく。

重
点
取
組
②

大
雄
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

「要援護者」には該当しないが日常
生活を送るうえで、見守りが必要な
世帯の把握とその支援

B

要援護者リストの基準（65
歳以上の高齢者のみの世
帯や障がい者世帯など）に
該当していない要援護者世
帯の抽出

75歳以上と40歳以上の
二世代２人暮らし
H25年度：53世帯
H26年度：32世帯
H27年度：37世帯
H28年度：53世帯

年度末

・要援護者に準ずる対象世帯の
把握をします。
・対象世帯の実態調査と問題の
整理をし、支援等につなげま
す。

・民生委員や社会福祉協議会との
情報交換や訪問及び聞き取り等を
実施し、対象世帯の実態を把握しま
す。
・関係機関との連携及び情報共有を
図り、それぞれの世帯（個人）に合っ
た適切な対応や支援を実施します。

・要援護者に準ずる対象世帯名簿
の作成を終了している。10月下旬よ
り訪問開始予定。
・小ネットワークや物忘れ健診など
を通して浮かび上がった、課題があ
ると思われる世帯や一人暮らし高齢
者へ、関係機関との情報共有を図り
ながら、訪問と支援、見守りを行っ
ている。

・対象者名簿に基づいて、関係機関
等と情報共有を図り、それぞれの世
帯に合った対応と支援を行う。
・課題があると思われる世帯など
へ、引き続き訪問を行い、適切な支
援へつなげていく。

「要援護者」には該当しないが、日
常生活を送るうえで見守りが必要な
世帯の把握をし、その世帯の実情
に応じた支援を実施した。
・対象世帯：後期高齢者（75歳以上）
と40歳以上75歳未満の二世代二人
世帯
　※抽出日：H30.10.1
　　　　（年齢基準日H31.4.1）
　※抽出世帯：60世帯
60世帯中1世帯は、対象高齢者が
死亡のため除外。残り59世帯につ
いて
・問題なし　　51世帯
・要見守り　　8世帯
・要対応　　　1世帯

①事前情報の確認：民生児童委員や
小ネットワーク会議、介護利用事業所
からの状況確認、介護度の確認、保
健指導記録を参照
②家庭訪問の実施：H30.10月下旬～
H31.1月末

見守りが必要と判断した9世帯中4世帯
は、高齢者の物忘れや認知症の世帯で
あった。また、全世帯中18世帯は介護認
定済みだがサービス利用には至っていな
い世帯もあり今後経過観察必要。
世帯構成については、母息子世帯が7割
を占め、大半の高齢者は日中独居となっ
ており、近所付き合いや集いの場の提供
など地域とのつながりを促す支援が必要
と感じた。また、訪問では民生委員さんが
声をかけてくれるという安心の声が多数聞
かれ地域の相互見守りがある地域と感じ
た。
今後は、必要時にすぐ介入できるように定
期的な状況把握の継続が必要。
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市民が安心して受診できる健（検）
診体制の確立

B
７４歳以下の健（検）診受診
者数

H29年度　各種健（検）
診の受診率（７４歳以
下）
・肺がん　90.4%
・胃がん　87.2%
・大腸　90.4%
・乳がん　80.1%
・子宮がん　83.1%
・前立腺がん　91.5%
・特定健診　93.8%
・生活習慣病　48.3%

年度末
７４歳以下の健（検）診受診者数
の増加を図ります。

・わかりやすい案内文書の作成をし
ます。
・機会をとらえて受診勧奨を行いま
す。
・健康教育で健（検）診受診の必要
性について説明し、受診を促しま
す。
・H３１年度からの健（検）診体制の
変更について周知徹底します。

・健診会場や健康教育の場で、健診
の大切さを説明し、毎年健診を受け
るよう勧奨した。
・10/15号市報へ来年度からの検診
体制の変更についてチラシ折込を
実施し周知した。
H30年度　各種健（検）診の受診率
（７４歳以下）10/16現在
・肺がん　　  　87.8%
・胃がん　　  　80.6%
・大腸　　 　  　85.9%
・乳がん　　　  87.9%
・子宮がん　　 87.3%
・前立腺がん　86.8%
・特定健診　　 90.0%
・生活習慣病　51.7%

・Ｈ31年度の健（検）診案内、申し込
みを実施するにあたり、混乱なく申
し込みができるよう、各種団体の会
議や研修会の際に、健（検）診体制
の変更について説明を行い周知を
徹底させる。
・追加健診対象者へ電話等による
勧奨を実施し、受診を促す。

H30年度　各種健（検）診の受診率
（７４歳以下）10/16現在
・肺がん　　  　91.9%
・胃がん　　  　87.2%
・大腸　　 　  　89.9%
・乳がん　　　  93.8%
・子宮がん　　 88.1%
・前立腺がん　91.6%
・特定健診　　 94.1%
・生活習慣病　52.6%

・健（検）診未受診者へ個別通知で２回
の受診干渉を行った。
・健（検）診体制変更については、市報
折込のほか、いきいきサロンや集落及
び各種団体の会議、研修会の場で説
明を行い周知の徹底に努めた。

・各種健（検）診の受診率については、大
腸がん検診を除くすべての項目で昨年度
より受診率がアップした。
・健（検）診体制の変更については、継続
して周知徹底を図り、トラブルなどが発生
しないように努める。また、健（検）診体制
の変更に伴い、受診率の低下が心配され
るため、未受診者への受診干渉は引き続
き行っていく。
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きめ細やかな保育の充実 を図り安
心できる保育園運営をめざす

B

・職員間の共通理解と学び
合う姿勢
・保小連携の充実と円滑な
小学校への接続
・地域に根ざしたキャリア教
育の充実
・危機管理対策の徹底と安
全を確保できる態勢づくり

・保育指針改訂に伴う
研修の参加
・少学校との情報連携
の充実
・保護者アンケートの実
施と公表
・専門機関講師による
保育指導
・防災教育の強化（引き
渡し訓練とシェイクアウ
ト訓練）

年度末

・各年齢の保育参観を実施し、
園内研修としてその振り返りを
し、情報共有をします。
・専門機関の講師による保育参
観と保育指導を受け、保育士の
保育力のアップにつなげます。
・幼児期からの読書活動の推進
を図り、思いやりの心を育てま
す。
・非常の際の安全確保行動を身
につけさせます。

・保育力のスキルアップ研修への積
極的な参加
・マナーチェックリスト年４回
・図書館デビュー(絵本の読み聞か
せと公共機関の活用）
・保護者アンケート実施年１回
・災害時に備えた引き渡し訓連
・地域住民や各団体との交流活動
（婦人会・民生児童委員・施設慰問）

・一人２回以上の専門機関研修を受
講した
・園内研修として各クラス保育参観
実施
・チェックリスト２回実施
・図書館・公共施設・公共乗り物の
使用と利用
・大雄小学校との学校行事への参
加
・警察官とチャイルドセーフティセン
ターやスクールサポーターとの防犯
教室開催
（地域との交流活動）
・大雄緑花園定植作業活動
サマーフェスティバル３歳以上児参
加
・敬老会　４・５歳児発表で参加
・スポーツレクリエ－ション３歳以上
児参加

・今後も他機関研修等へ積極的に
参加をし、学んだ知識を職員間で共
有し、幼児期の終わりまでに育って
ほしい幼児の１０の姿の充実につな
げる。
・専門機関の講師の指導を受け、更
なるキャリアアップを図る。
・保護者アンケートを実施し結果に
基づいて課題を明確にし、今後の充
実した保育提供につなげていく。

・一人２回以上研修会に参加
・園内研修で各クラスの保育参観を
実施し自分の保育の振り返り実施
・図書館・ふるさと村・体育館・駅等
の利用実施
・保・小連絡会の充実と職員の交流
の促進
・専門員による防犯教室の実施
・地域住民や各団体との活動の実
施
・7/28大雄サマーフェスティバル年
少組以上参加
・9/1大雄緑花園「パノラマフェスタ」
年中・年長組参加
・9/14敬老会参加　年中・年長参加
・10/6スポーツレクリェーション
・保護者アンケート実施

　
・各年齢別の研修に参加しました。
・１２回の園内研修において、保育の
振り返りと改善点を話し合いました。
・公共機関を利用して、ルールがある
ことを知り、理解する事ができました。
・保育園と小学校の連絡会を通した
り、交流機会を多くする事で子ども一
人一人を把握してもらう事ができまし
た。
・横手警察署生活安全課・チャイルド
セーフティーセンター・スクールサポー
ターによる防犯教室（不審者対応）を
学んだ。
・地域や各団体との交流で住んでいる
ふるさとに対する愛着を覚える事がで
きました。
・保護者アンケートの結果で、保育の
見直しや今後につなげていく課題をみ
つけて話し合いをしました。

　
・改訂保育指針の内容を職員全員で学
び、さらに子供たちの成長の姿を共有し合
う時間を多く持つことができました。
・園外保育などに公共機関を利用する機
関を多く持つことで、規範意識や道徳性が
養われたました。
・小学校の行事（運動会・学習発表会）な
どの練習風景に参加することで、より親近
感を覚え期待感が高まることができまし
た。
・防犯教室を受けることで命の大切さを改
めて学ぶ事ができました。
・保護者アンケートの結果（回収率８３％）
は保育に関しての高評価を多くもらう事が
出来ました。さらに、子どもたちの安心安
全を基本として、自らの伸びる力、生きる
力を大切にする事の方針通りに保育をす
すめていく事ができました。

まちづくり推進部　大雄市民サービス課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】


